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「小さ夜よ！　小夜～～～！　出てきなさい!!」




　寝ね静しずまっているはずの母おも屋やで、怒ど鳴なり声ごえが響ひびいている。

（ふ、ふわああああああ……か、間かん一いつ髪ぱつ……だった！）

　小夜は庭の木の上で胸を撫なでおろす。寝ね間ま着きである小こ袖そで姿で、大おお振ぶりな桜の枝に腰こし掛かける姿は、とても深層の姫ひめ君ぎみには見えないだろう。

　小夜──藤ふじ原わら小夜は、れっきとした大だい納な言ごん家けの四の姫。

　十六歳さいになったばかりの結けつ婚こん適てき齢れい期き──いや、この平安の世ではそろそろ結婚適齢期を過ぎてしまう歳としだった。

　となれば親も必死だ。

　父は摂せつ関かん家けの出、そして母は宮みや家けの出身だ。つまり小夜は入じゆ内だいして女によう御ごの地位も望める身分で、末は東とう宮ぐう妃ひかとそれは大事に育てられたのだが……。

（だけど！　人には、素質ってものがある!!）

　小夜は声を大にして叫さけびたかった。

　世の乙女おとめの教養である琴ことを奏かなでれば庭の鳥が驚おどろいて逃にげてしまうし、和歌を詠よめば失しつ笑しようを誘さそう。それなりに努力はしているのだけれども、取り組んだ直後に居い眠ねむりを始めてしまう始末なのだ。

　おかげで居眠り姫などという渾あだ名ながつけられてしまい、世間の評判は地に落ちかけている。

　つまり、東宮妃などという話は早々に潰つぶれて、それどころか婿むこを選べないほどになってしまっているのだった。

　だが、そんな小夜が今、なぜか貞てい操そうの危機にさらされている。

「姫……！　四の姫！　どこにおられるのです！」

　聞きなれぬ男の声に小夜は身を縮める。どこの誰だれだか知らないが、雅みやびな直衣のうしを見るに、そこそこの身分の公きん達だちということは窺うかがえた。

（あぁ～、やっぱり！）

　小夜は悟さとる。見つかったら最後、小夜は明日から人妻だ。今、屋や敷しきの人間すべてが敵だと思ったほうがいい。

　あれは父と母が選んだ、小夜の〝婿がね〟。婿候補のことだ。

　娘むすめの意思よりも世せ間けん体ていを気にする父母は、とうとう身分しか釣つり合あわない男を適当に見み繕つくろってきたらしいのだ。

　引きつった顔のまま、小夜は木の枝の隙すき間まから覗のぞく星空を見た。とたん、小夜は男のことも父と母のことも忘れ、星の世界に没ぼつ頭とうする。

　美しい星。細い眉まゆ月づきが東の空を寒そうに照らしている。

（北ほく斗とが水を汲くんでいる……。月が、あそこ。『明あけ星ぼし』があの位置で──んんん……『水難転じて福となる』？）

　星が頭の中に広がると同時に、なぜか頭の中にぽん、と浮うかび上がる言葉がある。

　実は、明け方に同じように浮かんだ『夜の庭に幸いあり』という言葉が心に引っかかっていたおかげで、小夜はこうして外に逃のがれているのだった。

　意味を考えて首を傾かしげていると、

「見つけましたぞ～！　お殿とのさま、北の方さま！　木の上、木の上ですぞ！」

　と遠くで声がして、小夜はぎょっとする。どうやら下男に見つかってしまったようだった。

「やだ、ここなら絶対見つからないと思ったのに！」

　小夜は慌あわてて飛び下りると、捕つかまる前にと逃とう亡ぼうを図はかる。

　だけどいくら庭が広かろうと、逃げられる場所には限りがあるのだ。縁えんの下したは行き止まりが怖こわいし、外に出るにも門は塞ふさがれている。塀へいを越こえなければならないとなると八方塞がりだ。

「ど、どうしよう!!」

　小夜は右を見るが、そちらには父。左を見ると母がそれぞれの使用人を引き連れて迫せまってきている。後ろを振り向くと、先さき程ほどの公達が鬼気迫る顔つきでにじり寄ってきていた。

　小夜はじりじりと後ろに下がる。後ろには父の自じ慢まんの池がありこれ以上下がることはできなかった。

（これは一巻の終わり!?　明日には人妻？　でもそれだと、私の夢は？　そして──『あの子』はどうなるの）

『私に諦あきらめるなと言ったその口で諦めるというのか？』

　そんな言葉が小夜を励はげました。

　とたん、先程浮かんだ言葉に目を見開いた。

「そうだわ……！」

　水難転じて福となる！

　つぶやくと小夜は踵きびすを返かえす。そして悲鳴と怒ど声せいの響く中、えいやっという掛け声とともに池の中に飛び込んだのであった。
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　あくびを嚙かみ締しめて琴ことの弦つるをはじく小さ夜よの指からは、ぴよん、ぽよん、という間ま抜ぬけな音が生まれている。音はまとまりを全く持たず、何の曲をひいているのか、わかる者はおそらくいないだろう。

「どうにかならないの、その不安定な音は……！　十二になるというのに、こんな簡単な曲をいつまでもやっているなんて、お母様は恥はずかしくて、情けなくてしょうがない……！　一の姫ひめはあなたの歳としでしたらもっと上手でしたわよ！」

　琴の指導をしてくれている小夜の母が、袖そで口ぐちを嚙んで悔くやしがっている。

　一の姫、と口にする声には怨えん詛そさえ混じっている気がする。小夜は申し訳なくて体を縮めつつも、期待に添そうことはとてもできそうにないと思う。

　小夜の父は大だい納な言ごんという要職を賜たまわっている。そして父には三人の妻との間に五人の子がいて、小夜は一番末の娘むすめだ。上に三人の姉、一人の兄がいるのだが、一の姫というのは腹違いの一番上の姉のことだった。

　十歳さい離はなれている姉は今きん上じよう帝ていに入じゆ内だいし、妃きさきの一人としてときめいている。

　ただ、姉は未いまだ皇子を産んでいないため、父はさらなる出世を夢見て、御おん年とし十三歳であられる東とう宮ぐうに、十二歳と、歳の近い小夜を入内させようと企たくらんでいたのだった。

　だが、その計画は──小夜の成長とともに頓とん挫ざした。

　小夜に、なかなか東宮妃にふさわしい教養が身につかなかったからだった。

　父は小夜の琴の音にげんなりし、和歌の出来に呆あきれ果はてた。

　皆みなの期待はどんどんしぼみ、藤原家の誇ほこるこの三条邸ていで一番ときめいていた東の対屋たいのやも今は閑かん古こ鳥どりが鳴いている。それが宮みや家け出身で自尊心の高い母の心をずたずたにしているのだった。

　昔は母の期待に応えようと頑がん張ばってきたけれど、限界はすぐにやってきた。

　そもそも都一みやこいちの美女と噂うわさされ、帝みかどの寵ちよう愛あいもめでたい姉と小夜では素材が違ちがいすぎる。父も母も大きな夢を見すぎなのだ。

　だが、父も母も夢を見るのをやめてくれない。この世の中、姫というのは政治の重要な道具なのだ。なんとか適てき齢れい期きの間にまともな姫にしようと母の教育はどんどん厳しくなるが、それに伴ともなって小夜のやる気はどんどんそがれていく。

　さらには、ぽかぽかの陽気が小夜の眠ねむ気けを誘さそっていた。

（あぁ、いいお天気。今日の夜も晴れるかしら。だとしたら絶好の観測日和びより……今日あたり明け方には『あおぼし』にお目にかかれるかも。あれが昇のぼり始めるといよいよ冬よねえ。冬は寒いけれど、夜空は華はなやかになって本当に素す敵てき）

　ぽわぽわと目には見えない真昼の星を思おもい浮うかべていると、自然にまぶたが落ちてきた。

　とたん、小夜の手は不協和音を作り出し、かぶせるように母の雷かみなりが落ちる。

「小夜！」

　雅みやびだった空気が眠気と同時に一気に飛び散るのがわかった。

「あなた、また居い眠ねむりしていたわね!!」

「ね、寝ねてないわ！」

「噓うそをおっしゃい。そう何回もごまかせると思わないでちょうだい。昨日の和歌のお時間も居眠りしていたでしょう！」

　ぎくりと顔をこわばらせつつ、小夜は反論した。

「してないわ、ちゃ、ちゃんと課題の歌は詠よんだでしょ！」

「いいえ、あれは万葉歌をそのまま真ま似ねただけのものでしょう！　あれではまともな返歌もできないでしょう!?　しかもあのみみずの這はったようなひどい手て跡！　一の姫のように育てるつもりでしたのに、一体どこをどう間ま違ちがったのか……」

　がみがみとお説教が続くが、いつものように右の耳から入って左の耳へと抜ぬけていく。

（早く夜にならないかなぁ…………）

　再び星空に思いを馳はせ、うつらうつらとし始めたときだった。

　がたん、と几き帳ちようが動く音がして小夜は半開きだった目を完全に開く。見ると几帳の向こう側から一人の殿との方がたが現れて、驚おどろきのあまり小夜の目は覚めた。

　というのも、屋や敷しきの中でこんな若い殿方を見かけることがほとんどなかったからだ。しかも、

（ふああああ、きれいなひと！）

　扇おうぎで口元を隠かくした彼かれは涼すずやかな、それでいて甘あまい目をしていて、色いろ恋こいの〝い〟も知らない小夜でも頰ほおが赤くなるような色いろ香かを漂ただよわせていたのだった。

「これ以上あなたをこのままにしておくわけにいきませんわ。お説教も全く効果がありませんし、今日は少し別の方法を試ためしてみることにしました」

「こ、この方は？」

「これ、小夜、扇を忘れていますわよ！」

　言われて慌あわてて扇で顔を隠す。妙みよう齢れいの姫は簡単に顔を見せてはいけない、と言い聞かせられているものの、なかなか癖くせがつかないのだ。

（だって、つい最近まで誰だれにでも顔を晒さらしていたのに、いきなり隠せと言われても意味がわからないわ）

　昔から、理り屈くつが通らないことを小夜はうまく吞のみ込めなかった。

　父も母も、小夜のそういう部分がいろんなことの上達を妨さまたげていると言った。わからなくても頷うなずいておけ、言われたままにやれというのが彼らの言い分なのだ。

　もやもやしながらも小夜が顔を隠してしまうのを見届けると、母は女によう房ぼうに言って御み簾すを上げさせる。

「こちら、宿すく曜よう師しの賀茂かもの信のぶ明あき殿どのですわ」

「宿曜師？」

「宿曜とは、人の生まれた日時と照らし合わせることで、運命を占うらなうものでございますよ」

　殿方の落ち着いたなめらかな低い声に小夜はさらに飛び上がりたいような気分になる。父のどこか甲かん高だかい声とは違い、しっとりとした声は聞いているだけでぞわりと背筋が粟あわ立だつ。

（こ、この人、なんなの……!?）

　とにかく初めて会う人種だというのはわかる。耳慣れぬ宿曜師という職業に由来するかどうかまではわからないが、ひどく落ち着かない気持ちになり、小夜はその場から逃にげ去りたい衝しよう動どうにかられた。

　母はどこか機き嫌げんよく、うっとりとした目で信明を見つめている。その目には父を見るときとは違った感情が宿っている気がして、小夜は見てはならないものを見たような気になる。

「姫ひめ君ぎみは『源氏物語』をお読みになったことは？　かの光源氏も宿曜でご自身の御み子こが帝となる運命をお知りになった」

「あ、えぇと、読んだことはないです」

　子供なので小夜は直接読んだことはないけれども、女房たちが『光る君のような方が通かよってくださらないかしら』などと言って騒さわいでいるのは知っていた。詳くわしく聞こうとすると『姫様も裳も着ぎがお済みになったら』とやんわりと断られたのだ。

「四の姫。あなたが居眠りばかりしているのは宿命だろうか、一度詳しく見てもらえないかと北の方様からご相談を受けまして」

「宿命……？」

　大げさすぎて笑いそうになるが、母に睨にらまれて小さくなる。

　居眠りの原因など、単なる寝ね不ぶ足そくに決まっている。だがそのことを言う気もない。言えば小夜の楽しみが確実に奪うばわれてしまうと知っていたのだ。

「とにかく宿曜を見てみたいと思いますが……」

　信明が何か道具を取り出した。金属でできた板の上に半球が載のっている。くるくると回すと半球に描えがかれた模様が目に入る。

「あ、──ひしゃくだ！」

　夜空で見慣れていた形に思わず声を上げたとたん、信明は小夜の顔をじっと見つめて、くすりと笑う。その笑え顔がおがまた華やかだ。小夜は知らず顔を赤らめた。

「ひしゃく？」

　母が訝いぶかしげに小夜を見る。問いただされたらどうしよう、と思ったとき、

「どうやらまだ少し眠気が残っていらっしゃるようですし、庭に下りてみましょうか」

　信明が誘い、小夜は助かったと胸を撫でおろす。母もそうしなさいと勧すすめ、小夜は庭に出た。

　手入れのよく行き届いた庭を歩いていると多少気分がすっきりする。池の畔ほとりまでやってきたとき、信明が立ち止まる。

「ここなら、誰にも聞かれませんね。では、居眠りの本当の理由を聞かせていただきましょうか？　まさか、ひしゃく──北ほく斗とを口にされる姫君がいらっしゃるとは思いもしませんでした。つまり、星が原因なのでは？」

　ずい、と顔を近づけられて、小夜は目を丸くする。

　近くで見ると余計に美び貌ぼうが際きわ立だったのだ。

（うわあああ！　──って……あ！）

　だが、目を覗のぞき込まれたとたん、小夜は彼の美貌を忘れてしまった。

　この時代、親子でも間近で顔を見ることなどない。このように人と目を合わせることがなくて、驚いてしまったのだ。──彼の瞳ひとみの中に見える星空に。

（え、何──これ）

「どうかしましたか？」

「『あかほし』に『うおつりぼし』が見える──『明星』が東の空、月は眉まゆ月づき」

　星空に心を奪われ、一転して目をそらさなくなった小夜に、信明が驚いたような顔をした。見開かれる瞳に、小夜はさらに釘くぎ付づけになる。
















「あなた、は……昔すごく辛つらいことがあった？」

　なぜか口からそんな言葉が漏もれて、小夜は自分に驚いた。

　目の前の信明をただ見ていても、そんなことは思いもしなかったと思う。だが、彼の目の奥おくにある星空が小夜に訴うつたえかけてきたのだ。

　星と星を繫つなぐ線が絵を描き、怒ど濤とうの勢いで小夜の頭の中に流れ込んでくる。ひらめくのはたくさんの人に囲まれ、誇らしそうに微笑ほほえんでいる若い信明。

　だが、瞬まばたきをした瞬しゆん間かん場面が切きり替かわる。絵巻物でも見ているかのようだった。

　次に見えたのは、彼が先さき程ほど彼を取り囲んでいた人々に弾だん劾がいされている姿だった。

　彼はやがて去っていく。その寂さびしげな後ろ姿が胸を刺さして、小夜は涙なみだぐむ。

「居場所がなくなったのね。そしていつか取り返そうって思ってる」

「四の姫、まさかあなたは……」

　信明が目を見開く。彼の周りを取り巻いていたはずの華やかな空気は、すでに微み塵じんもなかった。

「あなたには、一体、何が見えているのです？」





二






　その後、信明は母を訪問するたびに小夜のところに顔を見せるようになった。

　そして彼の訪問は、小夜の生活を一変させることとなる。

『このことは母君には内ない緒しよです。私が出入り禁止になりますから』

　彼は、治ち療りようだという名目で小夜に会いに来ては、こっそり星のことを教えてくれるようになったのだ。

　例えば、小夜がなんとなく名前をつけていた星には正式な名めい称しようがあったし、星と星を繫いでできた形にも名前がつけられていた。

　星々の動きには規則性があり、理ことわりがある。誰も教えてくれなかったそれらのことを知るのは楽しくて仕方がなく、小夜は昼間でも起きていられるようになった。父と母は泣いて喜び、信明を完全に信用したのだった。

　信明の授業はどんどん専門化していき、それに伴って小夜は昼間の生気を取とり戻もどした。

　そして、あるとき、おもむろに彼が取り出したのは、星を読む──宿曜に使う書物。宿すく曜よう経きようだった。

　その昔、空海というお坊ぼうさんが唐とうから持ち帰ってきたらしく、宮中の陰おん陽みよう師じが読んでいるという。かの有名な陰陽師、安倍晴明あべのせいめいも読んでいたらしい。

　ただし、その書物は漢語で書かれている。この時代の女めの子ことして普ふ通つうのことだけれども、小夜は女か手なしか読めないため、見せてもらっても意味はわからなかった。

　だが、信明がとても大事に扱あつかうので、その書物がどれだけ重要なものかだけは理解できた。

「これは、七曜・十二宮・二十七宿の関係によって、一生の運命や一日の吉きつ凶きようを判断する方法を説いたものなのです」

　信明はまだ子供の小夜にも丁てい寧ねいな説明をくれた。

「しちよう？　じゅうにきゅう？　ううんと」

「それはおいおい説明しましょうね。とにかく天上の星の動き、その場所と地上の人間の運命とは関係があるという考え方です」

「星が人の運命を決めるの？」

「ええ。私たちも月や星と一いつ緒しよに空を漂っている。ならば、星の一部として予あらかじめ決められた道を歩んでいっているのではないか。ということは、その道を知っていれば生きやすい。そういう考え方ですね」

「へえええ」

　小夜は目を丸くする。

「だからこそ、こうして私のような端は者ものが、お屋敷に呼ばれてお役に立つことができるのですよ」

　信明は紙に描かれた図を見せてくれるが、それは大きな円が三重になっているもので、中に細かく文字が書き込まれている。不思議な図だった。

「普通は暦こよみとこの図をもとにして、運命を読み解くのですよ。けれど四の姫。あなたは息をするようにそれをしていらっしゃる」

「え？」

「あなたには宿曜の才があるようです。おそらくそれは天てん賦ぷのもの。人間の一生を変えてしまうくらいのものかもしれません。──これを見てください」

　さらに信明が取り出したのは星空を描いた紙だった。見覚えがあり、すぐに口にする。

「これ、昨日の亥いの刻くらいの星空？」

「どうしてわかりました？」

「昨日は朔さく月げつで、北斗──ひしゃくが下を向いてて、明星がこの位置だったから？」

　信明はかすかに目を瞠みはったあと、「思った以上だ」とくすりと満足そうに笑う。

「じゃあ、こちらは、明日の星空になります。これを見てどんな印象が浮かびますか？」

「印象？」

「この間、私の目を見て思ったようなことです。見えるものをそのまま言っていただければ」

　新しく差し出された星空を前に、小夜はじっと考える。そして頭の中にぽつりぽつりと浮かぶ言葉を紡つむぐ。

「んー……っと。新しいことが始まりそうな、なんかわくわくする感じ……？」

「それでは、これは？」

　さらに信明が全く別の星空を広げる。これは先に見せてもらった二枚とは季節が違う。

「これは冬の星空よね？」

「はい。それでは、こうしたらどうでしょう？」

　信明は今見ていた星空と、明日の星空の二枚を重ね、紙を灯あかりで透すかす。二枚の星が重なった。

　何を考えさせるのだろうと思いつつも、小夜は直感で答える。頭の中に星空を広げ、星から受け取る光を繫いでいく──いつも星空を見てやっているように。

　小夜は、いつも星空から言葉を受け取っているのだ。だからいくら見ていても飽あくことがないのかもしれない。

　ただ、なんだろう。この間信明を見たときに比べると、紙から見えるものはぼやけている。

　この間は誰に起こることなのかというのがわかっていたけれど、今はそれが見えない。だからぼんやりしているような気がした。

「……何か新しい『いいもの』がもらえるかも？　それをもらったら、これから先、すごく役に立つような？」

「ふうむ。では、悪いものは見えませんか？」

「んー？　……わかんない」

「なるほど」

　信明は小夜の言葉を紙に書きつけたあと、「ありがとうございます。とても参考になりましたよ」と言う。

「ほ、本当？　今のが？」

「ええ、きっとあなた以外にはできないことですから。またお願いしてもよろしいでしょうか？」

　心が震ふるえて言葉が出なかった。ありがとうなど、いつぶりに言われただろう。自分以外にできないなど、生まれて初めて言われた。

　そんな小夜を見てかすかに微笑むと信明は退出する。

　次に来たとき、信明の持ってきた星空の紙はさらに増えていた。

　様々な星空を見ては、小夜は心に浮かんだ細切れの言葉を伝え、信明は嬉うれしそうにそれを紙に書き留めていく。

　その行こう為いが何なのかはわからないが、昼なのに星のことを考えられるというのは小夜にとって幸せなことだったし、信明のくれる感謝の言葉は、自他ともに落ちこぼれだと認めていた小夜に自信を与あたえた。

　さらにはおかげで昼夜逆転の生活も元に戻った。期待を取り戻した父も東の対屋に寄りつくようになり、母もご機嫌で、良いことづくしだった。





三






　そんなことがしばらく続いたある日のこと。

　珍めずらしく夕刻にやってきた信明は、どこか焦あせりを滲にじませていた。彼は小夜の顔を見るなり声を潜ひそめて言った。

「今から、私と一緒に少し外へ出てみませんか？　素す晴ばらしい星空を見せて差し上げます」

「星!?　えっ、でも、こんな時間に？　怒おこられます」

　すでに日は落ちかけていた。

「明日、裳着の儀ぎが執とり行おこなわれるそうです。となるともう、このように会う機会はもう得られないでしょう。その前に、ぜひ」

「も、裳着？」

　小夜は顔を引きつらせた。

「大納言殿も、北の方様も居眠りが治ったとお喜びで、今のうちにと考えておられます。だから、もう今日しかないのですよ」

「──で、でも」

　さすがに夜に外に出るのは恐おそろしいとためらう小夜に、信明は言う。

「悩なやみ、苦しまれている方がいるのです。あなたの力ならば助けてあげられるかもしれない。四の姫、あなたは、人の役に立ちたいと思われませんか？」

「人の、役に立つの？　私が？」

　信明は頷く。

「ええ、あなたにしかできないことです」

　その言葉が、迷う小夜の背中を外に向かって押おし出した。
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　いけないことをしている──そんな背徳感にびくびくしながらも、小夜の気持ちは浮ついていた。屋敷の外に出かけるのは葵あおい祭まつりのときくらいなので、半年ぶりくらいかもしれない。深窓の姫君というのはそういうものなのだ。

「どうして男子おのこの格好？」

　小夜はなぜか水すい干かんに着き替がえさせられていた。髪かみは垂すい髪はつに結ゆい、背でまとめてある。腰こしまでの長さなので、やはり動くと重くて肩かたがこった。

　ちなみに水干に垂髪は中流階級の童男おぐなのする格好だった。寝入ったと見せかけて、信明の連れのふりをして出てきたのだ。

「身分の高い姫君は夜歩きなどされませんからね。あなたの評判に傷をつけたくないので、少々我が慢まんしていただければと」

「どこに行くの？　私の力が役に立つってどういうこと？　星空を見せてくれるって言ってたけれど……」

　いくつもの疑問を投げつけると、

「行くのはとある宮様のお屋敷ですよ。星空やあなたのお役目については、着いてからお話しします」

　信明はそれだけ答えて話を進める。

「あぁ、あなたは私の弟で子しということにさせていただきます。もし何か問われたら、そう答えてくださいね」

「弟子？」

「そうですね。ひとまず朔さく夜やとでもお呼びしましょうか」

　偽ぎ名めいまで考えてあるなど、用意周しゆう到とうさに舌を巻く。なんだか油断ならないとこれまでにない警けい戒かい心が湧わき上あがった。

　大分心を許したものの、時々怖こわくなるときがあるのは、瞳の中にあった深い闇やみと、くすぶる炎ほのおのせいなのではないかと小夜は思う。

　あれ以来、信明は目を合わせてくれないけれども、小夜の頭の中には彼の持つ星空と、ほの暗い印象が刻きざみ込こまれていた。

　だからこそこの穏おだやかな表情との差異が妙みように気味悪い。完全に信用はできない気がしてしまうのだった。

　それでもお出かけとなれば、心が弾はずむ。夜や盗とうや物ものの怪けが怖くないかと言われればもちろん怖いが、これが最後の自由な外出なのかもしれないという予感があったのだ。

（裳着が済んだらもう外にはめったに出られない）

　十二歳はもう結けつ婚こんしてもおかしくない年ねん齢れい。裳もをつけ、髪上げをして、眉まゆを剃そり、お歯黒、化け粧しようを施ほどこす。そうして大人の仲間入りをするのだった。

　今までよりもさらに行動が制限され、御簾の中で一日を過ごさねばならなくなる。結婚してしまったら、さらに自由は減るだろう。

　入内した小夜の姉──一の姫は、内だい裏りの外どころか、そもそも建物の外に出ないと聞いた。つまり、庭で星を見ることさえ叶かなわなくなるのだ。

（そんなの、嫌いやだ）

　星が見られなくなるかもしれない恐きよう怖ふは、昔からずっと小夜を蝕むしばんでいた。だからこそ、最後に囲いのない外で思い切り空を見上げてみたかった。

　やがて牛車はとある邸てい宅たくの前で停とまる。

　車から降りると裏門から中に入れてもらえた。庭は手入れが行き届いている。どうやらやんごとなき方の屋敷だというのが伝わってきて、小夜は武む者しや震ぶるいをした。

　だが信明は慣れているのか堂々としていて、見ていると少しだけ安心できる。

　小夜は空を見上げる。

　秋の星空は明るい星が少なく、元々少し寂しい。その上、空はどんよりと曇くもっている。

「ねえ、本当に星が見えるの？　むしろ雨が降りそうよ？」

　鼻を動かすと、雨の匂においがした。星空を見ると言って誘ったからには、小夜の役目と星は関係あるはず。だというのに、こんな状じよう況きようで大だい丈じよう夫ぶなのだろうか？

「大丈夫です。お任せください」

　不安に思いつつも、小夜は信明の後に続いた。
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　庇ひさしの間に通されると、ふわりと優しい香こうが鼻に届いた。御簾の向こう側には女によ人にんの影かげ。それから一人の子供の影だ。

（あれが宮様かなあ？）

　宮様らしき子供は女人よりひと回り小さいが、視線が刺とげ々とげしいのが御簾ごしにもわかる。

　いや刺々しいどころではない、ここにいたくないと思えるほどに冷え冷えとした空気に、小夜は回れ右をしたくなった。

「帰れ」

　凜と響ひびいた声は低く、小夜は驚く。改めて御簾の中を見つめると、その子の着ている服は童わらわ直衣のうし。髪は角髪みずらを結っていた。どうやら元服はまだのようだ。

　小夜と変わらないくらいの歳なのだろうか。観察していると、宮は苛いら立だったような声を出した。

「何度星を読んでもらおうと、私の運命は変わらぬ。凶きよう日じつに生まれた忌いみ子こ。それが私だ」

　宮の声からは深い絶望が伝わってきた。聞いているだけで胸が痛む。

「今日は夜の客人は凶きようだと出ている。今すぐ出ていけ」

「若宮、そんなことをおっしゃらずに。見る者が変われば、運命も開けるかもしれないではないですか。この者の宿曜は当たると、近ちか頃ごろ都中で評判なのですよ」

　女人がなだめる。柔やわらかく品のある声で、持ち主の美しさが伝わってくるが、おそらくは宮の母親なのだろう。

「少しの間だけならば何も起こりません。私が保証いたします。そもそも、私は客ではございません。宿曜師──病やまいを治すための典てん医いくらいに思っていただければ」

　宮は言いくるめられてひとまず怒いかりを収めた。

「その童男おぐなはなんだ」

「私の弟子です。宿曜師の見習いでございますよ。朔夜と申します」

「見習いだと？　なぜそのような者を」

　ぎらぎらとした目で睨みつけられ、息苦しさを感じた小夜は黙だまってうつむく。

「この者はまだ若いですが、類たぐいまれな宿曜の才を持っておりまして。まだ陰おん陽みよう寮りようには入っておりませぬが、きっと私よりも宮様のお役に立てると思い、連れてまいりました。朔夜──宮様の宿曜を読んで差し上げなさい」

　だが、宿曜を読めと言われてもどうすればよいかわからない。すると信明が微笑んだ。

「星空を見せてやると言ったでしょう。──目の中の星空を読むのです」

　なるほど、と小夜は信明の思おも惑わくを理解した。

　以前、信明の目を見たのと同じようなことを求められているのだと。

　少し騙だまされた気にもなったけれど、あのときの感動を覚えていた小夜は興味が湧いた。

「だけど、御簾が」

　遮さえぎられて目が見えないのだ。すると、女人が「中にお入りなさい」と声をかけ、御簾の端が僅わずかに持ち上げられた。

　それならばと御簾の内側に入るなり、顕あらわになった美貌に小夜は目を瞠った。

　まず目に入ったのは、声の麗うるわしさをそのまま体現したような美女だった。

　扇で口元を覆おおっているけれど、こちらを覗く目は色香をまとい、艶あでやかだ。

　柔らかくどこか儚はかなげな印象だというのに、凜りんとした芯しんを感じさせる。母と同じくらいの歳に見えるのに、雰ふん囲い気きが大違いだ。

　そして──。

　小夜は子供のほうを見ようとしたが、首が小夜の意志を無視して動かない。

（こっ、こわい）

　御簾ごしでも怖かったのだ。あえて視線を向けようと思わなかったが、それでは話が進まない。

「お待ちですよ」

　信明に促うながされて渋しぶ々しぶそちらを見た小夜は、思わず息を止める。

　あまりにも、その瞳が──瞳の中の星空が美しかったからだ。

　不ぶ躾しつけなほどに釘付けになっていると、宮のほうがうろたえたような気配を見せた。

　この宮がどれほどの身分なのかは知らないけれど、屋敷の立派さや調度品を見る限りは、かなりの血筋や家いえ柄がらだと思われた。

　だからこそ、こうしてまじまじと観察されるのには慣れていないのだろう。

　そう思いながらも小夜は目が離せない。これほど惹ひきつけられる星空は今までに見たことがなかったのだ。

「な、なんだ、そなたは──。そこな宿曜師、そなたなぜこの狼ろう藉ぜきを止めぬ！」

「宿曜の途と中ちゆうですから……しかし、怯おびえていらっしゃる。朔夜、少し控ひかえなさい」

　近くで聞こえた声にはっとすると、宮と膝ひざと膝がつくくらいの距きよ離りで小夜は座すわり込こんでいた。いつの間にか傍そばに寄ってしまっていたらしい。

　宮の顔は青く、引きつっていた。怖がらせてしまったと小夜は謝あやまる。

「す、すみません。ですが、あなたの目の中の星空が、あまりにも綺き麗れいだったんです」

「は？　星……空？」

　宮は目を丸くして口をぽかんと開けた。

「私、冬の星空が一番好きなのです。凍いてつく空気に洗われて、涼やかで。そして賑にぎやかで。あぁ、この時期に『あおぼし』や『いろしろ』や『すばる』が見えるなんて」

「何を──」

「その星空を見てどう感じるのか教えて差し上げなさい」

　信明がいざない、星空に浮かされるように小夜は口を開いた。

「希望に満みち溢あふれてる」

　宮の目が見開いた。

「たくさんの人に祝福されて、そして愛されています」

「そんなわけ……」

　宮は泣きそうな顔をした。

「世の人に幸せをもたらし、あなたの周りでは笑顔が絶えない──実りある人生を歩まれます」

　周囲にどんどん笑顔が咲さいていく。そしてそれを見て中央の童男が微笑む。

　見ていると、嬉しくて小夜は泣きたくなってきた。だが、

「やめろ！　真逆ではないか！　──そなたは、私に取り入ろうとしているのか？　謀たばかったら許さぬぞ」

　宮が怒ど鳴なり、絵巻物のように流れていた幻げん影えいが消え去る。我に返った小夜は、自分が宮の両手首を握にぎりしめて目を覗き込んでいたことに気がついた。

（え──うわああ！　何してるの私！）

　慌てて飛とび退のいた小夜は、離れたところで尻しり餅もちをつく。そして顔を上げたとたん、硬こう直ちよくする。宮の全身の姿が、視界にしっかり入ってきたからだ。

（…………き、……きれ、い！）

　先さき程ほど隣となりにいた女人の美しさにぼうっとなった小夜だったが、その比ではなかった。

　陶とう器きのような滑なめらかで白い肌はだの上に、宝玉と見まごうような輝かがやきを持つ目、通った鼻、花びらを象かたどったような唇くちびるが完かん璧ぺきな配置で並んでいる。角髪を結ったなめらかな髪は絹糸のような手て触ざわりを想像させる。

　一つ一つの造作が整いすぎて作り物めいているが、眼まな差ざしだけがひどく苛か烈れつだ。彼の瞳は怒りと、哀かなしみと絶望が入り混じった複雑な色をしている。だがそれが、彼の容姿に生気を与えていた。

　信明を見たときにも驚いたけれど、これほど美しい人間がこの世の中にいるとは想像もしなかった。

「妄もう言げんはもうたくさんだ。出ていけ」

　呆ぼう然ぜんとする小夜の前で、怒りで顔を赤くしたままの宮は、立ち上がり上から睨みつける。

「も、妄言などでは」

「そなたも私に取り入ろうとしているのだろう？　希望という餌えさを与えて、謀るつもりなのであろう!?　今までにもそういう輩やからが寄ってきた。だが信じても何も変わらなかった！　それどころか、信じたせいで命を落としかけた！」

　苦しげに言い捨てる。泣きそうな横顔を見ていると、小夜は苦しくなり、つい声を荒あららげていた。苦しむ必要をどうしても感じなかったのだ。

「謀ったりなどしておりません！　私は見えたものをそのまま口にしただけです！」

　宮は突とつ如じよ笑った。

「私が世に生を受けたときに読まれた宿曜を教えてやろうか？」

「え？」

「剛ごう猛もうにして他を顧かえりみざる。怒りをたしなみ、強ごう奪だつを愛す。謀ぼう計けいを好み、慈じ悲ひ少なし」

　小夜は堅かた苦くるしい言い回しに目を白黒させた。するとそれまで黙って見守っていた女人が口を開いた。

「紫むらさき式しき部ぶの『源氏物語』を知っていますか？」

「あ、え、ええ」

　信明も以前触ふれていたし、本当に有名な物語だ。

「宮は、あの主人公である『光る君』がこの世に顕けん現げんされたのではないかと言われているのですよ」

「……物語の中から、ですか？」

　とんでもない話に小夜は顔を引きつらせた。

「麗しい外見、そしてお生まれのせいもあるのですけれど」

　信明が補足したあと、宮がにやりと笑う。ひどく冷たい笑えみに背筋が凍こおる。

「光源氏は父の妻に懸け想そうしただけでは飽きたらず、寝取った挙句に子までなした。そして、その子はやがて帝てい位いにつく。父は、物語の人物を私に重ねて、帝位の簒さん奪だつを恐れている」

「そんな──物語にすぎないですよね？　ひどい」

　紡がれる強きよう烈れつな運命に小夜は言葉を失った。

「だが凶日に生まれた私にそのような卦けが出ているのも本当だ。高名な宿曜師に何人か見てもらったが、全部結果は同じ。それはそうだろう。私が凶日に生まれたことは変えられないし、宿曜というのは生まれた日をもとに占うのだからな。父は私を疎うとみ、私の行動は常に見張られている。だからこうして引きこもらざるをえない。読まれる宿曜は今日も最悪だ。外出一つ許されない」

　宮は袂たもとから出した紙を床ゆかに叩たたきつける。小夜が拾い上げて開いてみると、占いの示された宿すく曜よう勘かん文もんと言われるものだった。

　目を通したあとに小夜は思わず眉を寄せた。

「外出を控えよ。水難に遭あう──ですか？」

　何というか、短い。簡単な占いだなと小夜は思った。

　きょとんとしていると、彼は顔を赤くして怒る。

「このくらいどうしたのだ──などと思っただろう！」

　図星だったので小夜はごまかすように笑った。

「同じ宿曜を読まれたときに外出したら、池に落ちて溺おぼれたのだ」

「……池に？」

　どうやったら落ちるのだろうと首を傾かしげていると、彼は気まずそうに言う。

「なぜか犬が屋敷に迷い込んでな、追いつめられて落ちた」

「犬……」

　もしかして苦手なのか。小夜が少し反応に困っていると宮の顔がどんどん赤く熟うれていく。

「野犬だぞ？　嚙まれたら死ぬかもしれないし──それに、翌日ひどい熱を出した」

　小夜は考え込みながら、続きを読んだ。

　すると、翌日も、そのまた翌日も、大なり小なり、災難が降りかかるから外には出られないと書かれていた。小夜は顔をしかめた。

「もしかして、本当にずっと外に出られないのですか？」

「月に三日何事もない日があるくらいだ。だが、方かた違たがえや七曜で凶と出れば結局出かけることなどできないし、そもそも出かけるような場所もない」

　かわいそうだと思った。小夜だって外に自由に出られないのは同じだけれども、心だけは自由だった。どうしても外に出たいと思えば、今日みたいに工く夫ふうして外に出られる。重苦しい宿曜で縛しばられてなどいないのだ。

　なんとかしてあげたいと思った小夜は、じっと彼の顔を見て、瞳を見つめ直して──ふとまぶたの裏によぎるものがあった。

　それは彼が雨に濡ぬれながらも微笑んでいる場面。

　見てしまったからには、もう我慢できなかった。

「来てください！」

　強ごう引いんに彼の手を取ると、庭に出ようとする。だが、簀子すのこ縁えんで宮は立ち止まった。

　いつしか大おお粒つぶの雨が地面を叩いていた。

「見ろ、やはり水難に遭うではないか」

　彼は抵てい抗こうするが、小夜は負けなかった。一人庭に下りて雨に打たれる。

「そなた、何をしている!?　濡れてしまうであろう!?」

　雨はあっという間に小夜の頭と衣ころもを濡らしていく。だが、小夜は雨あま粒つぶの滴したたる顔をぐいと拭ぬぐうと笑った。

「これが、本当に水難ですか？　──雨に濡れるくらい、大したことないではないですか！」

　宮は、はっとしたように目を見開く。

　彼の萎い縮しゆくした足が僅かに動くのを見た小夜は、両手を差さし伸のべた。

「怖くないです。大丈夫──何があっても、私が守ってみせますから！」
















　彼は意を決したように庭に下りてくる。小夜は自分の衣を手早く脱ぬぐと、彼の頭にかぶせて言った。

「雨に降られたら、傘かさや衣でこうして遮ればいい。それでも濡れたら拭ふけばいい。外の世界はあなたが思うほど怖くないです。災さい厄やくは逃のがれ方がちゃんとある！」

　小夜の衣の下で、宮の漆しつ黒こくの瞳が力強く輝き始める。

「そうですね。元々はそのための宿曜です。災厄を避さけ、よりよく生きるためのもの」

　信明が庭に下りてきて、自分の狩かり衣ぎぬを脱いで小夜の頭にかけた。そして簀子縁に上がるように促す。

「だとしても、本当にお風か邪ぜを召めしては〝難〟になりますよ。お母上が心配なさっています」

　朔夜、控えなさい、と信明に叱しかられる。彼は、思ったよりも大だい胆たんなお子だ、と小さくつぶやきながら小夜を睨む。

「とんだ失礼をしてしまいました。今日はもうお暇いとまさせていただきます」

　信明が頭を下げると、宮が鋭するどく遮った。

「待て」

　小夜は出過ぎたことを怒られるかもしれないと縮こまった。

　だが、宮は小夜をじっと見つめて言った。

「もう一度──もう一度、私の運命を占ってくれないか。先程は、まともに聞くことができなかったから」

「わ、私がですか？　で、でも私は宿曜師ではありません」

　信明を見上げるが、どうしてか彼は黙っている。

「そなたに見てもらいたい。そなたの宿曜ならばどんなものでも信じられる気がしてきた」
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　宮の着替えの間、小夜も衣を借りて着替えをさせてもらった。小夜の暴挙にもかかわらず、宮の母君はなんだかひどくご機嫌で、甘酒まで振ふる舞まってくれる。恐きよう縮しゆくしつつ飲むとずいぶん体が温まった。

「そ、それでは、始めさせていただきます」

　こわばった手をそっと握って、小夜は体を宮に近づけた。

　だが先程と違って目の中の星だけに集中できない。というのも、すでにこの宮がひどく美しいことに気がついてしまったため、妙に意識してしまうのだ。

（お、扇ってこういうときに使うのかもしれない……っ）

　普ふ段だん顔を隠さずにいて母に怒られる小夜だが、今、初めて扇の必要性について理解した。こうして異性と──しかもとびきり美しい男子おのこと見つめ合うと、胸がひどく騒ぐからだったのか。

　だが、今の小夜は童男おぐなということになっているのだ。意識しては宿曜などできないと腹に力を入れる。

（お、落ち着いて。集中集中！）

　小夜は大きく息を吸うと、彼の瞳を覗き込む。とたん、視界に広がった星空に瞬く間に夢中になる。

（やっぱり……きれい。すごくきれい……！）

　朔月は闇が濃こい。だからこそ、星は美しく輝く。

　だが、童男は星空を見上げることなく、ぽつんと座り込み、途と方ほうに暮れた顔をしていた。

　彼は心細そうにうつむいている。自分の周りには闇しかないことに絶望し、膝に顔を埋うずめている。そうしてしまえば彼の目にはもはや何も映らない。

　上を見て。と小夜は願った。

「あなたは今、暗い夜道を歩いているのかもしれない」

　月のない夜空で目を凝こらす。すると闇やみ夜よに光が流れた。とたん、空には一番星が現れる。小夜が『あおぼし』と呼ぶ、青白い星だった。小夜が知る限り、夜空で一番明るい星。闇を振ふり払はらう、灯火ともしびに見えた。

　灯火は、どんどん光と繫がり、やがて輪になる。その輪を作っている光は、よく見つめてみれば人の形をしていた。気がつけば童男は一人ではなかった。

「だけど、あなたが新たに手に入れる星がきっと夜道を照らしてくれる。明るいほうへ行く方法を教えてくれる。だから心配しないで。諦あきらめないで。私には見えたの。あなたが幸せそうに笑っている姿が」

　見開かれた宮の目から涙が一粒溢れた。

　ど、どうしようと動どう揺ようした小夜は、視線を彷徨さまよわせた。すると手しゆ巾きんがそっと差し出される。見ると、涙ぐんだ宮の母君だった。

「この子が生まれてから、ずっと暗い、呪のろいのような言葉しかかけてもらえなかったの。ご機嫌取りで耳みみ障ざわりのいい占いを持ってくる者もいたけれど、宮のお心を動かしたのは初めてだわ。本当に……ありがとう」

「い、いえ、私、そんな大層なことは……」

「……そなた、また来てくれるか？」

　涙を拭った宮が尋たずね、小夜は頷こうとして、はっとする。

　この外出が最初で最後の冒ぼう険けんだったと思い出したのだ。

　期待を持たせて裏切るのは不誠実だと思った。この人はただでさえずっと裏切られ続けてきたのだから。

　小夜はぐっと腹に力を込める。

「いえ。もうこれっきりでございます」

「そうか……。だが、陰陽寮に入るのであろう？　ならばまた会える」

　陰陽寮という言葉に、小夜は強烈に惹かれるのがわかる。

　だが、女の陰陽師など聞いたことがない。そもそも生まれを考えると出仕が無理なことは、いくら世間知らずの小夜でもわかった。

　貴族の姫君は家のために結婚して子を産み育てる。それが唯ゆい一いつ無む二にの仕事なのだ。

「……いえ。私は陰陽寮には入れません」

　どうか期待しないで。裏切るのが辛いから。小夜は願うような気持ちで言った。

「なぜだ。そなたにはそれだけの力があるのに、無む駄だにするというのか？」

　納なつ得とくできないという顔だった。

　胸が苦しくてしょうがない。もっとこの人のために明るい言葉をかけてあげたいと思った。幻影の中で見た、笑顔が見たいと思った。

　だけど──。

「とうてい無理なことなのです。最後に美しい星空を見ることができて、幸せでした」

　それでも宮は見つめるのをやめない。信明が助たすけ舟ぶねを出した。

「そろそろお暇いたします」

　なんだか泣きたくなりながらも、小夜は信明に続いた。

　だが直後、

「私に諦めるなと言ったその口で諦めるというのか？」

　背中に投げつけられた言葉に、小夜は足を止めて目を見開いた。

「宮様──ありがとうございます、ですが」

　振り向いて向かい合うと、宮は小夜の言葉を遮った。

「私の名は千ち尋ひろだ。そなたは……」

　そこまで口にして、千尋は口ごもった。小夜は彼の問いたいことを察し、思わず口を開く。

「──小夜です」

　この人には噓を吐つきたくない。自分の本当の名前を知っていてほしい、そう強く思ったのだ。

　千尋は驚いたような顔をした。

　信明が引き返してくる。咎とがめるように睨み、「行きますよ」と小夜を促した。

「小夜。私はそなたを待っている。宿曜に怯えず、屋敷に引きこもらずに、できる限り出仕するようにする。だから、そなたも諦めるな」




　──待っている。

　その言葉は今でも小夜の耳に焼きついたままだった。
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「まさか入じゆ水すいまでするとは思わなんだ……」

　御み簾すの向こうで母が泣なき崩くずれている。

　だが、小さ夜よはと言えば、おとなしく話を聞くふりをしつつ、扇おうぎの裏であくびを嚙かみ締しめていた。扇にはこういう使い道もあるのだと、この頃ごろ知ったのだった。

（ね、ねむい……）

　あの後、小夜は溺おぼれかけたものの、幸い池はさほど深くなく、そして姫ひめ君ぎみとしてはありえない丈じよう夫ぶさを持ち合わせていたおかげで一命はとりとめた。

　ただ、まだ春になったばかり。池の水は冷たく、ひどい風か邪ぜを引いてしまったのだ。

　父も母も小夜の無む謀ぼうとも言える行動にさすがに思うところがあったらしく、その晩は婿むこがねの公きん達だちにはお帰りいただいたようだった。逃にがした魚は大きいぞと叱しかられたが、知ったことではない。

　空を見上げ、星を見て。頭に浮うかんだ言葉にとっさに従った結果だったが、うまくいってほっとしている。──といっても、小夜はうまくいくと知っていたのだが。

　目の前で、母の説教は続いている。この説教──というよりもはや愚ぐ痴ちだが──はもう五日目だった。最初は心配をかけたかなと思って殊しゆ勝しようにしていたものの、こうくどいと反省も薄うすれてしまう。

　小夜に呆あきれて父が来ないから暇ひまなのだと思うと、かわいそうだとは思う。だけど、それとこれでは話が別だ。

「希望はいくらでも聞きますから、どうか結けつ婚こんしてちょうだい……！　でないと、あなた一人で、これからどうやって生きていくつもりです！」

「だから、出仕して、身を立てるって言っているでしょう」

「いつまでも愚おろかなことを！　尚ないしの侍かみとして出仕させようかとは考えましたけれど──」

　小夜はとんでもないと首を横に振ふる。

「尚侍なんて冗じよう談だんじゃないわ！」

　それは帝みかどや東とう宮ぐうの側そば仕づかえをする高級女官だ。だが、言ってしまえば、れっきとした〝后きさきがね〟なのだ。

　過去に帝の寵ちよう愛あいを受け、女によう御ごになった尚侍も数多い。それは小夜の求める出仕とは全く違ちがうものだった。

　だが、母は小夜よりも大きな声で言い返した。

「あなたのように教養のない娘むすめが、尚侍なんて務まるはずがないでしょう！　出仕したが最後、家の評判が落ちてしまいます！」

　母はよよ、と泣き崩れる。どうやら泣き落としに入るらしいが、父と共きよう謀ぼうして娘に夜よ這ばいを仕し掛かけたあとに効果があると思っているとしたら謎なぞだった。小夜の心はもう微び動どうだにしない。

（私は、やっぱり駒こまなんだわ）

　父の気を引くために、小夜の気持ちを無視した母。その事実に少なからず傷ついている。

　御簾の向こう、塀へいの向こう側に膨ふくらんだ真っ赤な太陽が沈しずんでいく。

（ああ、真しん珠じゆ星ぼしがそろそろ上ってくる。外に出て観みたいのに……）

　母の話が鬱うつ陶とうしく、恨うらめしくなってくる。元はと言えば自分が蒔まいた種なのかもしれないけれど、どうしてもおとなしく結婚するという運命を吞のみ込めない。

　小夜ももう子供ではない。

　このまま結婚せずにいれば、いつか後うしろ盾だてを失って零れい落らく一いつ択たくなのはわかっている。だけど……。

『待っている』

　あの美しい星空は、未いまだ鮮あざやかに蘇よみがえる。そのたびに、自分にはもっと別の使命がある気がして仕方がないのだ。




　小夜が母から解放されたのは黄たそ昏がれ時どき──酉とりの刻になってからだった。女によう房ぼうが格こう子しを下ろし、明かりを入れていく。昼間に寝ねすぎて、目が冴さえてしまった小夜は小さくつぶやいた。

「千ち尋ひろ……か」

　熱を出していた間、うなされたせいか何度も昔の夢を見た。美しい星空。苛か烈れつな運命を背負った美しい少年。

　今なら知っている。諱いみなを告げられて、告げ返すことの意味を。だけど互たがいにそれを知らぬままの幼い約束は、きっと叶かなうことはないだろう。

（あの方が、誰だれかもわからないままだし）

　あの宮様は誰なのか。信のぶ明あきに尋たずねたけれど「世の中には知らないほうがいいことがあります」と言い張り、答えが返ってくることはなかった。

　わかっているのは、今きん上じようの御子であられるということだ。

　確か『父は帝てい位いの簒さん奪だつを恐おそれている』と言っていた。ならば、父というのは今上ということになる。

　今上には小夜の姉の他にも多くの妻と御子がいらっしゃると聞くので、御子のうちの一人なのだろう。だが、皇族の諱は本人以外口にするのははばかられ、秘されているのでどの皇子かわからない。

（お元気にされているといいけれど）

　引きこもらずに出仕すると言っていたということは、あの時分にすでに殿てん上じようできる身分、五位以上だったということ。ならば後ろ盾の強い〝親王〟である可能性は高いと思う。

　天皇の兄弟か皇子の中で、宣下された者だけが親王だ。

（東宮──純すみ平ひら親王以外で、親王宣下された方は五名）

　ふと思い出したことがあった。その噂うわさは密ひそやかに京の都に広がっている。

（物ものの怪けが憑ついているという、第一皇子──星しよう尋じん親王……）

　人とは思えないほどの尋じん常じようでない美しさを持ち、誰も彼かれもが彼に魅み入いられて、正気を失い、身を滅ほろぼすと聞く。

　真実かどうかわからないが、その性質のせいで左大臣という後ろ盾があるにもかかわらず、東宮に立てなかったと言われている。

「美しいって……いくら何でもまさかね」

　ぶるりと身み震ぶるいしていると、

「また夜よ更ふかしですか」

　呆れたような声が響ひびき、小夜は目を見開いた。

「の──信明っ!?　どうして」

　御簾の向こう、庇ひさしの間に現れたのは、賀茂かもの信明。御簾ごしとはいえ、とっさに扇で顔を覆おおう。ずっとがみがみ怒おこられているうちになんとか身についた癖くせだった。

　とびきりの美男を前に自分の顔を晒さらすのはなんとなく恥はずかしい、という気持ちからでもある。

「あなたが入水したと北の方にご相談されました。気が触ふれているかもしれないから、もう尼あま寺でらにやるしかないと言われていましたが。……ですが、とても気が触れているようにも、死にそうにも見えませんね」

「死ぬわけないわ。だけど、無理やり結婚させられかけたから、あれしか逃げる方法が思いつかなかったの。……にしても、尼寺？」

　母はそこまで思いつめているのか。小夜はぞっとする。夜這いの次は出家。どちらにせよ自由は奪うばわれてしまう。

「大だい納な言ごん殿どのもよほど切せつ羽ぱ詰つまられたとみえる」

　くつくつと笑うが、笑い事ではないと小夜は膨れた。

「──で、どうやって逃のがれられた？　何が見えたのです？」

　信明には小夜がどうしてあのような奇き怪かいな行動に出たのかわかっている。長い付き合いなのだ。小夜の行動原理をよく知っている。

「水難転じて福となるって」

「水難、ですか──何か思い出しますね」

　くすり、と信明は笑う。甘あまい笑え顔がおに小夜はどきりとする。確かもう三十をゆうに超こえているはずだけれど、この色気はすごいと思う。母をはじめ、世の女によ人にんが夢中になるはずだ。

　信明は、今や押おしも押されもせぬ人気の宿曜師なのだ。

　だが、彼は暇を見つけては大納言家へ足を運んでくる。それにはれっきとした理由がある。

「はい、これ今週の《宿すく曜よう勘かん文もん》。ないと困るんでしょう？」

　誰かに見られたら大変なので、いつも身につけている紙の束を御簾の下から手て渡わたす。

　実は心配だったのは小夜ではなく、こちらではないのだろうか。皮肉とばかりに差し出すと信明は笑った。

「相変わらずひどい手跡てですね」

　事実だが、失礼極きわまりない。小夜は憤ふん慨がいする。

「どうせあなたが清書するのでしょう？　文句を言うのならもう書かないわよ」

「それは困りますね。ですが、姫ひめもこれがないと退たい屈くつなのではないですか？」

　そう言うと彼は新たな星図を取り出し、御簾をくぐらせた。

　そのうち半分ほどはこれから先七日間の星の動きを書いたものだった。これがあれば、小夜は昼間でも星空に思いを馳はせることができる。

　残りは依頼主の生まれに合わせた星図で、小夜は七日間分の星図とそれらを一日ごとに重ね合わせ、受け取った印象を綴つづるのだ。つまりは星ほし占うらないだが、信明はそれを宿曜勘文として利用している。巷ちまたで人気な占いの作成者は、つまりは小夜なのであった。

　小夜の宿曜を信明が勝手に使っていると知ったのは、つい最近のこと。だが、知ったあとも、小夜の宿曜のおかげで客が幸せに過ごしていると言われれば、やめる気にもならなかった。

　しかも信明に天文学を教えてもらえるというおまけ付きならば、なおさらのこと。

　彼は陰おん陽みよう寮りように勤めているだけあり、天文学に精通していた。

　陰陽寮と聞けば陰おん陽みよう師じと思い浮かぶ。だがひとくくりに陰陽師と言っても実際にはいろいろな役職がある。悪あく霊りよう退治だけを行っているわけではなく、むしろ暦こよみの作成と占せん星せい術じゆつによる吉きつ凶きよう占い、そして水時計による時刻の管理が主な仕事なのだ。

　そして信明は正規の仕事をする傍かたわら、その美び貌ぼうと小夜の宿曜を使って日ひ銭ぜにを稼かせいでいるのだという。

　それが、彼の病弱な息むす子こ──と聞いて、小夜は息子の存在に驚おどろいたのだが──志し信のぶの薬のため、人助けをすると思ってと言われれば、協力したくなるのが人情ではないだろうか。

「あ、この方──」

　宿曜師はたいてい専任なのだが、信明は人気宿曜師なので、何人もの貴族のお抱かかえ宿曜師となっている。確か、この星図はどこぞの北の方のものと聞いているが、結構な頻ひん度どで宿曜勘文を作っている。

　そしてこの星空には妙みように不ふ穏おんな影かげがあるせいで、読むのにひどく疲つかれるのだった。

　小夜の言葉のせいでその客が暗い気持ちになったら嫌いやだと思うから、言葉を努めて明るく言いい換かえる。

　不穏すぎる運勢に、外出禁止と言いたいところだけれど、午前なら吉きち、などと運の良い時間帯を見つけて告げる。そして災難の逃れ方についても助言を添そえる。素す晴ばらしい一日が過ごせますようにと願いを込める。

　そうしているといつも思い出すのだ。千尋を励はげましたあの夜のことを。小夜の言葉で輝かがやいた笑顔のことを。

　小夜はそれまで自分がいてもいなくてもよい存在だと思っていた。自分が誰かの笑顔を作れるなど、考えたことがなかった。あの笑顔は小夜の人生を変えたと言ってもいい気がする。

　彼の瞳ひとみの中の美しい星空を思い出していると、信明が言った。

「しかし、星はやっぱり本物が一番でしょう」

「そう、そうなのよ！」

　思わず激しく首を縦に振った。

　あれから屋外逃とう亡ぼうを警けい戒かいされて、日が暮れると早々に格子が下ろされ、しかも妻戸の外には見張りを置かれてしまっているのだ。

　唯ゆい一いつと言っていい楽しみが取り上げられ、代用の宿曜まで取り上げられたらもう生きていけないとさえ思う。

「あなたは今も結婚はしたくない、出仕したいとおっしゃっているみたいですが、本気なのですか？」

「本気よ。結婚なんかしたくないし、今でも私、陰陽寮に入りたい」

　ずっと訴うつたえ続けている言葉を、もう一度口にする。

　だって約束したのだもの。心の中で叫さけぶ。

「では、四の姫。あなたの夢が叶うよう、お手伝いさせていただいてもよろしいでしょうか？」

「え、どうやって？」

　すると、信明はふっと魅み惑わく的てきな笑えみを浮かべた。

「こういうときこそ、より良く生きるための宿曜ですよ」





二






「屋や敷しきを出て療りよう養ようすればとんでもない良りよう縁えんが転ころがり込こむ可能性があります──ってひどい噓うそだわ、ほんと」

　小夜は牛車の中で呆れたため息を吐つく。

「高名な宿曜師がそう申せば、安心して預けてくださると思いましたので。それに、案外噓ではないかもしれませんよ？」

　信明は雅みやびに笑う。

　出立の日、小夜はほとんど見送りのないままに大納言家をあとにした。

　彼が宿曜を使って、小夜がこの家にいるのは小夜のためにも、家のためにもよくないのだと母を説得したのだ。

　母も夜這いが失敗して、さすがにこれ以上打つ手が思いつかなかったのだろうと思う。信明の噓にしっかりつられてしまった。

　悪どいと思いつつも、噓を訂てい正せいする気にはならなかった。家を出ることができて、いつやってくるかわからない強制結婚の恐きよう怖ふから逃れられてほっとしていたのだ。

　父母や使用人は、小夜は京の外れにある、信明ゆかりの寺に預けられると思っている。だが、本当の行き先は信明の家だった。

「やめるなら今のうちですが？」

　信明が面おも白しろそうに小夜を見下ろした。

　知らないうちに髪かみを触さわっていたようだ。未練がましく思えたのだろうか？　小夜は慌あわてて手を離はなす。

「いいえ、やめたりはしない。こんな機会、絶対に逃したりしないわ」

　信明が小夜に提案したのは、信明の息子──賀茂志信という男子おのことしての身代わりの人生だった。

　志信は、年若くして儚くなったという母親に似たのか体が弱く、ずっと薬を飲んで体質改善に努めてきたけれど、未だ出仕を望めないらしい。そこで信明は小夜に目をつけた。一石二鳥の提案というわけだ。

　最初に聞いたときにはあまりに突とつ拍ぴよう子しもない案に、小夜は口がきけないくらいに驚いた。

　無謀すぎるとは思いつつ、これから始まる新たな人生に心を躍おどらせていた小夜だったが──、その後、志信に会って考えを改めることとなる。




　御簾ごしに対面した志信は、青白い顔をした線の細い男子だった。十三だと聞いたが、もっと幼く見えるのは体が小さいからだろう。そして、

（私に、似てる？）

　どういうわけか、面おも持もちは小夜に似ていた。だが、儚はかなげで吹ふけば飛びそうな外見は小夜よりもよっぽど姫君らしい。

「あなたが、大納言家の四の姫……父から話を聞いてずっとお会いしてみたかったのです」

　ごほ、と志信は咳せきをしながらも、寝ね床どこから起き上がる。そして居住まいを正した。

「引き受けてくださって本当に、ありがとうございます。本当は僕ぼくが出仕しないといけないのですけれど……これ以上僕の回復を待っていたら家が潰つぶれてしまうのです」

　悲ひ壮そうな声で志信は言った。

「僕には宿曜の才能も、体力も豪ごう胆たんさもないのです。あなたにはそのすべてがあると聞きました」

　志信の顔には悔くやしさが滲にじみ出ている。己おのれを呪のろう顔は痛々しい。見ていた小夜は自分が恥ずかしくなる。

（あぁ、私……自分のことしか考えていなかった）

　陰陽寮に入って、約束を果たす──それは、小夜の望みそのものだ。本来叶うはずのない、夢物語。

　それが叶うならば、男装くらいは仕方ないと思っていた。信明が自分を利用しているのだから、なおさらだ。

　利害が一いつ致ちした、ただそれだけのこと、くらいに思っていた。

　だが、この子の顔を見たら、託たくされたものの大きさを知ったら、気持ちが引き締まっていく。

「本来姫君にお願いするようなお話でないことは重々承知でございます。ですが。この賀茂家を僕の代で潰すわけにはいかない。──どうかお願いいたします」

　気軽に一石二鳥などと思っていたが、これは、そんな簡単な話ではない。小夜が身代わりになっている間に間ま違ちがいでも起こしたら、彼らが路頭に迷う──そういう話だ。

　小夜は志信と信明の顔を順にゆっくりと見つめる。そして決めた。

「わかったわ。だけど条件があるの」

　腹に力を入れる。

「私が時間を稼いでいる間に、お薬を飲んで、ご飯を食べて、元気になってちょうだいね。そして復帰したときのために、宿曜もきちんと学んでおいて。私が賀茂志信になるのは、あなたが元気になるまでよ」
















　身代わりになるのは、期間限定だ。志信が小夜になることはできないのだから、志信の人生を小夜が一方的に乗っ取れば、彼はいないことになってしまう。そんなことはできないし、乗っ取ったとしてもその人生はけして小夜のものではない。

　夢は覚める。いや、志信のためには覚めなければならない。小夜の人生が気に入らないからといって、他の誰かの人生と、とりかえるのは小夜の本ほん望もうとずれている──そう気がついた。志信に気づかされた。

　だから、この幸せな時間を使って、小夜は模も索さくする。これから藤ふじ原わら小夜としてどう生きるかを。

　志信は少しびっくりしたように目を見開いたあと、花がほころぶように笑ったのだった。
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　髪がざくり、ざくりと切り落とされていく。髻もとどりが結ゆわれ、冠かんむりがかぶせられる。

　重かった頭が軽くなるたびに、期待で胸が膨らむのと同時に、覚かく悟ごで気が引き締まるのがわかった。

　やがて儀ぎ式しきが終わる。

　小夜は、賀茂志信という名の一人の男子おのことなっていた。

　鏡の中に映る男姿の小夜は、志信ととてもよく似ていた。

（これだけ似ていたら、……きっと大だい丈じよう夫ぶよ）

　志信を知る者がいたとしても、きっと気づかない。いずれ身代わりが終わるとき、志信が小夜の築いた場所に戻もどることもさほど難しくなさそうだ。




　そうして、元服を果たした小夜は、秋の除じ目もくで陰陽寮に配属となったのだった。





三






（……だめ、だめだからね！　小夜、しっかり目を開けて！　ほら、立派にお勤めを果たさないと、志信に顔向けできないわよ！）

　小夜は舟ふねを漕こぎそうになるのを必死でこらえて、博士の話に耳を傾かたむける。だが、歳としのせいか博士の声は抑よく揚ようがない。話に山も落ちもない。星のない夜空のようだと思う。

　さらに内容もすでに信明に習ったものばかりで、新しん鮮せん味みがない。限界を感じた小夜は、目の覚めるようなことを考えようと、頭に星空を広げることにした。

（昨日の星空は綺き麗れいだったなあ。朔さく月げつだと、星が主役だから……。夜が長くなると、星を見る時間も増えるから、本当に嬉うれしい……）

　星空に思いを馳せると、へにゃりと頰ほおが緩ゆるんだ。

　とたん、ぱこん、と頭を叩たたかれる。ぎょっとして目を見開くと、鬼おにの形相の天文博士、安倍あべの諄とも親ちか──小夜の師せん匠せいだ──が白くてもじゃもじゃの眉まゆを吊つり上あげていた。

「賀茂志信！　またお主か！　やる気がないのであれば、辞やめてもよいのだぞ！　学がく生しよう志望は山といるのだからな！」

　同じくもじゃもじゃの髭ひげの中に埋うもれた口から、激しい怒ど鳴なり声が響いた。

「い、いえ！　違いますっ！　やる気がみなぎっております！」

「寝ぼけておったくせに何を言う！　外で立っておれ！」

　くすくすという嘲ちよう笑しようとともに外に追い出された小夜は、しょんぼりと肩かたを落とした。

　日暮れまではまだ時間がありそうだ。空に見るものがなければ余計に退屈で眠ねむ気けがやってきた。どこかで一眠りできたらいいのにと思うが、罰ばつで立たされているのに逃げ出したらそれこそ破門だ。

（……家でゆっくり寝たいなあ）

　そう思うけれど、小夜が今帰れる家というのは、四条の外れにある信明の邸てい宅たくなのだ。距きよ離りがあるので、気軽に行き来できない。

　大だい内だい裏りからすぐの二条辺りに家があればいいのにと思うけれど、その辺りは上流貴族の家がずらりと並んでいて、従じゆ七位下しちいのげの権博士ごんのはかせが家を構えるような場所ではない。

　小夜の家、大納言家も三条にあるが、二条というと雲の上という印象が強い。

　二条には一応、諸しよ司し厨くりや町まちという下級官かん吏りのための宿所はあるのだけれど、さすがに男ばかりのところに女の身で一人入るのは危険すぎるという判断で、信明の家に身を寄せているのだ。

（う～ん、眠っているのがばれない方法ないかしら……まぶたに墨すみで目を書くとか？）

　そもそも夜、星を見ずに眠ればいいのだ。

　陰陽寮の学生は、いわば下したっ端ぱ中の下っ端で、毎日夜半の亥いの刻と明け方寅とらの刻に星の定点観測を行うのが仕事だった。空に異変がないかを調べるのだ。

　仕事は交代制だが、小夜は自主的に観測を引き受けた。小夜としては願ったり叶ったりなのだ。誰にも邪じや魔まされずに星を存分に見ることができるのだから。

　星が好きな者が多い陰陽寮ではあったが、普ふ通つうは夜が明けるまで星を見るなどという暴挙に出るものはほとんどいない。だが、それをやってしまうのが小夜であった。だから博士の話が五割増しくらいに眠いのだ。

　本気で目を書いてみようかと思っていたところ、どこからか声がかけられた。

「また居い眠ねむりで叱られたのですね」

　見ると、渡わた殿どのを渡ってきているのは信明だった。

「のぶ──ではなくって、権ごんの暦れき博士はかせ。お暇なら、まぶたに目を書くのを手伝ってほしいのだけど」

　眠気のせいか、ついつい気が緩んでしまう。信明という名前を無理やりに吞み込んで小夜が言うと、彼は呆れたような顔をした。

「そんなに天文博士の話がつまらないですか？　あなた、星のことを学びに来たのでしょう？」

　陰陽寮は長官の陰陽頭おんみようのかみをはじめとする幹部の官かん僚りようと、方ほう技ぎという技術系官僚で運用されている。

　専門分野の博士には陰陽師を育てる陰陽博士、天文観測に基もとづく宿曜を教える天文博士、暦の編へん纂さん・作成を教授する暦博士、水時計を管理して時報を司つかさどる漏ろう刻こく博士がいる。

　そして、陰陽、天文、暦の三博士の下では学がく生しよう、優秀な得とく業ごう生しようが学ぶのだが、小夜は天文博士について学ぶ学生──天てん文もん生しようの一人だった。

　ちなみに信明は権暦博士という、博士の次に偉えらい立場。てっきり天文の博士だと思っていたので、驚いた。

「だって、教えてもらったことばっかりなんだもの。あなたの話だったらこんなに眠くならないのに。なんで天文博士じゃないの？　宿曜にあれだけ詳くわしいのに」

「学ぶ知識は天文と暦では重なることが多いのですよ」

「でも、人気宿曜師なのに？」

「あれは、あくまで副業で、小こ遣づかい稼ぎみたいなものですから……それにしても、周りに人がいないとはいえ、その口調はちょっといけませんね」

　信明は難しい顔をして、扇で膝ひざを打つ。

「まず、親子なのですから、それなりの演技をしていただかないと」

「え、でもどうすればいいの？　父上とでも呼べば？」

「公私混同になりますから、きちんと役職名でお呼びください。だけど、時折、うっかり漏もれてしまった、というふうにするのが、信しん憑ぴよう性がある気がしますね」

　どれだけ高度な演技力を求めているのだろうと渋しぶい顔をすると、信明は笑う。

「冗談です。むしろ、そちらは何とでもなりますが、あなたは性別のことをもっと真しん剣けんに考えるべきですよ」

「えっ、男に見えない？」

　毎日鏡でしっかり確かく認にんしているというのに。

「いえ、しっかり見えますが。志信よりも凜り々りしく、男子のようにはつらつとしていらっしゃる」

　そこまで断言されるとむっとするものの、お墨付きをもらってほっとしたりもする。だが、信明は耳元で囁ささやいた。

「だとしても、剝むかれたらさすがにわかるでしょうから。どうぞお気をつけくださいね」

「む──!?」

　どうしたらそのような状じよう況きようになるのだと目を見開いていると、

「倒たおれたりしたら病かと思われて剝かれますよ？　それに、宮中にはいろんな趣しゆ味みの方がいらっしゃいますからね」

　信明は意味ありげにくすりと笑った──が、すぐに目に鋭するどさを宿して小夜を睨にらんだのだった。

「とにかく、ばれればここには居られません。あなたも、私も。それだけは心していただかねば」





四






　反省した小夜は星の観測を我が慢まんし、眠ることにした。だが、禁きん断だん症しよう状じようはすぐに現れた。夜、褥しとねに横になるなり、目が冴えてしまうのだ。

　そうして三日後。小夜は連日の寝ね不ぶ足そくのせいで、強きよう烈れつな眠気と戦っていた。

　なんとか地じ獄ごくのような授業は乗り切ったけれども、むしろ仕事はこれからが本番だ。下っ端には、掃そう除じや、書物の整理など大量の雑用が待っているのだ。

　単純作業は容よう赦しやなく小夜を眠りに引きずり込もうとする。

　同どう僚りように教えてもらった眠気を取る方法をいろいろ試ためしてみる。頰を叩くとか、手のひらに爪つめを立てるとか、目の覚める香こうを焚たくとか、池に顔を突つっ込こむとか。眉まゆ唾つばなものも多いが使えそうなものは端はしからやってみる。けれど、全ぜん滅めつだった。

（だって……やっぱり眠いものは眠いんだもの……）

　唯一効果があったのは昼寝。休きゆう憩けい時間に階きざはしに腰こし掛かけてうつらうつらと舟を漕いだのは昨日のこと。

（あれ最高に気持ちが良かった──けど、信明に釘くぎを刺さされてるし……）

　信明の言った『剝かれたら』が地味に小夜を苦しめている。言われてみればとても為ためになる忠告なのだ。だけどどうしても守れそうにない自分にがっかりする。

　自制心というのが、こと星に関しては本当に働かない。

　今まで抑おさえていた「星が見たい」という願望が、ここにきて膨らむ一方だった。

　小夜はともかく眠気をなんとかせねばと、外への届け物のお使いを引き受けて、陰陽寮周辺を散歩することにした。動かないから眠くなるのだと思ったのだ。

　陰陽寮のある辺りは大内裏への門──朱雀すざく門もんが近く、人通りも多い。

　牛車が内だい裏りのほうへとのろのろと向かっていくのを見てなんとなく懐なつかしく思う。顔を晒して外を歩くことなど以前では考えられなかったからだ。

（自由だなあ……）

　そんなことを感じながらうろうろしていた小夜だったが、ぽかぽかの陽気に、強烈な眠気に誘さそわれた。

　このままだと行き倒れて牛車に轢ひかれそうだと危機を感じたとき、ふと死角になりそうな場所を見つける。陰陽寮と隣となりの中なか務つかさ省しようの間に牛車が停とまっていて、その陰かげなら人目につかないように思えたのだ。

　引き寄せられるように小夜はそちらに近づくと、少しだけ、と壁かべによりかかる。とたん、小夜のまぶたは我慢できないと主張して、程ほどなく閉じたのだった。
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　千尋がその通りを通ったのは偶ぐう然ぜんだった。内裏から帰る途と中ちゆう、いつも通る大通りで牛が立ち往生してしまっていて、通れずに回り道をしたのだ。

　別の道を牛車で揺ゆられていると、家司けいしであり、側仕えでもある相良さがらの「おや？」という声を拾った。

「どうした」

「男が行き倒れていまして」

　網代あじろ車ぐるまを止めさせる。

「様子は」

「頰を叩いても目を開けません。まだ年とし端はもいかない童男おぐなでございます」

「そうか……」

　千尋はふとこの場所がどこかを思い出し、「中務省の者か？」と尋ねる。

「わかりませんが……置いていきますか？」

　ふと千尋は今朝読んだ宿曜勘文を思い出した。

（確か──落とし物に福がある……だったか？）

　四年前に宿曜師を変えてから、千尋は外出できることがずいぶん増えた。

　以前は何をしても災難に遭あいそうな予感がしていたけれども、新しい宿曜では、避さけねばならないことが明確になっている。その上に、必ず良いこともあると思わせてくれるような言葉が添えられているのだ。

　読んだのは賀茂信明という宿曜師。巷でも人気らしいが、おそらくはこの何気ない言葉が皆みなの心をくすぐるのだろうというのはわかる。

　だが、信明本人は、千尋の捜さがしものについて知らぬ存ぜぬを通すため、食えない男という印象が強く、個人的には良い印象がない。

「拾ってまいれ」

　相良が「そんな得体の知れないものを……」とでも言いたげな渋い顔をする。だが、

「宿曜で福があると申していたのだ。捨て置くと幸運を逃しそうだ」

　千尋が譲ゆずらないと知ると、仕方なさげに童男を拾ってくる。といっても抱えるのは相良でなく随ずい身じんの役目。俵たわらのように軽々と持ち上げているが、本当に軽そうだと思う。

　年の頃は十三か十四か。顔はまだあどけなさを残していた。

　車に載のせると、童男は丸くなった。

「おい、そなた、大丈夫か？　起きろ」

　頰を軽く叩いてみるがまるで起きる気配がない。かといって顔色は悪くなく、どうも単純に眠っているように思える。

（だとしても……一体どうしたらこれほど深く眠れるのだ？　幼子ではあるまいし……ん？）

　じっと観察していると、何かが記き憶おくの底でうごめく。

　考えているうちに千尋は二条の屋敷へとたどり着いた。
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　波の上をゆらゆらと漂ただよっているような気分だった。庭の池に舟を浮かべて遊んだのはいつのことか。

　あまりに心ここ地ちよい午ご睡すいで、小夜はなかなか目覚めることができなかった。

　だが、その揺れは突とつ如じよ止まり、背中に畳たたみの冷たさを感じる。どこかに寝かされたかと思うと、束帯の襟えり元もとに誰かの手がかかった。

（ん？）

　小夜は目を薄く開ける。辺りは薄暗い。日が暮れたのだろうかと思ったが、視線を動かすと、どうやら格子が下りているだけのよう。隙すき間まからは細く日光が差し込んでいる。

　奇き妙みような状況だった。

（あぁ、まだ……昼…………って、昼!?　ここ、どこ!?）

　ぎょっと目を見開いた小夜は、直後、誰かが小夜の上に覆いかぶさっているのを知る。しかもその手が帯にかかっているではないか！

　信明の「剝かれてばれる」という言葉が小夜の脳のう裏りに響ひびき渡わたった。

「ひっ──ひゃあああああああああああぁああああ！　剝かないで──!!」

　小夜はけたたましい悲鳴を上げる。

「……!?　む、く？」

　小夜はその場から飛とび退のくと、壁に張りつく。そのまま外に逃げ出そうとしたが、脱ぬげかけた衣ころもの裾すそを踏ふみつけて見事に転んだ。

「ったあ……」

「そなた……大丈夫か？」

　低い声がすぐ傍そばで響き、小夜は顔を上げる。

　逆光になっていて目と口元しかはっきり見えないが、浮かび上がる影は男のもの。

　泡あわを食った小夜は、さらに後ろに飛び退いて、尻しり餅もちをつく。そうしながら、乱れた衣を慌てて元に戻した。

「な、なな、な、ここここは、どどどどどっ」

　ここはどこであなたは誰なのだ、と言いたかったけれど、慌てすぎて口が全く回らなかった。だが、言いたいことは伝わったようだ。呆れたような大きなため息が響く。

「落ち着け。何もせぬ。そなたが道に倒れておったので拾って介かい抱ほうしてやっただけだ」

「み、道!?　あ──私、あの場で眠ってしまった……の……」

　少しだけのつもりだったのに。もたれかかった場所が小夜の深い眠りを誘ってしまったのだろう。

　蒼そう白はくになる小夜に、男は「大丈夫か？　今、典医を」と口にした。

　仰ぎよう天てんした小夜は「だ、大丈夫ですっ！」と慌てて遮さえぎる。そんなことをされたら女だとばれてしまう。

「ね、眠かっただけなのです！」

「だとしてもあのような場所で眠るなど」

　男は訝いぶかしげだ。

「どこででも眠れる質たちなのです、ですからっ、お気き遣づかいなく──！」

「中務省に出仕しているのか？　なぜあんなところで……」

　追つい及きゆうは続く。

「いえ、私は……陰陽寮に勤めておりまして、ええと、昨日の星空があまりにも美しすぎて、眠るのを忘れてしまって」

「陰陽寮……？　星空？」

　男がまじまじと小夜を見つめてくる。気まずくて思わず目をそらす。このまま見つめられると、何か要いらぬことまで見み透すかされそうな気がしたのだ。

「陰陽寮、ということは、陰陽師なのか？」

「いえ、まだ学生でして。天文博士の下で学んでおります」

「天文……？　もしかして……宿曜など、読めるのか？」

　突とつ然ぜん問われて面めん食くらう。

「え？　あ、えっと……一応」

「では、読んでくれないか。私の、持って生まれた宿命を」

「え、今ですか？」

「ああ、今、だ」

　男は強ごう引いんにそう言うと、格子を上げて室へやに光を入れた。

　眩まぶしさに目を細める。だが目が慣れ、辺りの景色とともに目の前の人物がくっきりと浮かび上がったとたん、小夜は言葉を失った。

　光の中に現れたのは、まばゆいばかりの美しい公達だったのだ。

（な──な、なんなの、この方……！）

　一見すると女のように見える。そのくらいにろうたけて美しい顔だった。

　長いまつげに縁ふち取どられた切れ長の目は、見ているだけで心が騒さわぐような艶あでやかさがある。だが、眉はきりりと凜々しく、何より眼まな差ざしに滲む鋭さは女のものではないし、さらに身にまとうのは白の直衣のうしで、頭には冠がしっかりと載っている。

（……ま、眩しい）

　身につけた癖が仇あだとなり、とっさに檜ひ扇おうぎで顔を隠かくしたくなった小夜だったが、

（──、私、今は男なんだった！）

　男が顔を隠すのもおかしいと、小夜はかろうじてこらえ、目だけ伏ふせた。

　そしてふと気がついた。宿曜を読めると言ってしまったが、道具がない。まだ使い方を学んでいる最中だが、式しき盤ばんなど、宿曜に必要な道具はたくさんあるのだ。

　信明によると、小夜は宿曜が読める──らしい。

　だが、いつもどおりに読むには、信明が持ってきてくれるような星空の絵が必要だった。占いたい日の星空と、生まれた日の星空から見えるものを伝えるのが小夜の方法だからだ。

「あ──でも、今は道具が。生まれた日の星空がわからねば……」

　そう言うと、男はかすかに笑った。あまりの艶やかさに一いつ瞬しゆんぼうっとなる。

「宿曜というのは、普通人の目の中を覗のぞき込こんで行うものであろう？　それが一番正確に読めると聞いたが、違うのか？」

　小夜は、他の人の占い方をあまり知らないのだが、そういった方法を取る者が他にもいるのかと驚く。皆、星図から導き出しているのかと思っていた。

（でも……それなら、私にもできる、はず）

　小夜も人の目の中に星空が見える。

　その力を使ってその昔に、かの童男の運命を占った。あの出来事が今、小夜を陰陽寮に導いたのだ。

「わかりました」

　小夜は男と向かい合う。だが頭二つ違う身長では目が覗き込めない。

「かがんでいただけますか？」

　そう言うと、男はくすりと笑った。そして腰こしを折りかがむかと思いきや、その場にあぐらをかいた。

　小夜は礼を言って彼の前にひざまずく。そして「失礼いたします」と断って、彼と向き合った。

（────？）

　艷つややかな眼差し。だが、奥おく深ふかくには見るものの心を冷やしてしまいそうな凝こごりがあった。

　どこか、既き視し感かんを感じた小夜だったが、さらに目の中を覗き込み、息を吞んだ。

（なんて──綺麗……！）

　感動したのもつかの間だった。

（え………ちょっと、待って……この、この星空……！）

　それは小夜にとって、決して忘れることができない星空だったのだ。

　愕がく然ぜんとした小夜は、宿曜のことを忘れて彼から離れる。そしてまじまじと彼を見つめる。

「どうした？」

　彼は不思議そうに小夜を見つめ返した。

（……まさか、この方……）

　成長したせいもあって、印象が大分違っていた。

　四年前、彼はまるで少女のように可か憐れんな美しさを持っていた。だが、今目の前にいる公達の持つ美貌は、怜れい悧りな、まるで抜ぬき身の刀身のような研とぎ澄すまされた美しさだ。

　それでも、この星空だけは間違えない。間違えるわけがないと思う。

「ちひ──」

　確信を胸に、思わず名を呼びかけた小夜ははっとする。

（だめだ、私は、《賀茂志信》……！　小夜じゃない！）

　立場を思い出した小夜はぐっと息を吞み込んで、かすかに笑う。

「なんでもございません。──続けます」

　そして不ふ審しんそうに眉を寄せる千尋の目を再度覗き込んだ。

（あぁ）

　小夜はたちまちその美しさの虜とりこになる。それは小夜が知りうる中でも極ごく上じようの星空。朔さくの闇やみ夜よにまたたく無数の星たち。

「……あなたの生まれた日の星は──なんて綺麗なのでしょう……」

「何が、見える？」

　千尋は堅かたい口調で問いかけてきた。どこか怯おびえているように思えて、小夜は思い出す。

　そうだ。最初にこんなふうに運勢を見たとき、彼は絶望の淵ふちにいたのだ。

『謀たばかったら許さぬぞ』

　そんな言葉が思い出されて、小夜は腹に力を入れる。彼は噓の匂においに敏びん感かんだ。だからこそ、見えたものをそのまま口にしようと思ったのだ。

（だって、──こんな星空から、邪じや悪あくなものは、決して生まれない）

　覗き込んですぐに見えるのは月のない闇夜だった。

「闇やみが見えます」

　千尋の体がびくりと震ふるえた。

　だが一つの流れ星をきっかけに空の色が変わる。白い光が空を走り、闇を切きり裂さいた。

　それを機に、彼の瞳の中の星はぐんぐん力を増す。

「ですが、小さな光が流れ、その闇の帳とばりに風穴を開けるでしょう」

　風穴から、光の粒つぶがどんどん流れ込んでくる。瞬またたく間まに、彼の星空は明るい星で埋うめ尽つくされる。冬の研ぎ澄まされた透とう明めいな空気の中、燦さん々さんと青白い星が輝いた。

「これからあなたの回りには、あなたを慕したう人たちの力がどんどん集まってきます」

　その光は中心にいるうずくまる童男の回りを取り囲み始める。童男は──千尋だ。

　光は彼をぐるぐると取り囲み辺りを照らし始める。そしてやがて彼を中心に光の筋が辺りに線を引いた。

「あなたはきっと大きな力を集め、蓄たくわえ、そして、闇に染まった場所に、光の道を敷しくでしょう」

　口に出した言葉は、小夜の言葉であり、小夜の言葉ではない。抽ちゆう象しよう的すぎて、今の時点では意味がわからないことも多い。

　だが、千尋の目からは涙なみだが溢あふれてきた。

　思わず手しゆ巾きんを取り出し、小夜は彼の頰を拭ぬぐい──はっとする。

「も、申し訳ありません!!」

　軽々しく出過ぎたことをしてしまった。

　慎しん重ちように、と自分に言い聞かせていると、

「感謝する。久々に、気持ちが晴れた気がする」

　千尋がそう言って、じっと小夜を見つめた。そして何か意を決したように告げた。

「私は、千尋だ。そなたの名は？」

　まっすぐ、心に切り込まれるように見つめられ、小夜の心臓は跳はねた。

（あぁ、やっぱり──）

　告げられた諱とともに、急激に四年前の記憶が蘇って、泣きたくなる。

　懐かしさと感動から思わず、「あのときの小夜です。諦あきらめず陰陽寮に入ったのです」と名乗りたくなった。

　だが、──だめだった。

　小夜は、賀茂志信であらねばならない。

　賀茂志信でなければ、今は何もできない身なのだ。

　信明、志信、──賀茂の一族の願いを背負っている。そしてせっかく入れた陰陽寮から、何もなさないまま出ていくわけにはいかない。

　小夜──という名を吞み込み、小夜は言った。

「賀茂志信、と申します」

「賀茂……？」

　千尋は衝しよう撃げきを受けたような顔をしていた。

「……そうか」

　千尋は、小夜から目をそらすと、背を向けて格子の向こうの庭を見た。見事な庭だった。

　急に空気が重くなったのを感じる。何がいけなかったのだろうと思っていると、彼はぽつりと尋ねた。

「志信、そなたはなぜ陰陽寮に？」

「あ、あの──ある方とお約束を」

　と言ってしまった小夜は真っ青になる。

（あああああ、だから、その約束の相手はこの千尋だってば！！！！）

　間ま抜ぬけな口を呪いつつ、どうごまかそうかと必死になった小夜は、

「いえっ、星が好きで！　星さえ見ていられたら幸せで、飯より好きで、眠るのも忘れるくらいに好きで──ご存知の通り、道で行き倒れました……」

　千尋はしばし黙だまり込こんだあと、なるほど、と頷うなずいた。

「そうか。星がそれほど好きか。だから、陰陽師になろうとしているのだな。……賀茂といえば、安倍家と並ぶ名門か」

　ごまかせた！　小夜はほっとして勢いづいた。

「は、はい！　父は権暦博士の賀茂信明でございます」

「賀茂信明……の息子？」

　千尋の眼差しが一瞬鋭くなった。なにかまずいことを言っただろうかと焦あせる。

「父が、どうかされましたか？」

　恐る恐る問いかけると、千尋ははっとしたように目を伏せた。

「いや。信明の宿曜はよく当たると言って、母上も夢中になっておられる」

「母上様……とは……？」

　もしかして信明の客だろうか？　ならば、つまりは小夜の客でもある可能性がある。となると、あの星空の中に、千尋の母の生まれた日の星空があったということになるが……。

（どれかしら？　……え、でも信明のお客様って、たいていが高位の貴族よね？）

　今一度、彼の素す性じようが気になった。

　信明は宮様だと言っていたし、小夜も親王なのではと予想していた。

（そういえば……なんで、名乗りに千尋という諱いみなを使ったのかしら？）

　高貴な方の諱を呼ぶのははばかられるため、通つう称しようがあるはずなのだ。

　普通は官職名で呼ぶが、それを告げなかったということは、つまり──？

（まさか無位無官ということ……？）

　そんなことを考えながら見つめていると、彼はふと微笑ほほえんだ。

「そなたの宿曜は、変わっているな。良いことしか言わぬ。普通はもっと何をしてはならぬ、何に注意しろと行動を制限してくるものだが」

　質問をはぐらかされたような気がしたが、自分もごまかした手前、突っ込んで聞くことができない。

「だからこそ、なかなかに楽しい──そなた、また来てくれぬか？」

「えっ──いや、その、でも……」

　焦った小夜はふと鐘かねの音を聞き、青ざめた。

「わ、私、仕事──!!　っていうか、お使いで外に出ていたのでした!!　さぼっているのがばれたら怒られる！」

　慌てた小夜は、立ち上がり、──そしてまたもや裾を思い切り踏んづけて前につんのめる。

「危ない！」

　千尋が手を出し、小夜を支えた。

「────！！？？」
















　小夜は心臓が止まるかと思う。千尋の手が、小夜を後ろから支えた右の手が、胸をしっかりと摑つかんでいたからだった。

（ちょっちょちょちょっ────ば、ばれ──）

　一巻の終わりだ！　小夜はぎゅっと目を閉じて裁きを待った。だが、

「……大丈夫、か？」

　千尋は何も気づいていない様子だった。心配そうな顔で小夜の胸を触ったまま──というより、摑んだままで尋ねたのだ。

「だ……………だいじょうぶ、です」

　冷ひや汗あせをだらだらと流しながら、小夜はつぶやいた。

　触っている。大きな男の手が、小夜の胸をしっかりと触っている。だというのに、千尋の表情は微動だにしない。いくら探さぐっても、そこにあるのは心配、その一つの感情のみだった。

（ど、どういうこと。こ、これだけしっかり触ってわかんないって……どういうこと────!?）

　だが、深く考えるまでもない。答えは一つしかなかった。

　小夜はがっくりと沈み込む。

　つまり、それほど小夜の胸がささやかなものだということである。

「あの……本当に大丈夫なので……そろそろ放してくださると……」

　立ち直れないような気分で懇こん願がんすると、

「あ……あぁ」

　千尋は、ようやく小夜から手を離す。そして、真面目な顔で小夜を諭さとした。

「そなた、寝不足が過ぎるのではないのか？　だから、そのようにふらつくのだ」

「はあ」

　衝撃が過ぎて返答も疎おろそかになってしまう。

（だって、だってひどすぎない!?　……そ、そんなに、ないかなぁ!?）

　千尋の態度にはやはり何も変化がない。どう見てもばれていない。じわじわと突きつけられた事実に、小夜の自尊心はずたずただった。

　だが、裏を返してみると、ここまでして気づかれないのであれば、もう剝かれない限りは大丈夫だということだ。

（お墨付き!!　お墨付きよ、信明!!　これだともしかしたら剝かれてもばれないかも！）

　小夜は自じ暴ぼう自じ棄きになる。自じ虐ぎやく交じりにそう自分を励ましていると、千尋が言った。

「家に帰って昼寝をしたほうがよいのではないのか？　それほど眠いのであれば、仕事にも支障があろう」

「で、ですが、家が四条の外れにありまして、昼寝に帰るという距離ではございません」

　心の中で泣きながら答える。徒歩で通うとなると一刻はかかってしまう。

「では、ここで昼寝をすればよい」

　言われて小夜はふと、ここはどこなのだろうと思う。簡単に通えそうなことを言うからには陰陽寮に近いのだろうか？

「と言われましても……えっと、こちらはどちらでしょう」

「二条だ」

「にっ、二条!?」

　まさかと思っていた懸けん案あん事じ項こうが湧わき上あがり、小夜の心を占せん領りようしていた胸に関する悲ひ哀あいが吹っ飛んだ。

　二条など、普通の人間が屋敷を構えられる場所ではない。そして彼は宮様。となるともう限られる。頭の中で数人の人物を思い浮かべて青ざめる。

「あのっ……もしや、あなた様は」

　千尋は、苦々しげに吐き捨てるように言った。

「……中務卿宮なかつかさきようのみやだ」

　なかつかさきょうのみや。頭の中でその役職にあたる宮様を思い浮かべ、小夜はぎょっとした。

「ってことは、星しよう尋じん親王様!?」

　中務省。それは陰陽寮が属する省。その長か官みである中務卿宮は上司にあたる方なので、世せ俗ぞくに疎うとい小夜でも名前だけはよく知っていた。

　国の政まつりごとを司るための機関に八省があるが、その中でも中務というと、今上の補ほ佐さなどを行うとても重要な省だ。だからその長官には親王しかなれない。

　若くしてその役職についたその方は、密かに『お飾かざりの長官』と揶や揄ゆされている。なぜなら、そもそも出仕をあまりしないからだ。

　今上を助けるための方が、出仕をしない。それでいいのだろうか？　と小夜も思ったことがある。物の怪憑きなどという噂もあったが、実際は単に病がちなのだろうと思っていた。

　小夜はまじまじと千尋の顔を見つめる。

（お元気そう？　じゃあ、まさかご出仕されないのって……）

　小夜の顔がこわばる。返答が遅おくれると、千尋は苦しげに顔をしかめた。

「私が誰であろうと関係ないであろう。昼寝をするのか？　しないのか？」

「で、ですが、師匠に怒られてしまいますので、ご遠えん慮りよさせてください。私は職務を全うし、父の跡あとをつぎ、家を守らねばならないのです」

「その割に仕事中に居眠りをして行き倒れておるではないか」

　痛いところを突かれてぐっと詰つまる。それは確かに小夜の覚悟が足りないことを表している。

「こ、これからは心を入れ替えて──」

　できるだろうか？　と自分に問いかけたときだった。千尋が見透かしたように笑う。

「それほどに、星が好きなのにか。昼の時間をすべて打ち捨てて、星空を選ぶくらいとなると、もう天てん賦ぷの才だ。その稀け有うな才を潰すのは惜おしい。そなたはそのまま突き進むがよい。心などけして入れ替えるでない」

「え？」

　まさかこの悪あく癖へきを肯こう定ていしてもらえる日が来るとは思わなかった。しかも、そのままでいいという全肯定だ。初めての経験に心が震える。

「先さき程ほどの宿曜は、星空を正確に読めてこそのこと。それだけの力があっても、年若いそなたをそう簡単に博士にしてやるわけにはいかぬ。だから──そなたは私の宿曜を担当せよ。それならば、仕事としてここに通える。宿曜のついでに昼寝をしていけばよい」

「宿曜を？」

「私の宿曜師になれと言っている。陰陽頭は中務省の官吏だ。私から声がけしておけば断れないはずだ」

　どんどんと進んでいく話に小夜は泡を食った。とてつもなく光栄で、ありがたい提案。今にも飛びついてしまいそうだったけれど、これは一人で決めてよいことではない。小夜はぐっとこらえた。

「で、ですが、父にも相談しなければ」

「信明には私から話をする」

　それでも小夜が怯ひるむと、千尋の顔がとたんに陰った。彼は立ち上がり、小夜に背を向けて庭をじっと見つめた。

「そうか。私が……〝凶きよう相そうの皇み子こ〟だから関わりたくないのだな」

　その背中がひどく寂さびしそうに思えて、小夜は胸がぎゅうと締めつけられる心地がした。

　彼は宿曜のせいで外に出られない、そう言っていた。その言葉と出仕ができないという現状が結びついたのだ。

『父は、物語の人物を私に重ねて、簒奪を恐れている』

　今も、凶相の皇子──そう呼ばれて疎まれているのだろうか。

（だから、今上を助ける職にあるのに、出仕ができない？　……させてもらえない？）

　ひどく苦しそうな顔だった。小夜は思わず否定する。

「違います。凶相の皇子なんて、今初めて聞きましたし、そんなふうにはまるで見えません」

　彼の力になってあげたいと思った。

「単に、本当に力になれるかどうか自信がないだけでございます。何と申しましても、まだ学生の身でございますから……本当に私でお役に立てますか？」

　千尋が勢いよく振り向く。

「そなたがいい。いや、そなたでなければ、このように頼たのんだりしない」

　千尋は即そく答とうした。小夜は背中を押される。力を認めてもらえただけでなく、自分でなければならない──その言葉をもらってしまっては、断ることなどできないと思った。

「とてもありがたいお話ですので、──遠慮なくお受けさせていただこうかと──」

　とたん、千尋の顔がぱあっと明るくなり、小夜は嬉しくなる。だがそのとき、鐘が響き小夜は飛び上がった。

　同じ陰陽寮に属する水時計の管理人、漏刻師は半はん刻ときにつき一度鐘を鳴らすのが仕事である。

「ですが、本日は、そろそろ戻らねばなりません……怒られる……！」

「あぁ。では明日の朝また。陰陽頭と信明には話を通しておく」

　小夜はぺこりと頭を下げると、簀子すのこ縁えんへと飛び出した。

　家司だろうか、一人の男が「こちらでございます」と案内を買って出る。いつからいたのだろうかとどぎまぎしながらも、小夜は屋敷の門から出ると、大内裏のほうへと駆かけ出だした。
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「賀茂志信、か……」

　簀子縁に腰掛けて庭を眺ながめていた千尋は、ふいに右手を夕日に向かって掲かかげ、目を細めた。血潮の透すける赤い手のひら。

「どうなさいました」

　相良が戻ってきた。彼は千尋が冷れい遇ぐうされ始めたあとも、ずっと勤めてくれている忠実な家来だ。母の古い馴な染じみだと聞く。頼まれて断れなかったのだろうけれど、人の少ないこの家を切り盛りしてくれている。

　彼が千尋を見て目を見開いている。珍めずらしいものを見た、という顔だった。

「何がだ？」

「微笑まれておりました」

　それは珍しいだろうと自分でも思う。

　だが、闇に染まっていた運命を照らされれば、心が浮き立つのは仕方あるまい。こんなことは、四年ぶりなのだ。

「何か楽しいことでもおありになりましたか？　先程拾った男子おのこのことで？」

「あれは宿曜師だった。といってもまだ見習いだが。明日から、あの者が私の宿曜を行う」

「宿曜師を変えられるのですか？　今までで一番相あい性しようが良いとおっしゃっていましたのに……しかもあんな童男のような者を」

　彼は呆れた様子だった。

　賀茂信明の宿曜も悪くないが、千尋には息子の宿曜のほうが好みだった。

「彼以上の宿曜師は他にいまいよ」

　笑みが自然と溢れると、相良が目を瞠みはり、そしてやれやれというようにため息を吐いた。

　日が沈むと闇が濃こくなり、星がぽつりぽつりと増えていく。

　いつもは星を見てほっとした。今日一日をやり過ごせたと。なんとか生き抜けたと。

　だが星を見て、明日が来るのが楽しみだ、と思ったのは初めてだった。





五






　翌朝出仕してみると、皆の態度ががらりと変わってしまっていた。なんだか皆が小夜を避けている気がしたのだ。

　前日、陰陽寮に戻ったあと、小夜はお使いをさぼったのがばれて師匠にこってりと絞しぼられた。

（お説教のせい？　呆れられた？　でもいつものことだし？）

　と訝しんでいると、一人の大おお柄がらな男が近づいてきた。

　三み善よし忠ただ行ゆきという天文生だ。真面目で融ゆう通づうがきかないが世話好きで、落ちこぼれの小夜に心底呆れつつも、よく助言をしてくれている男だった。

　陰陽寮には賀茂と安倍の二つの大きな派は閥ばつがあるのだが、賀茂志信を名乗っている以上、家による勢力争いを避けるわけにはいかない。

　藤原小夜としては、賀茂家だ、安倍家だといがみ合うのは気がのらないため、どちらの派閥でもない彼は学生の中で付き合いやすい相手だった。

　彼は小夜に耳打ちする。

「志信、おまえ、あの『光る君』に目をつけられてしまったんだって？」

「『光る君』……？」

「長か官みだよ、おれたちの」

　言われて思い出す。そういえば千尋はあの光源氏を引き合いに出されて疎まれているのだ。

　心配そうに見つめられるが、小夜は不ふ機き嫌げんになる。

「中務卿宮は、良い方でしたよ。昨日あまりに眠くて行き倒れていた私を介抱してくださったんですから」

　すると忠行が目を丸くした。

「まさかもう魅入られたのか？　あの方は実は物の怪で、魂たましいまで食ってしまうという評判だぞ。だから誰も近づかない。今上でさえ恐れていらっしゃるというのに」

　小夜は眉を寄せる。

「どうしてそのように悪あしく言われているのです？」

「今上に入じゆ内だいするはずだった女人がたぶらかされたと聞いたが」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。じゃあ、その女人たちはすべてあの方の妻となっているのですか」

　少なくとも小夜が見た彼は、閑かん散さんとした広い屋敷に一人ぼっちだった。

　すべて推測の域だというのに。その噂でどれだけ千尋が苦しんでいると思っているのだろう。

「なんでそんなに怒っているんだ？　おれはおまえを心配してやっているだけなのに」

「ありがとう。でも大きなお世話です」

　不思議そうな忠行を放置すると、小夜は師匠──安倍あべの諄とも親ちかのもとへと急ぐ。だが、彼さえもが小夜への態度をがらりと変えていた。

「あの方に気に入られるなど、おまえは、何をどうしたらそんな不幸に見み舞まわれるのだ」

「不幸、って……」

　師匠もそう思っているのか。陰陽寮に潜せん伏ぷくしていた恐怖に触れて、小夜は驚いてしまう。

　親王だというのに、長官だというのに。どうしてこうまで疎まれているのだ、千尋は。

（あの、禍まが々まがしい宿曜のせい？）

　だとしたらなんて馬鹿馬鹿しいのだろう。宿曜は人がよりよく生きるためのものだと信明は言っていた。だというのに、千尋に対して読まれる宿曜は、彼を不幸にしかしていない。

（それなら──私が。私の宿曜であの方を幸せにしてあげたい）

　そんな願いが湧き上がったとき、師匠が仕方なさそうにため息を吐いた。

「居眠りばかりしていて、お役には立てませぬと何度も申し上げたのだが……聞き入れてくださらなかった。長官の命令ではこれ以上の拒きよ絶ぜつはできぬのだ。行ってくれるか」

「……喜んで！」

　小夜がきっぱりと言うと、師匠は目を瞠る。そしてしばし小夜の顔を覗き込み、

「すでに魅みせられたか？　いや──正気に見えるが……？　はて」

　と不思議そうにする。

「決して深入りするでないぞ。あの方は人とは思えぬほどに麗うるわしい。そして、持たれる星は百年に一度ともいわれる凶まがつ星ぼしだ」

　そう言うと師匠はさも恐ろしそうに身震いをした。
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　許可をもらって堂々と二条の屋敷へと向かう。下っ端なので徒歩だ。

　門番に門を開けてもらうと、昨日の家司けいしらしき男が案内を買って出る。

　こういう上流貴族の家の家司というのは、だいたい他に職を持っていて、おそらくは志信よりも位階はずいぶん上のはず。おそらくは四し位いか五位。

　しかし鼻にかけることなく、丁てい寧ねいな応対をしてくれるので好感が持てた。きっと有能な人物なのだろう。

「待っていた」

　帳台の中にいた千尋が、小夜が簀子縁に現れるなり立ち上がる。待ちきれないとでも言いそうなその様子に小夜は慌てる。

　庇の間に小夜が入ったときには、彼は御簾から出てきてしまっていた。家司が渋い顔をしていて、小夜のほうがはらはらしてしまう。

「相良。下がれ」

「承うけたまわりました」

　ため息を吐いて相良と呼ばれた男は出ていく。二人きりになってしまった小夜は動どう揺ようしてしまう。

　彼は小夜のことを男だと思っているけれど、小夜としては、相手は男だと──しかもとびきり美しい公達だと意識しているからだ。

（ああああ……落ち着かない……扇で顔を隠しちゃだめかな……）

　だが、女のような仕草は避けるべきだろうと小夜はこらえる。

「さっそく今日の宿曜を頼む」

「わ、わかりました」

　小夜は小さく息を吐くことで煩ぼん悩のうを追い出す。そして夜明けに見たばかりの星空を頭に焼きつけた上で、瞳の中を覗き込んだ。とたん、星以外のことは頭の中から消えていく。

（あぁ……やっぱり、なんてきれいなんだろう）

　覗いているうちに、澄み切った空気の中にいるような心地になってくる。思わずうっとりと見つめていると、千尋がくすぐったそうに笑い、小夜ははっとした。

　花がこぼれたようだと思う。喩たとえるならば、桜などの可憐な花ではなく──薔そう薇びのような華はなやかだけれど棘とげのある花。

　色いろ香かに魅せられた小夜が呆ぼう然ぜんとしていると、千尋は「まだ読めぬか？」と促うながした。

「あっ、はい、ただいま──」

　宿曜のことを忘れかけていた小夜は、赤くなりながら頭の中で二つの星空を重ね合わせた。すると、いつもながらに不思議だけれども、頭に思い浮かぶ言葉があった。

（……一歩が千歩となる？）

「ええと、今日は何か新しいことに取り組まれるとよいかもしれません」

「新しいこと？」

「今日の一歩は千歩にも値あたいします。なので、なんでもよろしいので一歩踏み出すことが肝かん要ようかと」

「……ふうん。何かをしてはならぬとかそういうことは言わぬのか？　出かけてはいけないとか、どちらの方角が凶とか、そういうものは。いつもの宿曜ならば必ずあったのだが」

　小夜は首を傾げる。見る限り、彼の星空にはそんな陰りは見当たらない。

　千尋はどこか不審そうだ。そう簡単に小夜を信用するわけにいかないということだろうか。

　小夜はもう一度目を見つめ直す。だが、やはり先程の言葉以外には思いつかなかった。

　どうしようと思った小夜は、千尋の目元に隈くまを見つけた。

「……強しいて言えば、休養が必要かと。お疲れではないですか？」

「休養……？　まぁ、多少寝不足ではあるが」

　何か考え込んだ千尋は「わかった。もう終わってよい」と頷いた。

　ほっとした小夜だったが、

「昼寝はここでするがよい」

　彼が指差した場所を見て目を剝いた。それは先程まで彼が座すわっていた御み帳ちよう台だい。夜になったら彼が眠る場所なのだった。

「いやいやいやいや、それはできません！　ここの端っこで十分でございます！」

「しかし床ゆかは硬かたい、それに寒い」

「大丈夫でございます。立ったままでも眠れるくらいなのですから！」

　小夜は泡を食ったまま、押し切られる前にと庇の間の隅すみっこ──几き帳ちようの陰で横になる。

「こ、こちらをお借りいたします！」

「遠慮せずともよいのに」

　ふてくされたような声が聞こえたが、小夜はひんやりとした床にもかまわず目を瞑つぶる。
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「志信？」

　床の上に横になったと思うと、あっという間に寝ね息いきを立て始めた志信に千尋は呆れた。最初に拾ったときにも驚いたが、どこでも眠れる質というのは本当らしい。

「床の上では風邪を引いてしまうだろう」

　抱だき上あげた体は幼子のように軽かった。御帳台に運ぶ。それでも起きないのだから相当なものだ。

　畳の上に寝かせるが、どこか寒そうに思えて衣を一枚脱いでかける。寒さに無意識に力が入っていたようで、志信の体から力が抜けるのがわかった。

　それでもまだ寒そうな様子が気になり、千尋は声を上げる。

「相良」

「終わりましたか？　それで今日のご出仕は──」

　呼ぶと控ひかえていた相良がすぐに現れたが、彼はすぐに御帳台の主を見て目を丸めた。そして直後、怒いかりに震え始める。

「この者は一体何をしに来たのです。まだ童わらわのようですが、昼寝など。さすがにわきまえていただきたいものです」

「誤解するな。仕事は終えている。宿曜はもうしっかりと読んだ。休んだらあとで出かける予定だ」

「しかし、なぜここで昼寝を？」

　怪け訝げんそうに眉をしかめる相良を千尋はなだめる。

「夜通し星読に励んでいるらしいのだ。将来有望ではないか。大目に見てやってくれ」

「それにしても御帳台で休ませるなど、なんてもったいない。床でよいのです床で」

「文句はいいから襖わたいれを」

　ぶつぶつと文句を言う相良をぴしゃりと黙らせる。

「そこにいるのが姫であれば、文句も申しません。むしろ歓かん迎げいいたしますがね」

　相良は皮肉を言いながら襖を持ってくる。再び相良を下げさせると、千尋は志信の隣に横になった。

「休養ならば昼寝が一番良い」

　体だけでなく、心も休まりそうだった。

　まどろみはすぐにやってくる。実は、志信がやってくるのが楽しみで、昨晩あまり眠れなかったのだ。
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　小夜は鐘の音にびくりと体を震わせる。どこでだって一瞬で眠れるのは特技と言っていいかもしれない。あっという間に眠ってしまったらしい自分に呆れてしまう。

　薄く目を開けるとかなり日が高くなっていた。

　そろそろ正午だろうか。寝すぎたかもしれないと起きようとした小夜の鼻を、なんだか上品な香かおりがくすぐった。

　体の上に何かかけられているのに気がつく。襖だろうかと持ち上げようとしたとたん、小夜は小さく息を吞んだ。

「なっ」

　襖ではなく、人の腕うで。そして直衣のうしの袖そで。

「宮さまあああああ、何してらっしゃるんですか────────!?」

　小夜に絡からみつくようにして千尋が添い寝をしていたのだった。

　彼は小夜の声にも目を瞑ったまま。

（え、今ので起きない!?）

　と驚いたとたん、綺麗な唇くちびるから言葉がこぼれ、小夜はぎょっとした。

「新しいことをせよ。休養を取れ」

「はっ？」

「そなたが言ったのであろう？　だから実じつ践せんしたまで。そなたの昼寝に付き合うのが一番効率的だと思っただけだが──」

　千尋は半身を起こし、不思議そうに小夜を見た。

「なぜそのように赤くなっておるのだ？」

　ぎくりとした小夜は、気合いで顔を引き締めた。

「い、いえっ──なんでもありませぬ!!」

　動揺してはいけない。小夜は自分に言い聞かせる。男同士で何があるわけでもあるまいし、こんなふうに動揺するのはおかしいのだ！

　ばくばくという心臓の音が千尋に聞こえるのではないかと恐れながら、必死で引きつった笑みを張りつかせる。

（ええ、動揺なんてしませんとも!!）

　くすり、と千尋が笑い、小夜は目を見開いた。

　あまりにも穏おだやかな笑み。先程のような色香が全くない、あどけない笑顔だった。

　しばし呆然としていたが、はっとする。

「そ、そろそろ戻らねば」

　逃げるように立ち上がる小夜に千尋は言った。

「また、明日。待っている」

　心臓が持つだろうか。小夜が心配になりながら退出しようとすると、千尋が急に引き止める。

「ああ、少し待て、衣が」

　彼の手が乱れた袍ほうを整え始め、小夜はひっと息を吞んだ。

「いけません！　そんな、宮様にそんなこと」

　恐れ多すぎる。

「そのような乱れたなりで帰らせるわけにいかぬだろう」

　言われて、小夜は自らを見下ろして青ざめる。縹はなだ色いろの袍の前がはだけていたが、ばれはしなかったかが気になったのだ。

　もちろん下には下した襲がさねも単ひとえも着ているし、裸はだかを見られるわけではないから大丈夫だとは思うが、袍を着ているときより体の線が出てしまうのが気になった。

「よし、直った。これでよい」

　何か気づいたか確かめようと見つめるが、どこか満足そうな表情からは疑念は全く見えなかった。

　だが、小夜は彼の行動に気づかされる。

（あぁ、そっか。こういうときのことを想定しておいたほうがいいのかも……）

　だが、直後、またもや全く女であることに気づかれなかったことを思って自や棄けになりそうになる。

（……うん、まぁ、念には念を入れるという意味で）

　明日から胸に巻く布を一枚足しておこうと心に決める。
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「油断しすぎだ」

　慌ただしく出ていく志信の背中を見つめて、千尋は小さく息を吐いた。

「そう思わないか？　──相良」

　千尋は同意を求めて振り返った。だが、相良は気味が悪そうな顔で千尋を見つめているだけだった。

「油断も何も……殿に、そちらの気があるとは存じませんでしたが……まさか、それでいつまでも北の方を迎むかえられないのでしょうか？」

　千尋はきょとんと目を瞬かせる。そして一瞬の後、相良が何を心配したのかを理解した。

　相良は堅かた物ぶつで頭が固いため、見たものを見たままに捉とらえてしまうところがあるのだ。

「言っておくが、それは誤解だ」

　呆れて笑うと、相良は笑顔に慣れぬのか、驚いた顔をした。

「御ご所しよへ参る。着き替がえを」

「御所へ？」

「それから、今日から中務省にも顔を出す」

「中務へ？　どういう風の吹き回しでしょう」

「約束を思い出した。だから長か官みとして、物もの忌いみの日以外は顔を出しておくことにしようと思ってな。今日は休養も取ったし、あとは新しいことをせねばならぬからな」

「はあ……それは宿曜で言われたのでしょうか？」

　千尋は頷く。

「おかしいだろう？　あの者は『してはならない』と言わずに『するとよい』と言うのだ」

「何か違うのでしょうか？」

「ぜんぜん違うだろう？」

　この違いは、禁止をさほどされていない人間にはわからないのかもしれない。

　今までの宿曜に従うならば、千尋は難を恐れて動けない。だが志信の宿曜に従うならば、千尋は一歩踏み出してよいのだ。

　己を縛しばっていた紐ひもが切れていく。こわばった体がしなやかに動き始める気がする。

「私にはわかりかねますが」

　相良は少し考え込んでいたが、千尋の表情を見てどこか嬉しそうに頷き、微笑んだ。

「殿がよろしいと言われるのであれば、良いのでしょう。殿の今のお顔を見られたら、きっと梅うめ壺つぼの御お方かた様もお喜びになりますよ」





八






　御所へ行くことはあったが、梅壺の女御である母のところ以外へと顔を出すことはなかった。

　だからだろうか。宣せん耀よう殿でんに参さん内だいすると地鳴りのようなどよめきが起こった。父は驚き、たちまち気分が悪いと退出してしまう。他、参議たちがたちどころに体調不良を起こした。

　凄すさまじい混乱の中、千尋が「これからは毎日参内いたしますので」と宣言すると、悲鳴のような嘆なげきが響き渡ったが、何食わぬ顔で退出した。そして次の目的を果たすために内裏の外へと出る。




　陰陽寮は中務省の隣の敷しき地ちにあった。だが、築土ついじで遮られているため、様子を窺うかがうことは難しい。

　だが陰陽寮は中務省の一部であり、長官である千尋には干かん渉しようする権利があった。そしてそれを示すために、ここにやってきたのだ。

　車から降りたとたん、辺りがどよめくのがわかったが、無視して尋ねた。

「陰陽頭おんみようのかみはいるだろうか」

　そうしながらも千尋の目は探していた。縹色の束帯を身につけた、小柄な男を。

　やがて千尋の目は目的の者を捉える。

「あ──」

　だが彼は千尋に気づくよりも先に、他の男に微笑みかけた。しかも、ひどく安心したような顔で。

「信明」

　それは聞こえるか聞こえないかの、小さな声だった。だが千尋の耳には確かにそう聞こえた。思わず足を止める。
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　なんだか視線が痛い、と小夜は思った。二条邸ていから陰陽寮に戻ったあと、よそよそしかった学生たちはさらによそよそしくなったが、興味だけはあるらしく、やたらと視線をよこしていた。

　ちくちくと刺されるようで居い心ごこ地ちが悪かったが、車くるま宿やどのほうがざわついたとたん、それがひどくなった気がした。だから見慣れた信明の顔を見たとたん、小夜はかなりほっとしてしまった。

「のぶあ──」

　渡殿を歩いていた彼を呼び止めようとして、焦る。

「権博士ごんのはかせ！」

　すんでのところで名を吞み込んで言い換えたが、聞かれなかっただろうか。そろりと視線を動かすが、誰も気に留とめていないように見えたのでほっとする。

「……志信。何度も言わせるな。ここは職場だ」

　ただ一人気づいた信明に冷たく睨まれて、小夜は肩をすくめた。信明はやれやれとため息を吐く。

「仕方のない子だ。だが、ちょうどよかった。捜していたのだ」

　信明は辺りを見回して、「話しづらいな」と小さくつぶやく。そして小夜を連れて建物の外へと移動した。

　外を歩きながら、信明が切り出す。

「中務卿宮のお屋敷に通うことになったというのは、まことでしょうか？」

　小夜と違って切り替えは完かん璧ぺきだ。

「あぁ、そのこと？」

　昨日は信明とは会わなかったため、話をする機会がなかったのだ。天文と暦では仕事も違う。しかも、小夜が夜中陰陽寮で星を見ているせいで、家でも顔を合わせないのだ。

　信明は目を吊り上げた。

「そのこと？　ではありませんよ。中務卿宮のお屋敷で一体何をしているというのです」

「え、でも、宮様がお話ししてくださるって……聞いていない？」

「陰陽頭経由で命じられましたので、詳しくは知りません」

　どうやら納得できていないようだ。だが、身分的に断ることのできない話なのだろう。千尋の強引さを思い出して小夜は顔をしかめる。

「ええと……宿曜を頼まれただけよ」

　信明は大きなため息を吐いた。

「どれだけ危険なことをしていらっしゃるかおわかりですか？」

「危険？　えっ、何が」

　陰陽寮に出仕するのとさほど変わらないという意識でいたため驚く。

「中務卿宮は、あのときの宮様です。詳細をお隠ししていた意味はもうおわかりと思いますが」

　小夜は神しん妙みように頷く。確かに軽々しく話せない身の上の方だった。

「いくら四年前のこととはいえ顔見知りなのですから、身代わりが露ろ見けんする危険度は跳ね上がるでしょう。いいですか？　剝かれたらばれます。そしてばれたらあなたも私たちも破は滅めつです」

「大丈夫よ。ばれないと思う……あの方、ものすごく鈍にぶいもの。世間ずれしてないっていうか、なんていうかふんわりのんびりされていて」

　と言ったものの、何か違い和わ感かんがありその正体を探る。

（あぁ、そっか。昔会ったときと印象が違う……から？）

　最初に会ったときの印象──無気力の中で、絶望感だけで目をぎらつかせていた千尋を思い出す。

　今の彼には無気力感こそ残っているが、あのぎらぎらした苛烈な目は見当たらなかった。だからこそ、最初に彼だと気づかなかったのかもしれない。

「というか、剝かれたりはしない」

「そんな保証がどこにあります」

「だって男をわざわざ剝く男がいる？」

　信明は何か言いたげに顔をしかめたが、やがて諦めたように小さく首を振った。

「しかし、それは楽観しすぎというか何というか。そういえば、宿曜を頼まれたといってもあなたまだ式盤の使い方からして習得していらっしゃらないはず……え──まさか、あの方法ですか？」

「あの方法って？」

「目を見たら相手の運勢を読めるという──あれです」

「そうだけど……何かまずいの？」

　信明はぎょっと目を見開く。

「あれをしたと？　それなのに宮様は何もおっしゃらなかったのですか？」

「ええと、宮様のほうから、『宿曜師は普通そうやって占うのであろう』っておっしゃったのだけど？　違うの？」

「……」

　信明は黙り込む。そして困こん惑わくした様子でこめかみを揉もむ。

「あんな特とく殊しゆな方法、あなた以外にできるわけがありません。ということは……宮様は、四年前にあなたに読んでもらったことを、しっかり覚えていらっしゃるということではないですか？　それでも同じ方法を使うあなたが、あのときの者だとはおわかりにならなかったとおっしゃる？」

「そうだと、思う。だって何もおっしゃらないってことは、気づかなかったってことなのではないの？」

「しかし……」

　あの態度を見る限り、そうとしか考えられない。

「あなたと私くらいしか宿曜を読むところを見たことがないからじゃないの？　だから、珍しい方法とは思わないのかも？」

「確かに……そうかもしれないですが」

　信明は納なつ得とくがいかない様子だった。

（気づいているわけないわ）

　小夜は頭の中で情報を整理する。

（だけど、そっか。四年前の宿曜のことは、覚えている……のね）

　つまりあのときの童男おぐな──小夜のことは覚えているはず。それと同じ方法で宿曜を読む小夜が目の前に現れて、重ねないわけがない。だけど、千尋は同一人物だとは思わなかった。

　──それはなぜか？

（私は四年前、諱いみなを名乗った──つまりあの見習い宿曜師が小夜という女だったと千尋は知っている）

　千尋はあのときの娘を思い出したはず。だけど、同じ人物と思わなかったのは、千尋が今の小夜を男だと──賀茂志信だと信じているからだ。

（あれでも気づかないってことは、相当鈍いってことだと思うのよね……心配は、無用よ）

　小夜の脳裏に例の接せつ触しよく事件が蘇る。信明に告げれば納得してくれると思ったが、傷口を開くことになりそうなのでやめておいた。

「どう考えても大丈夫だと思うのだけれど……」

　小夜は遠い目をして言うが、何か考え込んでいた信明は突如息を吞んだ。

「もしや、わざと……？」

「どうしたの？」

　小夜が問いかけると、信明はなぜか小夜をまじまじと見つめた。

「……ありえぬことではない、か」

「なに？」

　信明は小夜の質問を無視してしばし考え込む。

　そして、「そういうことであれば、こちらも手を打っておく必要があるな」とつぶやいたあと、おもむろに訊きいた。

「宮がまだご結婚されていないことをご存知ですか？」

「そうなの？　え、でももうご元服はしていらっしゃるはず」

　貴族の男は、たいてい元服と同時に妻を娶めとる。添い臥ぶしとなった姫がそのまま妻となるのが慣例なのだ。源氏物語の光源氏も、元服のときに葵あおいの上うえと結婚している。

「あてがわれる娘を気の毒に思って、宮がすべてお断りになったと聞きました」

　小夜は痛ましいと思いつつ、不思議とほっとしてしまう。だが直後、信明が深刻そうな顔で漏らした言葉に青ざめた。

「ですが、それは単なる言い訳で、もしかしたら、宮は──女人よりも殿との方がたがお好みなのかもしれない」

「殿方がって──それってまさか」

　そういえば、千尋の家には男の使用人しかいなかった気がする。相良とかいう家司けいしも、ずいぶんと整った顔をしていなかっただろうか？

（それって……）

　脇わきの下したを冷や汗が流れる。

　それに、

（あの添い寝！！！！　──ってもしかして……！）

　高位の公達にはそういう趣味を持つ方がいると、どこかで聞いたことがある。

　添い寝に別の理由がつけられる気がしてきた小夜は、

「だから、剝かれないとは限りませんよ。けして油断なさらぬように」

　と真面目な顔をした信明にさらに追い打ちをかけられ、翌日、宿曜のお勤めをさぼってしまったのだった。





九






「志信はまだか？」

「物忌み、という文ふみが届いておりますが……」

　文を手渡されるが、みみずの這はったような文字が書かれていて、千尋は思わず笑ってしまう。

「ひどい手跡てだな。しかも歌の一つも詠よんでこないのか」

「歌でございますか？　……仕事の文でございますよ？」

「味気ないではないか」

「陰陽師の家系に求める才ではございませんよ。殿とご一いつ緒しよにされては気の毒です」

「四条辺りに住んでいると言っていたが……賀茂家、か。相良、どの辺に屋敷があるか知っているか？」

「存じませんよ」

　気味が悪そうな顔で相良は千尋を見る。どうやら千尋が志信に懸け想そうしていると思っているらしい。

　宮中ではそう咎とがめられる趣味でもないのだけれど、妻の一人もいない身では、心配にもなるのであろう。

「志信に文を届けてもらえないか？」

「殿が文を書かれるのですか？」

　千尋は文ふ机づくえに向かうと、さらさらと紙に歌を書きつける。




　月つく読よみの　光に来きませ　あしひきの　山き隔へなりて　遠からなくに




「…………これは……ええと」

　相良が押し黙ってしまうが、千尋は素知らぬ顔をして「深い意味はない。志信に届けてくれ」と命じる。

「と言われましても、家を存じませんので」

「陰陽寮に届ければよい。もしいなければ、父親の賀茂信明がいるはずだから、彼経由でかまわない」
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　陰陽寮に届けられた文を見て小夜は頭を抱えた。内容が、小夜が休んだことに対する非難だったからだ。

「万葉歌よね……これ」

　歌が下手な小夜は、よくそこから盗とう用ようしていたため、頭に残っている。

　月や星の詠まれた歌ならば案外頭に入ってきたのだ。なので意味もわかる。

（えーと、確か、月の光を頼たよりにやってきてください。障害はさほど大きくはないでしょう？　ってところ？）

　つまり、宿曜はどうしたのだという意味なのだと思う。

（物忌み程度で休むなって言ってる……しかも夜に訪ねろとか）

　眉み間けんにしわを寄せていると、三善忠行が小夜の手元を覗き込んだ。

「恋こい文ぶみじゃないか？　これ。隅に置けないな」

　ひょいと取り上げる。

「恋文？」

　小夜は顔を引きつらせる。だが、忠行は真面目な顔だった。

「そうだろ？　夜に通かよってきてくれっていう誘いの歌じゃないか。にしても、上品な紙だな……誰から？」

「…………」

　言えない、と小夜は思う。恋文だと断定されれば、男からの文だとはとても。

　青ざめて口を閉ざしていると、忠行は小夜の肩に手を回し、「思いつめるなよ、いつでも相談にのるぞ？」と豪ごう快かいに笑う。

「断るには、どう返せばいいと思う？　私は歌が苦手で」

　忠行は眉を軽く上げる。

「断るのか？　もったいない」

　と惜しがりつつも、「万葉歌なら、そのまま返せばいいんじゃないのか？」と答えた。

「そのまま？」

「これには返歌があったと思うが。月つく読よみの　光は清く　照らせれど　惑まとへる情こころ　堪あへず念おもほゆ。──行こうか、行くまいか迷っているっていう歌だ」

「すごいな」

「常識だろ。このくらいすぐに出てこないと女が口説けない」

　楽しげに言う忠行を見ているとなんだかほっとする。

「やっぱり普通は女人を口説くよねえ」

　ぼそっとつぶやくと「何か言ったか？」と忠行が訝しげに首を傾かしげた。小夜は「なんでもない」と小さく首を横に振る。




　結局歌は返せなかった。教えてもらった歌を送っても、「迷わず来い」と言われるだけな気がしたためだ。

　そして、翌日もその翌日も小夜は宿曜をさぼった。どんな顔をして千尋に会えばいいのかがわからなかったのだ。

　もし貞てい操そうの危機に陥おちいったら、一巻の終わり。千尋の宿曜は読んであげたかったけれども、同時に、賀茂家を──志信の想おもいを無む駄だにするようなこともできないと思った。

　だが、葛かつ藤とうも三日で終わりだった。

　小夜は陰陽頭おんみようのかみに呼び出され、二条の屋敷に行くように命じられたのだ。




「どうして来なかった？　返歌もないし……体調でも悪かったのか？」

　千尋は穏やかに問いかけた。だが、静かな物言いの底に何かひやりとするような響きがあり、小夜は思わず背筋を伸のばす。

「あの……ええと、とても言いにくいのですが、……父が納得しておりませんで、釘を刺されまして」

「賀茂信明が？　まさか、あやつが凶相の皇子などと厭いとうのか？」

　千尋の口調が尖とがる。

　これは下手にごまかせば傷つけてしまう。腹をくくった小夜は訴えた。

「ち、違います。ええとその……父が、宮が殿方を恋こい人びとにされると申しまして……私はええと、そういう嗜し好こうを持っていないので……！　もしそういうお相手を望まれるのであれば、申し訳ありませんが、こちらのお勤めは──」

　と言った直後だった。

（え──!?）

　気がつくと小夜は床の上に押しつけられていた。

「男色、ね。もし本当にそうだったら、こんなふうにする機会は今までに何回もあったのだが？」
















　真上から見下ろされて、小夜は目を見開いた。

（この、顔）

　彼から消えたと思っていた、苛烈な一面。燃えるような怒りに満ちた眼差し。射い抜ぬかれれば、肉食獣に獲え物ものとして認にん定ていされたかのような恐怖が足元から湧き上がった。

　両手首を押さえつけられてぴくりとも動けない。腰に馬乗りになられて足も動かせない。絶体絶命という言葉はこういうときに使うのかもしれなかった。

（どうしようどうしようどうしようどうしようどうしようどうしよう──）

　ぐるぐると頭の中をそれだけが駆かけ巡めぐるが、解決方法が全く見つからない。悲鳴を上げたかったけれど、喉のどが干ひ上あがってしまって声が出なかった。

　手首を摑んでいた千尋の手が、小夜の指に絡まる。長い指が小夜の指の腹をなぞり、鳥とり肌はだが立った。

　そのまま、彼は千尋の上にかがみ込む。小夜の首筋に千尋の息がかかり、混乱の極みで気が遠くなった。

　このまま身を任せてしまえば、女であることが顕あらわになってしまうだろう。小夜の夢は潰ついえてしまう。

　それだけではない。

　ぎゅっと目を瞑ると、まぶたの裏に小夜を送り出してくれたときの志信の顔が思い浮かぶ。

　ここで諦めれば、志信の戻る場所を潰してしまう。賀茂家は跡あと継つぎを失って潰えてしまう。

（あぁ、あの子の悲しむ顔だけは、見たくないわ）

　力を振り絞って小夜は最後の抵てい抗こうをした。

「や、め……てくださ」

　かすれた声が上がり、千尋が小夜の首筋から顔を上げる。彼の顔からは怒りが消えていた。

　思わずほっとしたら、眦まなじりから涙が一粒溢れる。それを見た彼は慌てたように小夜の上から退いた。

「すまない、悪ふざけが過ぎた」

　ばくばくと心臓がひどい音を立てている。

　小夜は半泣きになりながらも、どうにか落ち着こうとする。だが、手の震えが止まらずに焦った。

　すると千尋は小夜から離れ、御簾の向こう側へと移動した。

「もう何もしない。約束するから──だから、そんなに怯えてくれるな。……少し腹が立っただけなのだ」

「腹、ですか？」

「私は断じて男色などという妙な趣味は持っておらぬ。その証しよう拠こに──私には、好いた娘がいる」

「そ、そうなの、ですか？」

　意外な展開に震えが急に収まった。声が出るようになると、千尋がほっとしたように息を吐く。

「四年前……私が十四のときのことなのだが」

　四年前という言葉に小夜は、ぎくりとする。それは小夜にとっても印象的な──忘れられないことがあった年だったからだ。

「私に宿曜を読んでくれた娘がいてな。その言葉に私は救われたのだ」

「す、すくよう？？？」

　思わず変な声が出る。それはもしかして──

（いや、もしかしなくても！　それ、私だ！）

　一体何の話をしようというのだろう。目を剝いて固かた唾ずを吞んで話の続きを待つ。千尋は御簾の向こうで、脇きよう息そくにもたれかかり、切なげに息を吐いた。

「それまで私はいろいろな宿曜師に占ってもらっていたが、どんな高名な者が読んでも、私の運命は破滅に向かうと言われていた。父の妻を寝取り、玉座を簒奪する。国にとっての害悪でしかないと。だが、父としても、一の宮であり、時の有力者、左大臣家の血を引く私をむやみに殺すわけにもいかぬ。だから生かさず殺さず体面だけ整えて、何の希望も持たせずに飼い殺しにしていたのだ」

「かいごろ、し」

「だけどその娘は、私の運命は、今は暗くとも、いずれ開けると言ってくれたのだ。ただ一人、その娘だけが。だから──私はそれ以来ずっと彼かの女じよを捜している。そなたの父、信明の弟で子しだと言っていたが、何度あやつに問いただしても行ゆく方え知れずと申すばかりで。そなたは何か知らぬか？」

「あ、あの………あ、の……ぞ、存じません……が」

　千尋は好いた娘がいると言った。そして小夜をずっと捜していると言った。

　まさかだが、これは愛の告白というやつではないだろうか。

　あまりのことに呆然となった次の瞬しゆん間かんだった。

　千尋は頰を緩めて、ふわりと微笑んだのだ。御簾ごしでもわかるあまりの艶やかさに、小夜は惚ほうける。

「可憐な娘だった。夢見るような目をして、私の瞳の中の星空を美しいと言った。そして光のような言葉を歌のように詠んだのだ。私はあのとき、彼女しか要らないと思ったから、今も妻を一人も娶っていない。幸い、妻になりたいと言う娘もいなかったが」

　言葉が出てこない。相あい槌づちさえ打てなくなった小夜は、引きつった笑いをこぼす。

（か、可憐……？？？）

　それは別の娘ではないかと思う。

　もしくは、過去が美化されすぎているのか。それか、目でも病やんでいるのだろうかと本気で心配になる。

（いや、いや……でも、宿曜を読んだって……そんなことできる人、たくさんいないよね？）

　確かに小夜は今、志信として、男として、目の前にいる。だが、他にこんなわかりやすい共通点があるというのに気づかないということは、千尋はやはり相当鈍いのかもしれない。

（……おかわいそうに）

　せっかく光源氏のように麗しいのに、これでは物語の彼のように立身出世することは難しいのではないかと思う。

　同情した小夜だったが、彼を助けてあげねばという想いには変わりはない。むしろ、どこか頼りないからこそ、彼の力になってあげたいと願った。

「とにかく、それが私が結婚しない理由だ。男色ではない──わかったか？」

　念を押され、小夜は「わ、わかりました。誤解をしてしまい、申し訳ありません」と慌てて頷く。

　千尋はほっとしたようにため息を吐いたあと、ぽつりとつぶやいた。

「それにしても……信明のやつ……まさかわざとか？」

「信明がどうかしましたか？」

　思わず尋ねた小夜は、直後失言に気がついてはっとする。

「……信明？　そなたは父のことを名で呼ぶのか？」

（しまった──!!）

　小夜は内心大慌てするが、ここで動揺を見せれば余計に怪あやしい。顔を引きつらせたまま必死で言い訳を考えた。

「い、いえ、今のは宮につられただけでして」

「つられて？　普ふ段だんもそう呼んでいるような呼び方だったが」

「気のせいでございます……！」

　必死に否定すると、千尋は不思議そうにしながらも追及をやめた。だが、ふいにぎゅっと眉を寄せた。

「……あぁ、そうか。その可能性は考えていなかった」

　どうしたのだろうと小夜が首を傾げると、

「志信。そなた、私のことも千尋と呼ぶように」

「えっ」

　唐とう突とつすぎて意味がわからない。

（いきなり、何を言い出すの、この人は！）

　小夜は顎あごが落ちそうになる。

「そんな、無理です。諱いみなをお呼びするなんて恐れ多い」

　目を見開いて遠慮を口にするが、千尋は譲らなかった。

「本人がよいと言っているのだ。何を遠慮することがある？」

「そうはいきません。あなたは帝の御子様ですから！　誰かに聞かれれば、罰せられてしまいます」

　それに──諱を呼ぶなどまるで恋人のようではないか、と一瞬考えてしまった小夜は僅わずかに赤らむ。

（実は、心の中ではすでに、千尋と呼んでいるのだけれど……ね）

　諱を告げ合った過去を思い出すと、さらに顔が赤らんでくる。

「ならば、私と二人きりのときならばよいであろう？　誰も咎める者がいないのだから」

　千尋は妙に強引だった。問答が終わりそうになくて、小夜は途と方ほうに暮れる。

「で、では……宿曜のときだけ、ですよ？」

　そのときはいつも二人きり。ならば相良にさえも聞かれることはないだろうし、小夜が気き恥はずかしいだけの問題となる。

　妥だ協きようすると、千尋は満足そうに頷いた。

「ではさっそく」

　彼は御簾の端を上げて、小夜を中へ呼ぶ。

　しかし押し倒されたのはつい今しがただった。そんなに簡単に恐怖は消えない。顔がこわばると、

「私は男には興味がない。先程言ったはずだが」

　と千尋はむうっと顔をしかめた。

　これ以上怯えたらまた怒らせそうだ。行くしかない。小夜は今、《男》なのだから。

　そろそろと御簾の中に入ると、千尋と膝と膝を突き合わせた。

「──宮様、ええと」

　いつもの癖で呼んでしまうと、彼を取り巻く空気が尖るのがわかった。

「千尋、だ」

　まるで駄だ々だっ子だと思う。やれやれと小さく息を吐くと、小夜は抵抗を諦めた。

「それでは、千尋様の、本日の宿曜をお読みいたします」

　伏せていた目を上げる。そして千尋の目を覗き込もうとして、小夜は思わず顔を赤らめた。彼が幼子のようにあどけない笑顔を浮かべていたのだ。
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　志し信のぶが早朝に千ち尋ひろの家を訪おとずれ、宿すく曜ようを見る。

　終わると千尋が参さん内だいし、その間に志信が軽く仮か眠みんを取る。

　昼に千尋が戻もどってくるのと入いれ替かわりに、志信が陰おん陽みよう寮りようへと参内する。

　──そんな、ある意味規則正しい日々が三み月つきほど続いた二条の屋や敷しきに、春の近づいたとある日のこと。志信は三回目の休きゆう暇かを申し出てきた。

　最初の休暇は宿曜を始めてから半月ほど経たってから、突とつ如じよとして五日ほど体調不良で休んだのだ。毎回理由は違ちがい、今回は物もの忌いみだというけれど、三回目となればさすがに心配もする。

　また何か妙みような誤解で、避さけられているのだろうか？　と思って陰陽寮に問い合わせれば、志信は出仕もしていないというから、千尋は余計に不安になった。

　体が弱いという噂うわさは聞いていたけれども、普ふ段だん接している感じではまるでそのように見えなかった。

（大だい丈じよう夫ぶだろうか……）

　不安を持て余した千尋は、長期休暇の申し出を受けた直後に、志信の家──賀茂かもの信のぶ明あきの家を調べることにした。こっそり見み舞まいに行こうと思ったのだ。

　狩かり衣ぎぬに着き替がえると、相良さがらと随ずい身じんの二名だけ連れて出かけた。

　陰陽寮から帰宅する信明の後をつけていくと、四条にたどり着く。見つけたのは一見質素だが手入れの行き届いた家だった。

　千尋は牛車を端はしに止めて車から降りると、垣かきに身を寄せた。作りのよい透すい垣がいからは、中を垣かい間ま見みることができる。

「そうされていると、紫むらさきの君を垣間見たときの光る君のようですが……正直感心いたしませんね」

　相良が諭さとすが、事あるごとに源氏物語を出されるのにはうんざりだ。諫かん言げんを無視して垣の陰かげから中を覗のぞき見た。

　二条邸ていの四分の一ほどの敷しき地ちなので、さほど広い家ではなかった。庭は小さく、母おも屋やは垣のすぐ近くにある。格こう子しが上げられた家の中に志信の姿を捜した千尋は、目を瞠みはる。

　そこにいたのは、志信ではなく、一人の姫ひめだったからだ。

（え、どうしてこんなところにあのような姫君が？）

　御み簾すを下ろしていたが、庇ひさしの間は燭しよく台だいの炎ほのおで明るく、女によ人にんの姿を浮うかび上あがらせる。

　見てはいけないものを見た気になった千尋は、ひどく落ち着かない気分になる。

　これは相良の言うことを聞いていたほうがよかったかもしれない。

　だが、既き視し感かんが気になり、興味を引かれて透垣に寄ったとたん、垣が軋きしんで嫌いやな音が響ひびいた。

「誰？」

　その声に、千尋は目を見開いた。

（……!?）

　身みの丈たけよりも長い髪かみをして、小こ袿うちぎをまとったその人は、志信と同じ声をしていた。

「四の姫、行きますよ」

　信明の声がして、「あぁ、今のは信明だったのね」と姫は立ち上がる。

　そして簀子すのこ縁えんに信明が現れるとともに、顔を扇おうぎで隠かくす。御簾から出て裾すそを引きずり静しず々しずと簀子縁を進んだ。

（四の姫、だと？　──どこへ行く？）

　千尋が訝いぶかしんでいると、姫と呼ばれた娘むすめは車くるま宿やどへと向かう。そして女おんな車ぐるまに乗り込むと、どこかへと出かけていく。

（あれが誰だれだか確かめないと）

　千尋は焦しよう燥そう感にかられ、呆あきれる相良に命じて車を追わせる。

　車はやがて三条の区画で止まり、門から中へ入っていった。

（三条？）

　三条といえば、二条には及およばないにしても、高位の貴族の住む区画だった。随身に尋たずねさせると、「大だい納な言ごん家けでございます」と返答があり、千尋は想像もしなかった展開に目を見開いた。

（『小さ夜よ』は、大納言家の、姫だった？）




　志信というのが、『小夜』の偽いつわりの姿であることは、再会してすぐに気づいていた。

　男のなりをしているせいで、少し気づくのが遅おくれたけれど、道で拾ったときから既視感はあったのだ。

　しかも、あのような方法で宿曜を読む人間がこの世に何人もいるわけがないし、何より、千尋はあの約束を片時も忘れなかったのだから。

　いくつかのさりげない問答で『志信が小夜である』という答えを導き出した千尋は、あえて宿曜を読ませて、自分があのときの男だと思い出させた。

　彼かの女じよのほうも約束を覚えていた。

　諱いみなを告げ合い、再会しようと誓ちかった、昔の約束を。

　運命の再会に心が浮き立った千尋だったが、小夜のほうはそうではなかったらしい。

『賀茂志信です』

　己おのれの名でなく、男の名を名乗った小夜に、千尋は彼女の覚かく悟ごを見た。

　彼女は宿曜師になりたいという夢を叶かなえるために男の姿を取っている。千尋との約束を果たそうとしていたのだ。

　そう気づいて胸が熱くなった。

　だから千尋は、彼女の正体を知った上で、彼女の夢のために、彼女の噓うそに付き合い、彼女を助けることにしたのだ。

　千尋は右手を見下ろして苦笑いをする。そこには未いまだ柔やわらかな感かん触しよくが焼きついている。

（気づいていないふりも、なかなかに大変なのだがな）

　彼女の柔らかさにも気づかぬふりをせねばならないし、顔を見ても平然としていなければならない。

　今の世で姫が顔を晒さらすことは裸はだかを見られるくらいの恥はじ。家族や夫以外は見ることのできない姿を間近に見るのは、先さき程ほどの垣間見より遥はるかに気まずいが、それさえも押おし込こめた。

　一方、小夜は顔を見られても平然としていたから、てっきり身分のない娘──信明の娘が息むす子こだと名乗っているのだろう──と思っていたが、まさか貴族の、しかも大納言の娘だとは。

（そういえば……四の姫は純平の妃きさきがねだという話を聞いたことがあったな……？　しかし当の姫が入じゆ内だいを渋しぶっているとかなんとか）

　思い出したとたん怒いかりが急激に湧わき上あがる。

　何もかもを持っている弟宮。父の寵ちよう愛あいを一身に受け、本来千尋がいるべき場所にいるだけでなく、千尋の唯ゆい一いつの心の支えである小夜までもを奪うばうのだろうか。

　弟宮のせいでないことは知っていても、腹の底の怒りを抑おさえることができなかった。

（彼女だけは、誰にも渡わたしたくない）

　千尋は目を閉じ、その方法を考える。そしてふと思い出した。

（そうだ。親子でないのならば、信明のことも警けい戒かいせねばならないのだった）

　父を信明、と呼ぶのはなぜだろうと思っていたが、謎なぞは解けた。

　大納言の四の姫であるならば、信明と血けつ縁えんはない。年ねん齢れいと身分が全く釣つり合あわないが、万が一ということもある。

　眉まゆが寄るのがわかる。

　四年前の別べつ離りの後、千尋は信明に小夜のことを問いただした。だが、弟で子しは破門にしたと答えて、いくら問おうとも知らぬ存ぜぬを突つき通とおしたのだ。

　だから小夜が信明の息子だと名乗ったときには、何が知らないだ信明め、と思わず逆上しそうになった。

　その場では、何か事情があるのかもしれないと、なんとか怒りをこらえたが、信明はさらに、あろうことか千尋を男色家だと小夜に吹ふき込こんだ。事実そう思っているのか、それとも──牽けん制せいか。

　小夜に警戒心を植えつけるための策だとすると、それは見事に成功している。

（あいつには注意せねばならぬようだな）

　そう思いつつ、とりあえず今は確かく認にんせねばならないことがある。先程の女人が本当に小夜かどうか。声しか聴きいていないせいで確信が持てないのだ。

　小夜が四の姫かどうか、それは千尋にとって重要な事実となる。どうしても知っておきたかった。

　やがて一計を思いついた千尋は、歌を詠よもうと袂たもとから料りよう紙しを取り出した。今度は、この間のようなからかい半分の万葉歌ではない。

（まさか、この私が、女人に歌を送ろうなど）

　初めての恋こい文ぶみを送る相手は、名を聞いたあのときに決めていた。だから、これを受け取る女人が、小夜であってほしい。そして、叶うならば応えてほしいと願う。

　千尋は、しばし目を瞑つぶって歌を考える。そして料紙に書きつけると、相良を呼んで耳打ちをした。





二






　小夜がこうして実家に帰るのは出仕を始めてから三回目だった。

　ひと月ぶりの帰宅だというのに扱あつかいはひどかった。それはそうだろう。この家にいてはいけないという理由で出ていったのだから、煙けむたがられるのも当然だ。

　母など挨あい拶さつに顔を見せたっきり。以降寄りつかない。

　なまじ宿曜を信じきっているせいで、不ふ吉きつなものが恐おそろしくてたまらないのだ。──たとえそれが娘であろうとも。

　昔から小夜の身の回りの世話をしてくれている和泉いずみだけが相手をしてくれている。

　和泉は小夜よりも十ほど年上の女によう房ぼうで、和泉守いずみのかみの娘。姉──一の姫の乳ち姉きよう妹だいなのだが、その縁で大納言家にいる。

　姉が入内して乳母めのととともに里に帰ることになったとき、小夜が泣いて引きとめたらしい。小夜は今でも姉のように思っていて、男装のことがなければ一いつ緒しよについてきてほしいくらいだった。

　その和泉も、他の仕事の合間に小夜の面めん倒どうを見ているので、ずっとかまってくれるわけではない。

　放っておかれるのはむしろ好都合だ。星だって見放題だし、気楽なものだ。

　ただし、この腹痛さえなければ、だが。

（本当に、女、やめたい……わ）

　信明や志信に理由を告げるのが気き恥はずかしいので、たまには親に顔を見せてあげたいから、月に一度は帰りたいと言い訳した。

　志信が申し訳なさそうに「僕ぼくのためにすみません」と謝あやまったのには心が痛んだ。

　──だが、深く追つい及きゆうせず「それはいい考えですね」と快かい諾だくした信明は、本当の理由を察している気がしてとても気まずい。

　寺に療りよう養ように行っているということになっている手前、実家で男装のことがばれるわけにはいかない。

　だから小夜は、信明の屋敷で重い小袿に着替え、さらには重い鬘かつら（信明がどこからか用意してきてくれた）までかぶって帰ってきた。

　そういうわけだから、女装を解くわけにもいかない。体調不良で帰ってきているというのにこれでは気分が良くなるわけがない。今までこんな重しをつけてよく生きていけたと思う。

「うー……ん」

　小夜が御み帳ちよう台だいの褥しとねの上でうずくまっていると、和泉が薬やく湯とうを持ってくる。

「姫様、お薬湯でございます。苦いですけれどちゃんと飲んでくださいね。あと温おん石じやくを置いておきますので」

　差し出された二つを引き寄せると、小夜は鼻を摘つまんで薬湯を一気に飲み干し、温石を抱かかえ込こんだ。

「痛い……」

　月のものではさすがに女だとばれる確率も高くなるし、体調も悪いため出仕はできない。

　物忌みだ、体調不良だと言って休むしかないのだが、毎月、しかも数日連続となると休む口実も尽つきてきそうだと心配だった。

（それに……なんだか、出仕自体が辛つらいのよね……）

　最初、千尋の宿曜を担当することに同情的だった陰陽寮の皆みなは、小夜が千尋を恐れることなく宿曜を普ふ通つうにこなすことで、完全に壁かべを作り始めた。

　凶きよう相そうの皇子のお気に入りと仲良くすれば、今きん上じようの怒りを買うのではと避け始めたのだ。

　師し匠しようでさえも、小夜をいないもののように扱っている。信明といえば、職場は同じ建物だけれども、仕事が違うせいでほとんど会えない。そもそも忙いそがしい人だ。話しかけてくれるのは忠ただ行ゆきくらいだが、彼かれまでこの盛せい大だいな仲間外れに巻き込むのは申し訳ない。

　出仕さえできれば未来が開けると夢見ていたが、そんなに甘あまくなかった。

（私、うまくやっていけるのかしら……）





三






「あのお」

　声が上がり、和泉はそちらを振ふり返かえる。

「どうしたの」

　簀子縁の下に随身がいた。

「門のところに立派な車がいらしとるんですが……屋敷の者へこれを取り次いでほしいと渡されて。返事を頼たのまれたんだが」

　随身の手には文ふみがあった。梅の花に添そえられている。淡あわい桃もも色いろの薄うすい料紙はどう考えても高級品だ。

「まあ──こちら、どなたに？」

「今こちらにいらっしゃる姫さんにって、おっしゃったが」

「あら」

　和泉は目を瞠る。こちらのお屋敷にいる姫は、今は一人。四の姫だけだ。

「垣間見られたのかしら？　いつ？」

　つぶやきながら考えるが、このお屋敷の回りには築土ついじがあるため、そう簡単に覗きはできない。となると、姫が今滞たい在ざいしている寺での可能性が高い。

「たいへん。お殿との様さまにご報告しないと」

　あのお姫様なら、端はし近ぢかに寄られていてもおかしくない。慎つつしみが足りないとよく叱しかられていたが、無邪気なまま大人になってしまわれたのだ。

「いやあ、大げさにしないでくれっておっしゃってました」

「一体どういう方？」

「……美人……でしたなあ」

　夢見るように言う随身に、和泉は首を傾かしげた。

「殿との方がた、なのよね？」

「あぁ、はい。ですけど、そんじょそこらの姫さんより絶対美人だと思うんですがねえ」

「まぁ、ほほほ」

（姫を見たこともないくせに、何を言うのだか）

　四の姫は姉たちと比べて劣おとっているというのが世間の評判だ。だが、四の姫の母君は美しい。まだあどけなくされているけれど、磨みがけばきっと光ると和泉は思っている。

（だとしても……うーん）

　和泉は興味を引かれる。

　もしかしたらあの四の姫が結けつ婚こんできるかもしれないのだ。皆の悲願であり、和泉も同じく、風変わりだけれど、心根の優やさしい四の姫には幸せを摑つかんでほしいと思っていた。

　和泉は、本当は一の姫の入内の際、一緒に後宮についていきたかった。それが叶わず、田舎いなかに帰るのを嫌がって泣いていた彼女を都に引き止めてくれたのが、小さな姫ひめ君ぎみだった。

　まるで和泉の心を汲くむかのように、しがみついて離れようとしなかった四の姫のおかげで、和泉は女房として屋敷に残ることを許されたのだ。

　それからずっと、四の姫は身分の違う自分を姉と慕したってくれる、可愛かわいらしい姫君だ。誰が何と言おうとその気持ちは変わらない。

（あ、そうだわ！　そういえば信明殿の宿曜で──）

　四の姫に良い縁えん談だんがあるかもしれないと言われていたことを思い出して、和泉ははっとした。

　門から外を窺い見る。行ぎよう儀ぎがよいことではないけれど、職務熱心なだけだと自分に言い聞かせた。釣り合わないような殿方なら取り次ぐことはできないのだから。

　外には牛車がある。女車なので、お忍しのびだとわかる。

　隣となりに立って辺りを見回しているのは、狩衣をまとった一人の殿方。

　和泉はその姿を見て、息が止まるかと思う。

　物語の《光る君》が抜ぬけ出だしてきたらこのような公きん達だちなのでは、と思うくらいの美び貌ぼうだったのだ。

　狩衣を着るのは、高い身分を隠すための常じよう套とう手段だ。お忍びにお忍びが重なれば、つまり、とても身分が高い殿方ということになってしまう。

　質素ななりをしていても、品の良さというのは簡単に身につくものではないし、何より、文の料紙が裕ゆう福ふくさを物語っている。

（となると──姫様にふさわしいご身分に違いないわ）

　和泉は興奮で顔を赤らめる。この機を逃のがす手はないと思う。

（こ、こんな良縁、逃のがしたらもったいない……！　というか、絶対に次はない！）

「文を取り次ぐわ。少しお待ちくださいとお伝えして」

　ここは女房の腕うでの見せ所だ、と和泉は奮起した。
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「え、なんで──？　どなたから？」

　小夜は目をぱちくりと瞬まばたかせる。和泉が突とつ然ぜん文を差し出してきたのだ。

「寺で垣間見られたのでは？　お忍びのようで、どなたかはわかりませんが、なかなかのご身分の方のようで」

　小夜は首を傾げつつ文を開く。とりあえず誰からか知りたかったのだ。




　君が名を　千ち々ぢ尋ぬれば　届からむ　さね忘らえず　面おも影かげにして




　小夜には意味がよくわからないが、和泉もよくわからない、という顔をしている。

「どういう、意味？」

　和泉は少し考え込んでから意味を小夜に告げる。

「千回、名を尋ねてみればあなたに届くのでしょうか？　どうしてもあなたの面影を忘れることができないのです、ですかね……でも少しちぐはぐな気が」

　一緒に首を傾げつつ、「どこにも名がないわ。名乗りもしないなんてどういうつもりなのでしょう」と和泉が困った顔をする。

「ですが、恋こい歌うたには違いがありませんわ」

　和泉はあっさり切り替えると、

「いざ、返歌を」

　と小夜に迫せまる。

「え……無理……お腹なかが痛いんだもの」

「この機会を逃したら次はありませんわよ！」

「いや……次はなくてもいいから……」

　むしろ放っておいてほしい。結婚などしている暇ひまがないのだ。

　褥の上で丸くなっていると、和泉が憤ふん慨がいしたように出ていった。

　ほっとして小夜は御帳台から抜け出す。

（あー、そういうの、本当に勘かん弁べんしてほしいのに……）

　憂ゆう鬱うつを払はらいたくて庇の間に移動すると、空を見上げた。茜あかね色いろに染まった夕空には月が浮かんでいる。

　姫としては、こんなふうに端近にいるのははしたないことなのだけれども、東の対たい屋のやはがらんとしていて誰も咎とがめるものはいない。

　一いつ旦たん外の世界を知ってしまうと、以前のように内に閉じこもる辛さが身に沁しみてしまう。

　賀茂志信の姿が仮の姿なのだということを実感してしまうのだった。
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　手ぶらで戻ってきた女房は申し訳なさそうに謝った。

「せっかくお待ちいただいたのに」

「いや、よいのだ。ご苦労だったね」

「い、いえ」

　赤くなって卒そつ倒とうしそうな女房に、千尋は頼む。

「一つ頼まれてくれないか。返歌がいただけなかった代わりに、ぜひ姫と御簾ごしにでもお会いしたいのだが」

「ですが」

　主人を売るような真ま似ねだ。さすがに女房が渋ったので、千尋は妥だ協きよう案を出した。

「では、垣間見だけでも。ここのお屋敷は作りが良すぎて築土が邪じや魔まなのだ」

「しかし、あなたさまがどなたかもわかりませんのに」

「名は明かせぬ。だが、けして卑いやしいものではないし、大納言家の姫君相手に、無体な真似はしない」

　念を押すと、

「……わかりました」

　女房は、なぜか僅わずかに期待した目を千尋に向ける。

「姫様は、少し風変わりですが、本当に心根のまっすぐで気持ちの良いお方なのです」

「……知っている」

　そう言うと、女房は首を傾げた。

　彼女に案内を頼んで忍び込む。庭の梅の木の陰から覗くと、姫は東の対屋にいて、格子も御簾も下ろされていない庇の間で、ぼんやりと空を眺ながめていた。

「ん、まっ！」

　これには女房のほうが驚おどろいたらしい。御簾も下ろさず、端近にいるなど、普通の姫としてはありえない。

　女房が大おお慌あわてで御簾を下ろしに行く。

（ああ、やはり）

　千尋はその場で呆ぼう然ぜんと彼女を見つめる。

　白と蘇芳すおう。梅の襲かさねの小袿をまとった小夜の──。

　うっとりと空を見上げるその顔が、今までになく艶あでやかに見えたのだった。




















四






　小夜が仕事に復帰して、宿曜を再開したその日。

「……気になって仕方がないのだ」

　二条邸の千尋に見まみえたとたん、彼は小夜に向かってそう言った。

「あ、あの？　何が、でしょう？」

　小夜が問うと、千尋はけだるげに脇きよう息そくによりかかり、深くため息を吐ついた。

「前に言ったであろう？　昔出会った娘のことだ」

「…………」

　どう答えてよいのかためらう。

　まさかばれたりはしていないと思う。ばれていたら、まず本人かどうかの確認が入るであろうし、そもそも今の世では、本人に向かってこんなふうに直接的なことは言わないものだ。

　この時代、恋の始まりは必ずと言っていいほど歌だ。

　歌が苦手な小夜としては、一生恋などできない気がしてくるが。

（んー……そういえば……この間の歌も謎だったし。というかどこの物好きなのかしら……居い眠ねむり姫って噂は消えてないと思うのに。それに、名前も書かないなんて、お返事しようがないじゃない？）

　それをいいことに返歌を送らなかったのだけれども。

　和泉はあの後も、「また婚こん期きが遅れてしまいます。今からでも遅おそくないかもしれませんから、次回通っていただくためにも──」などと未練たらしく勝手に代返をしようとしていたけれど、しっかり止めておいた。冗じよう談だんではない。

「志信。聞いているか？」

　話が続いていることに気がついて、小夜ははっとした。

「あ、はい」

「以前から、私は彼女を捜さがしているのだけれど、見つからないのだ。この間、やっと見つけたと思って歌を送ったが返事がなかった」

　千尋が落らく胆たんしているが、小夜はその報告に驚いてしまう。

（捜していた、ではなくてまだ捜している？　そして──え、見つけたの？）

　どこの姫に送ったというのだろうか？

　歌──と聞いて、この間の作者不ふ詳しようの歌のことが頭に浮かぶが、さすがにまさか、という思いが大きい。

　念のために確認しようと問いかける。

「え、ええと……一体どんな歌を？」

「『早く私の想おもいに気づいてほしい』という意味を込めたのだが」

（……うーん……それじゃあ、違うかしら？）

　小夜は、和泉が言っていた歌の意味と重ね合わせて首を傾げた。

「歌はさほど得意ではないから、気に入らなかったのかもしれない。志信、そなたならどんな恋歌を詠む？」

　小夜は困こん惑わくする。

「歌については私も苦手です。万葉歌を盗とう作さくしてよく叱られておりました」

「万葉歌はわかるのか？」

「えぇと……人並み以下です」

「なるほど……それで」

　千尋は何か納なつ得とくした様子だったが、まだ恋歌の話をされてはかなわない。そう思いながら、千尋が未だ『小夜』を捜しているというのはまずいのでは、と不安になる。

「ええと、捜している娘のほうも、四年も前のことで、覚えていないのかもしれませんよ？」

　だから捜そう索さくを諦あきらめてもらえないだろうか。そう思いながら言うと、千尋は首を横に振った。

「いいや、覚えている、きっと。忘れるわけがない」

　何なのだろう、この自信は。

　彼がどれだけ過去のことを覚えているのかが気になった。はっきり覚えているようであれば、以降、発言にもっと注意する必要がある。

「じゃあ……人違いですよきっと。他に、何か手がかりはないのですか？」

　すると、千尋は少し考え込んで言った。

「一度しか会っていないからな……あまりよく覚えておらぬ。顔もおぼろげだ。ひどく愛らしかったことしか覚えていない」

（愛らしい……？）

　その認にん識しきならば、小夜に行き着くとはとても思えなかった。小夜はほっとしつつも、なんだか彼の美しい想い出を汚けがしているような気になる。

（あぁ、すみません、そんな大層な娘じゃないのに……居眠りばかりの教養のない姫で……）

　心の中で謝っていると、千尋は物もの憂うげにため息を吐いて言った。

「だが、最初は水すい干かんの童男おぐな姿をしていたから娘とは気づかなかった。帰かえり際ぎわに諱を教えてくれて、それで娘だとわかった」

「は、はあ……諱、をですか」

（──って、結構ちゃんと覚えてるじゃない!?）

　冷ひや汗あせが流れていく。小夜よりもしっかり覚えているような気がした。千尋はさらに言った。

「彼女は約束をしたのだ。将来、私だけの宿曜師になってくれると」

（は？）

　何か聞き間ま違ちがえたかと思う。

「そんなこと、言ってません──！」

　思わず否定した小夜は直後我に返り、青ざめた。

（な、何言ってるの私！　今のって、その娘が私だって言ったようなものじゃない!?）

　どうごまかして危機を乗り越えようかと慌てた小夜だが、

「どうした？　今は娘の話をしているのだぞ？」

　千尋はきょとんとしていた。

「あ……、あぁ、そうでした」

　千尋が鈍にぶくて助かった──と心底ほっとする。

　すぐに平静を装よそおうが、内心はとんでもない記き憶おく違いに混乱したままだった。

（あぁ、でも。そう取られてもおかしくない？　だって諱を教え合うってことは、普通は結婚の約束をするっていうことで、となると彼専属の──）

　だんだん、頭から湯気が上がってきている気がした。

「志信、顔が赤いが、もしやまだ体調が悪いのか？」

　心配そうに覗き込まれて、小夜は飛び上がりそうになる。

「千尋さまっ、ち、近いです──！」

　額が触ふれそうだ、と思った次の瞬しゆん間かん、彼の額が小夜の額にくっつけられる。

（ひいいいいいいい！）

　顔を引きつらせる小夜を間近で覗き込んだ千尋は、ごく普通の表情で小夜から離はなれ、「熱はなさそうだ」とほっとした顔をした。

「──わ、私、もう戻らねば！」

　これ以上ここにいたらおかしくなりそうだ！　絶対ぼろが出てしまう！　小夜は立ち上がる。だが、千尋は退出を許さなかった。

「何を言っている、今日の宿曜がまだであろう？」

（今からですかぁ!?　今ここで見つめ合う!?　無理！）

　こんなに心臓が暴れているのに。小夜はその場で天てん井じようを仰あおぐ。すると、千尋は何を思ったか、小夜の頰ほおを両手で包み込んだ。

「これならば、読みやすいだろう？」

　真正面でにっこり笑われるが、こんな状じよう況きようで！　とてもじゃないが読めない！

　必死で美しい顔から目をそらそうとするが、がっちりと頭を固定されていてうまくいかない。意外に力が強い。

「あ、あのっ、こんなところを誰かに見られれば、また誤解を招きますよっ!?」

　どう考えても、この体勢は、男同士としては絶対におかしい！

「人払いをしてあるから大丈夫だ。正確な宿曜が知りたいだけだから、つべこべ言わずに早く読め」

　相変わらず横暴な皇子様だ。駄だ々だっ子こは言っても聞かないだろう。

　小夜は、目を瞑って息を整えると、腹を決める。これは、さっさと終わらせよう。そしてさっさと帰ろう。

「……わかりました。では」

　小夜はいつもどおりの手順で、明け方に見たばかりの星空を思い浮かべる。

　そして千尋の目の中を覗き込み、星空に集中することにする。すると煩ぼん悩のうはすぐに溶とけてなくなる。星空に魅み了りようされたとたん、他のことはどうでもよくなってしまうのだ。

（あぁ……綺麗）

　うっとりしかけた小夜だが、ふと気になる光を見つけて目を瞬かせた。

　今日の星空と、千尋の持つ星空──二つの重なった星空で、ある一点に星が集まっている。目に焼きついて小夜は落ち着かなくなった。

　何が？　と問われると答えられない。

　だけど、何かが気持ち悪い。

　それから月に陰りがある。満月がぶれて見えたのだ。

（偽りの星せい宿しゆくは欠けゆく？　これは──）

　浮かび上がった不ふ穏おんな言葉に思わず顔をしかめると、異変に気がついたのか、千尋の顔が曇くもる。

「どうした？」

「千尋様、あの」

　どう言おうかと逡しゆん巡じゆんしたあと、小夜は頭の中に浮かんだ言葉を整理し、懸けん命めいに紡つむぐ。

「……少し慌ただしくなりそうな感じがします」

「慌ただしく？」

「これから月げつ蝕しよくが起こります。そういうときは、転てん換かん期きを迎むかえる、といいますか。なんでしょう……千尋様にも、これから大きな変化がやってきそうで……ちょっと注意が必要かもしれません」

「そなたがそんなふうに言うのは珍めずらしいな」

　小夜は悩なやむ。今まで彼に対して不穏な言葉は使わないように心がけていた。不吉なことがあろうとも言い方を変えていたのだ。良いところに目を向ければ、悪いところに目が行かないから。

（だけど、これはさすがに──注意したほうが、いい）

　直感だが、そう思う。小夜は努めて明るく言った。

「大丈夫です。病やまいと同じです」

「病？」

「熱が出たりするのは、体が弱っていることを教えてくれているようなものでしょう？　今は休まねばならない、と。じっと耐たえて、乗り越えた先にきっと良いことが待っています」

　千尋は不安そうに押おし黙だまってしまう。

　かと思うと、ぐい、と引き寄せられて小夜は目を剝むいた。

　気がつくと小夜は千尋に抱だきしめられていた。

「は、え、あのっ!?」

　小夜は慌てる。これはもしや、この間と同じ展開ではないだろうか!?

（えっ、でも何もしないっておっしゃったし、それに千尋には初恋の君が──って、ええとそれは私なんだけど、もしかしてばれた!?）

　頭の中でいろんな考えがごった煮にになっている気がした。小夜が泡あわを食ってもがくと、千尋は小さな声で囁ささやいた。

「……すまない、少し不安になっただけだ。もう少しだけ、こうしていてくれないか」

　千尋はそれ以上何かをするというわけではなく、ただしがみつくように小夜を抱きしめている。

　そしてしばらく沈ちん黙もくが漂ただよったあと、千尋はぽつりとこぼした。

「幼い頃から、私はいつかこの国を滅ほろぼすと言われていた。何よりそうなるのが怖こわいのだ。だから外にも出られずにいた」

　小夜は息を吞のんだ。

「もしかして、そのときが来たのではないか？　そうなら、そう言ってくれ」

　千尋が震ふるえていた。

（そうだった。この方は──）

　幼い頃からそのように言われ続けて生きてきたのだ。暗くら闇やみの中で一人、歯を食いしばって生きてきたのだ。恐きよう怖ふしかなかったに違いない。

　昔の怯おびえきった獣けもののようだった千尋を思い出し、小夜はたまらなくなって、無礼も忘れて彼の背に手を回す。

　そしてとん、とんと優しく背を撫なでた。

「大丈夫ですよ。私がついていますから。私の宿曜で、千尋様をきっと明るい場所に連れていってみせます。大丈夫──あなたの星空はとても綺き麗れいです」

　とたん、体に回っていた千尋の腕に力が入る。ぎゅうと抱きしめられるが、小夜は抵てい抗こうせずに背中を撫で続けた。千尋が安心するまで、続けてあげようと思った。

　そうしながら、小夜は思う。

　先程千尋は、小夜が彼の専属の宿曜師になると言った、と語ったが、あながち間違いではないのかもしれない。

　千尋を救ってあげたい。自分の力は彼のためにあるのではないか、そんなことまで考えてしまう。

（……小夜に、戻れたらな。そうしたら、もっと近くで慰なぐさめてあげられる？）

　ふと湧き上がった考えに目を見開き、

（な、何を考えてるの、私！）

　我に返った、そのときだった。

　咳せき払ばらいが簀子縁のほうから響き、小夜は驚いて思わず千尋を突き飛ばした。

（ひえっ──皇子を突き飛ばしちゃった！）

　と焦あせったが、千尋が床ゆかに倒たおれ込こみながらも小夜を離さなかったため、小夜は彼を押し倒す形になってさらに焦った。

「宮様！　放してください！」

「殿に何を……！」

　恐る恐る後ろを見ると、相良が凄すさまじい形相で睨にらみつけていた。

（うわあ、これ、絶体絶命……！）

　血の気が引いたところで、相良は珍しく怒ど鳴なり声ごえを上げた。

「殿、困りますからね！　もし、この者との噂話が流れたら、殿が世の男色家の餌え食じきになってしまいますから！」

　千尋は一いつ瞬しゆん顔をこわばらせたが、平然と言う。

「いつもの宿曜だ。何を勘かん違ちがいしているやら」

　しかし、小夜にはとてもいつもと同じとは思えなかった。

　あのように間近で見つめ合うなど、親子でもしない。夫ふう婦ふでもない限り、なかなかしないと思うのだ。

　真意を問おうとちらりと目線を動かすと、

「ところで、今日は、昼ひる寝ねはせぬのか？」

　千尋は横になったまま、自分の隣をぽんぽんと叩たたいた。

　その顔からは陰りは消えていた。楽しげな、余よ裕ゆうの戻った表情に安心はするものの、小夜はもうまともに反応することができなかった。

「ご、ご冗談を──！」

　簀子縁に逃れながら叫さけぶ。

「もう眠ねむ気けが飛びました！　失礼いたします──！」
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　翌日のこと。

「志信が、来られない？」

　千尋の問いかけに、相良が頷うなずいた。

「なんだ？　また体調が悪いのか？」

　月に一度、小夜は宿曜と出仕を休む。あれこれと理由をつけているものの、さすがに察しがついたので深く追及せずに休ませている。

　だが、つい先日長く休んだばかりだったし、昨日の戯たわむれがまずかったかと、心配になって眉をひそめると、相良は首を横に振った。

「今日は月蝕が予定されているので、夜に備えて陰陽寮では、朝から全員出仕を命じられたそうで」

「月蝕？」

　そういえば、小夜もそんなことを言っていたか。千尋は思わず顔をしかめる。

　月蝕は忌いむべきものだと言われている。皆、家にこもってその光を浴びまいとするのに、わざわざ見るのは奇き特とくとしか言いようがない。

「観測をするのでしょう。特別なことではありません。天てん文もん生しようですから普段も夜に観測を行っておりますし。暦こよみに関わる行事では当然参加せねば」

「普段？　夜……に？　陰陽寮で？」

　知らなかった。星を見ているのは知っていたが、てっきり家で見ているのかと思っていた千尋は愕がく然ぜんとした。

「月は夜に出るものですし、仕事なので当然陰陽寮でしょうね」

　平然と言われるが、千尋は落ち着かなくなる。

（迂う闊かつだ。中務卿かみなのに、把は握あくできていなかった。もう除じ目もくから四よ月つきも経っているというのに──）

　陰陽寮は当然、男ばかりの職場だ。星に夢中になっている小夜のあの顔を見られるのがひどく嫌だった。

　可か憐れんだと言ったら、小夜は冗談でしょう？　とばかりに苦笑いをしていたけれど、目を輝かがやかせて星空に夢中になる彼女の顔は確かに可憐だった。無む邪じや気きで、見るものすべてを笑え顔がおにするような愛らしさがある。

　星を見るときだけしかあんな顔をしないのだから、本人でさえ知らないのだと思う。

（嫌だ）

　ひどい独どく占せん欲に苛さいなまれ、千尋は頭を絞しぼる。

　彼女はきっと天体観測を楽しみにしているだろう。その楽しみは潰つぶしたくない。だけど、あの顔は誰にも見せたくない。

　となると──。

　千尋は立ち上がる。

「陰陽寮へ行く」

　小夜が来ないのであれば、自分から出向けばいいのだ。

　相良が渋い顔をする。彼も外に出たくないのであろう。

「ですが、本日の出仕は凶きようとなっておりますが……特に午後は」

「気にしない。当たっているとは思えぬからな」

　信明に読んでもらっている宿すく曜よう勘かん文もんは、小夜に吉きつ凶きようを見てもらうようになってからも届いている。この頃は開きもしていないのでもう必要ないと言ったのだが、母はやめることを許さなかった。

　相良はきちんと目を通していたらしい。仕事熱心だとは思うが、今こ宵よい出かけないよりも悪いことが起こるとは思えなかった。
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　その日の昼下がり。申さるの刻の鐘かねが鳴り響いたあと、ざわりと建物全体が揺ゆれた。

　小夜が気配を察して車宿のほうを見ると、そちらからどよめきが上がっているようだった。

「なんだろう？」

　首を傾げていると、忠行が「見てこよう」と立ち上がった。

　小夜は式しき盤ばんと格かく闘とう中だ。陰おん陽みよう師じにとって、欠かせない必ひつ須す道具。中央に北ほく斗と七しち星せいが、周囲に十じつ干かん、十二支や四方門などの記号が描えがかれており、出目の計算によって占うらなうのだ。

　小夜は普段これを使わないのだが、さすがに陰陽寮に勤めている身としては避けて通れないと思う。

　そもそも小夜の方法は特とく殊しゆすぎて、怪あやしすぎる。目を見たら星が見えるなど怪しげなまじないを、千尋が信じてくれるのが不思議なくらいだった。

　忠行はすぐに戻ってきたが、顔を曇らせていた。

「長官がお出ましだ。一体何の用があられるのか……今日はただでさえ忙しいのに」

　迷めい惑わくそうな顔には歓かん迎げいの色は全く浮かんでいない。

「えっ、長官って」

「《光る君》だよ」

「ち──」

　千尋と言いそうになって小夜は慌てて口をつぐんだ。

「中務卿宮なかつかさきようのみや？　え、なんで!?」

「さあ、この間も気まぐれで顔を出されたそうだが……どういう風の吹き回しだろうな。屋敷に引きこもってばかりなのに。こういうときだけ顔を出すとか」

「でも、宮は宿曜勘文で物忌みと言われているから仕方がないんだよ」

　小夜が庇かばうと忠行は渋い顔をした。

「志信、おまえさあ、あんまり深入りしないほうが身のためだぞ？　宮が悪いとは思わないけれど、今上に見放されている今、あの方の傍そばにいても出世は望めない。お飾かざりの中務卿だし、陰陽寮は実質陰陽頭おんみようのかみが力を握にぎっているんだ。取り入るなら陰陽頭だろう？」

　忠行は目線で小夜に合図した。

　そちらを見ると、一人の男が立っている。安あ倍べ家けの当主、安倍あべの明あき親ちか。賀茂家の敵だとみなされている殿方だ。

「でも、私は出世を望んでいないし」

「星が見られればいいって？　星馬ば鹿かってやつか。だけどいつまでも好きなことばかりしてはいられないぞ」

「そうかな？」

「ああ。そう言っていられるのも学がく生しようのうちだけだ。おまえが実は星読みに関してだけは長たけているのは知っている。もっと真面目に、足りない知識や技術を身に着ければ、博士も今みたいにおまえを無視しておくわけにはいかないだろう。それにおまえの父君は、何が何でもおまえを出世させるに決まっている。官位は必ず上がる」

「……出世……ねえ」

　志信のためには出世するべきだ。それに信明だって、跡あと継つぎとして送り込んでいる以上、賀茂家のためにも志信がしっかりと官位を上げることを望むだろう。

　憂鬱になっているときだった。師匠が小夜を呼ぶ。

「志信」

「な、何でしょう？」

　びっくりして振り返った小夜は、顎あごを落とした。

「ち──じゃなくって、宮様!?」

　そこには千尋が立っていたのだ。

　冠をかぶり、桜の襲かさねの雅みやびな直衣のうしを身に着けた凜りんとした立ち姿は、縹はなだ色いろの束帯だらけの場では輝くようで、麗うるわしすぎて目がくらみそうだった。師匠が真っ赤な顔にひどい汗あせをかいている。

「この方のお相手を頼む。お帰りいただこうとお諌いさめしたのだが、どうしても今日、仕事をご覧になりたいと。他の者ではとても無理だ──わしを含ふくめて」

　後ろの山のような野次馬の惚ほうけた顔を見て、小夜はすぐに了りよう承しようの意を告げた。

　危ない。狼おおかみの中に兎うさぎを投げ込んだかのようだ。下手すると普通の殿方を、あちらの世界へといざなってしまうかもしれない。

（罪作りな方だわ……）

　小夜も一歩間違えば転がり落ちそうだが、今のところなんとか縁ふちでとどまっている。志信や賀茂家を守らねばという使命と、星への思いがあるからだが。踏ふみとどまる理由があるのとないのでは大違いだ。

　千尋は仕事の邪魔になるということで、早々に簀子縁に押し出されてしまう。本当はお帰りいただきたいけれども、彼はどうしても仕事の様子を見たいのだと言い張った。

「いっそ、月の宴うたげでも開かれたらよいのに……凶相の皇子と月蝕、不吉なもの同士お似合いだ」

　そんな不敬な言葉さえもどこからか漏もれ聞こえるが、千尋は怒おこりもせずに素知らぬ顔で観測の様子を窺っている。

　酉とりの刻になる頃、陰陽寮全体が慌ただしくなった。日が沈しずむのだ。月の観測は日が沈んでからが本番だった。

　春になったばかりで、風はまだまだ冷たかった。火ひ鉢ばちを間に挟はさんで簀子縁に腰こし掛かける。

　千尋は菓か子しを食べている。傍にはべりながら、小夜は膨ふくらんだ夕日に目を細めた。

「あかねさす　日の暮れゆけば　すべをなみ　千ちたび嘆なげきて　きみをこふる」

　千尋が囁くように歌を詠む隣で、

「日暮れ……？」

　小夜は山やま陰かげに沈んでいく日を見つめながら、何か、違い和わを感じる。

（あれ？　落陽の位置……あんなところだったっけ？）

　首を傾げていると、千尋がむっとしたように顔をしかめた。

「志信。聞いておったか？」

「あ、え──ええと、申し訳ありません、ちょっと日が落ちる位置がいつもと違うように思えて」

　というか、和歌など詠みかけないでほしいと小夜は思う。苦手だと知っているだろうに、どうして謎掛けのように詠んでくるのだろう。

　千尋はため息を吐きながら、空を見上げる。

「星の何がそんなにそなたを引きつける？」

「一ひと目め惚ぼれですよ。美しいじゃないですか。それ以上の理由が必要だとは思いません」

「そうか。だとすると、そなたの視界に入るのは相当に難しいな」

　千尋が隣で言うけれど、小夜は一番星にすでに魅み入いられていて、言葉の意味を深く考えることはできない。

「先程、落陽の位置とか言っておったが、何が気になる？」

「うーん……とですね。なんとなく、なんですけど、去年の同じ時期にも──というよりほぼ毎日ですが──私は同じように空を見て過ごしているのですが、去年はあの山と山の間に日が落ちた気がするのです……といっても、観測地点が違うのではっきりとしたことは言えませんが」

　築土の向こう側、山並みを指差して説明をする。

　そうしながら、一度家に帰ってから確認をしたほうがいいかもしれない、と思った。

（んー……春分が一番近くてわかりやすい？　その次は夏げ至しかしら）

　考え込んでいると、千尋が問いかけた。

「毎年同じ位置に落ちるものか？　月の動きと太陽の動きは連動しているものなのか？」

「はい。落陽が大きくずれることはありません。ある程度は、法則がわかっていまして」

　意外そうな千尋に小夜は説明をする。

「月の満ち欠けで暦が決まりますよね。ひと月に一つの朔さく月げつと満月が含まれるように暦が作られています。暦を作る──それも陰陽寮の仕事の一つです……ってご存知とは思いますが」

「あまり関わっておらぬからな。よく知らぬ」

　千尋は苦笑いをして続きを促うながす。

「月は約十五日で満ちます。つまり三十日がひと月という計算方法が取られているのです」

　小夜は座学で学んだ暦れき法ほうを説明した。

「ですが、それではいつの間にか季節がずれてしまうらしいのです。なので三年に一度閏うるう月づきを設けて、一年が十三ヶ月になるように調整をしています。閏月をどう配置するかなどが書かれているのが唐とうから渡ってきた暦法──宣せん明みよう暦れきなのです……といっても、まだ学んでいる最中ですが、なかなかに算術が手て強ごわくて」

　暦れき学がくは専門外とはいえ、陰陽寮にいる限り避けては通れない。

　ちなみに暦の編へん纂さんは朝ちよう廷ていが独占して行うもので、暦の計算書は陰陽寮以外には出してはいけない禁書である。小夜もまだまともに触さわらせてもらえていない。

「熱心だな。だが熱心すぎるのもどうかと思うが。いつも夜中にここで一人、星を見ているのか？」

「いえ、他の学生も一緒ですよ。観測することを考えて作られているからか、やはり家よりもよく見えるのです。だからついつい毎日こちらで過ごしてしまいまして」

　四条の家に帰るのは明け方だ。着き替がえだけのために帰っているような気がする。そんな小夜に観測を押しつけてくる学生も多いが、それさえも嬉うれしいくらいだ。

「……」

　どことなく千尋が不ふ機き嫌げんになってしまった気がして、何がまずかっただろうかと小夜は不安になった。

「やはり、長くは置いておけぬな」

「何がです？」

　問いかけると、千尋は少し考え込んだあと、例によって歌を詠み始める。

「山やまの端はに──」

「あーっと、和歌はもう勘弁してください……」

　げっそりしていると、千尋が笑って東の空を指差した。膨らんだ望もち月づきが昇のぼってきていた。

「ほら、月が出た。そなたと月が見られて嬉しい、そう言おうとしたのだ」

「はあ」

　また誤解を招くようなことを。

　いつもの冗談だろうと適当に相あい槌づちを打ったあと、千尋の顔を見ると、彼は真しん剣けんな目でこちらを見つめていた。

（なな、なな何を……！）

　思わず顔を背そむけて、今度はぎょっとする。視線の先に、信明が難しい顔をして立っていたのだった。

「歌の続きを、ぜひお聞きしたいものですね」

「……そなたに聞かせるような歌はないな」

　どこか挑ちよう発はつ的な信明と千尋の視線がぶつかる。小夜は、なぜか二人の間に、ばちばちと火花が散ったような気がした。
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　内だい裏りから帰ってきた千ち尋ひろは、いつもどおりに庇ひさしの間まで昼ひる寝ねをする小さ夜よを見つける。

　床ゆかの上で小さくなる彼かの女じよを抱だき上あげると、御み帳ちよう台だいへと運ぶ。

　彼女の眠ねむりは相変わらず深く、少し触ふれたくらいでは起きる気配を全く見せない。いくら遠えん慮りよするなと言っても絶対に御帳台で眠らないのは、まだ押おし倒たおされると警けい戒かいしているのかもしれない。

　春も半ばに入り、彼女の仕事は忙いそがしさを増している。

　この頃ごろ、天体観測をよく任されているのだ。彼女の星に関する情熱及および記き憶おく力りよくが優すぐれていることが上にも理解できたのだろう。

　観測は昼間のこともあり（太陽の動きと昼に見える月の動きを観測するらしい）、そんなときは宿すく曜ようが休みになった。

　力が認められた証しよう拠こで、喜ばしいことなのだろうけれども、宿曜と昼寝の時間──つまり自分との時間が減るのは寂さびしいと千尋は思っていた。

　そして会えない時間が増えれば増えるほど、会ったときに彼女に触れたいと思ってしまう。

　湧わき上あがる衝しよう動どうは日に日に強くなっていた。

　あの女姿を見てしまったせいだ。それまでは、初う心ぶな小夜をからかう余よ裕ゆうさえあったというのに、もうそんな余裕はどこかに消え失せてしまっている。

　束帯を身に着けたままの昼寝は寝苦しそうだ。だが決して小夜はくつろがないし、理由を知っている千尋も脱ぬげとは言えないでいる。

（せめて袍ほうは脱いだほうがいいのだろうけれど）

　脱がせるとなると、さすがに理性が持ちそうにないと思った。

（もしも……小夜が素す性じようを明かしてくれたなら……）

　この頃夢想することが多くなっている。

（そうなれば、こうして劣れつ情じようをこらえることもなかろうに）

　普ふ通つうに恋こいの歌を詠よみ、腕うでの中に抱くことができればと、何度夢見たことか。

　だがそうしてしまえば、小夜を不自由な籠かごの中に閉じ込めてしまうことになるのだった。

　それに、小夜といると、自分が凶きよう相そうの皇子であることを忘れてしまう。だが、忘れてはいけないのだ。千尋が手に入れたら、彼女は絶対に幸せになれない。自らのまとう不幸の中に取り込んでしまう。

　それは嫌だった。千尋が魅み了りようされたのは、星空を見上げてあどけなく微笑ほほえむあのひだまりのような笑え顔がおなのだから。

（だから）

　千尋は現状を維い持じし続ける。

　小夜を志し信のぶとして傍そばに置き続ける。そうすれば、いつまでも彼女は笑顔のままで、彼かれのものでいてくれるから。





[image: ]






　春分の日のことだった。

　前日から三条の自宅に戻もどっていた小夜は、早朝、日の昇のぼる位置を確かく認にんする。

（おかしい……）

　格こう子しを上げて睨にらみつけていたが、やはり昇る位置が記憶とずいぶん違ちがうような気がした。

「これって、暦こよみがずれてるってことじゃないの？」

　先日、千尋相手に説明をしたけれど、宣明暦も完かん璧ぺきではない。だから暦を定期的に見直す必要があると座学で聞いた気がする。寝ぼけていたのか、いまいちはっきりしないが。ただ昼の長さが季節を決めるのは間違いないはず。だとすると旭きよく日じつと落陽の位置の大きなずれはどうしても気になる。

　これはだめだと、小夜は二条邸ていより陰おん陽みよう寮りように先に行くことにする。陰陽頭おんみようのかみに話をつけるべきなのではないかと思ったのだ。

（ひとまず四条に着き替がえに戻って、千尋には遅ち刻こくするって文を届けて）

　二条の屋や敷しきは参さん内だいの途と中ちゆうに通るのだ。

　慌あわただしく出かける小夜に、和泉いずみが訝いぶかしげに尋たずねる。

「一体どうなさったのです。昨晩帰っていらしたばかりなのに」

「し」

　仕事だと言いかけて、慌てて口をつぐんだ小夜に、和泉はずずいと詰つめ寄よった。

「例のお方から、文が届いておりましたよ？　桃ももの枝に付けられた素す晴ばらしいものでしたが、今日はお元気ですわよね？　お返事できますわよね!?」

「え、まだ諦あきらめてなかったの!?」

　小夜が目を見開いていると、和泉は返歌をと言わんばかりに硯すずりと筆を差し出した。

「い、忙しいから、あとで！」

　重い鬘かつらと衣ころもを引きずりながら小夜は急いで屋敷を出た。




　陰陽寮に着き、師し匠しようである安倍あべの諄親ともちかを捜さがすとすぐに見つかった。のんびりとお茶を飲んでいる彼を見ているとなんだか和なごんでしまうのだが、それどころではない。

「あのっ、師匠せんせい！」

「なんだ、志信か。こんな時間に珍めずらしいな。宮の宿曜はどうした？」

「ええと、後ほど伺うかがうことにしておりまして。今日は師匠に少し教えてほしいことが」

「なんだ？」

「これは師匠に訊きいていいかわからないのですが、今日は春分ではないですか。だけど、日の昇る位置が大きくずれている気がして」

　小夜は毎年春分に天体観測をしていたことを告げ、自分の家から見える朝日の位置が違ったと訴うつたえる。

「だから、陰陽頭にお取り次ぎをしていただきたく」

　さすがに学がく生しようが訴えても、相手にしてもらえないと思ったのだ。だが、師匠は大きなため息を吐ついただけだった。

「お主なあ……寝ぼけて夢でも見たのだろう？　そんなことを訴えてくる前に、もっと真面目に座学に取り組め」

　師匠は手をひらひらと振ふると、立ち上がり「厠かわやに行ってくる」と小夜を置き去りにする。

　小夜は震ふるえた。これほど自分の居い眠ねむり癖ぐせを恥はじたことはない。

（寝ぼけている、ですって？）

「待ってください！　本当なんです、寝ぼけてなんかいません！」

　食い下がると、師匠はもじゃもじゃの白い髭ひげの間から大きなため息を吐いて、目を細めた。

「だとしてもだ、それは暦れき博士はかせ──賀茂かもの明あき保やすに訴えるべきことだな。管かん轄かつ外のことに首を突つっ込こむと煙けむたがられる。そうだ。わしではなく、父君に頼たのんではどうだ？」
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　その後、捜し回ったけれど、明保はまだ出仕していないらしく、捕つかまらなかった。

　このまま明保を捜すべきか、それとも師匠が言うように信のぶ明あきに頼むべきか。迷った末、小夜は二条の屋敷に向かった。

　文で知らせていたときからずいぶん遅おくれてしまっていたため、先に宿曜を終わらせてから、また寮に戻って捜そうと思ったのだ。

「すみません、遅おそくなりました！」

　小夜は二条邸に着くなり簀子すのこ縁えんに駆かけ上あがる。

　千尋は物もの憂うげに庭を眺ながめているところだった。彼は小夜を見るとかすかに微笑む。

　だがその笑顔が苦しげに見えて、小夜は戸と惑まどった。まさか、一日中こうして待っていたのだろうか？

「遅かったな。もう日暮れが近い」

「今からでも……いいですか？　今日ではなく、明日のものを読みましょうか？」

　千尋は首を横に振る。

「今日のを。明日のは、明日また頼む」

「わかりました」

　いつものように膝ひざを突き合わせる。すると千尋は「……遠いな」とつぶやき、あぐらをかいた。そして小夜の手を引いて、自分に引き寄せる。

「な、何をされるのです!?」

　千尋の胸の中に飛び込む形となった小夜が慌てて顔を上げると、すぐ傍に千尋の顔があった。

「こうしたほうが、さらに見やすいのではないかと思っただけだが？」

　息がかかるくらいの距きよ離りだというのに、その目は無む垢くだった。

　何か別の意図があるのではと、疑ってしまった自分のほうが邪よこしまな考えにとらわれているような気がして、小夜は反論を吞み込む。

　確かに近いほうが見やすい。だけど体まで近ければ、落ち着かない。

（見ていられない──）

　小夜は凄すさまじい音を立てる胸に、静まれと命じる。

　だが命じれば命じるほどに暴れる。顔が火ほ照てってくるのも感じた。

　千尋の眼まな差ざしが蜜みつのように甘あまく感じる。視線を絡からめ取られて目をそらせない。今までは瞳ひとみの中の星しか見えなかったはずなのにどうしてだろう。

　小夜が固まっていると、千尋が、ふと口を開いた。

「そなたを待っている間、昔のことを思い出していた」

「何を、です？」

「あの娘むすめのことだ」

　頰ほおに千尋の息がかかり、小夜は身じろぎして距離を取ろうとする。だが小夜の腕を摑つかんだ彼の手は強い。逃にがさない──とでも言うようだった。

　小夜は囚とらわれの身になってしまったかのような心ここ地ちになる。

「あの娘は、そなたと同じように臆おくすることなく私の目を見つめてきた」

　小夜は息ができない。星を見たいのに、彼の目を見てしまう。こんなことは初めてだった。

「私の持つ星空は美しいと。あの言葉で私は救われた。生きていてよいのだと思えた。暗くら闇やみの中に、突とつ然ぜん光が灯ともったかのようだったのだ。……私は、そのときからずっと彼女が欲ほしかった──ずっと、この腕の中に閉じ込めたかった」

　甘い蜜の中で煮に詰つめられたかのようだった。溺おぼれそうで息ができない。

（千尋様。私、私が小夜なんです）

　いっそ告げてしまえばと思うと、泣きたくなってくる。

　だが姫ひめに戻ってしまえば、星を失い、宿曜を失う。そうなれば、ただの落ちこぼれの姫である小夜に戻ってしまう。

「宮様」

　告げてはいけないと自分に言い聞かせる。千尋の腕から逃のがれようとしたら、許さないとばかりに小夜の手首を握にぎる彼の手にさらに力が入った。

「千尋と呼べと言わなかったか？」

　剣けん吞のんな光が灯る。

「ち、ひろ、さま」

　喉のどが干ひ上あがって声がかすれると、千尋が苦しげに眉まゆを寄せた。

　千尋の顔がさらに近づき、小夜は思わず体をこわばらせる。逃げなければいけない──そう思うのに、体が全く動かなかった。

　物語の一幕のようだと思う。

　今にも唇くちびるが触れそうだった。

　そんなことは絶対に起こるわけがないのだけれども……だけど、もしこのまま唇が触れたらどうなってしまうのだろう。

　頭の中で警けい鐘しようが鳴っているのに何も考えることができない。

　小夜は何かに取り憑つかれているようだと思った。

　これが物ものの怪けに魅みせられるというのならば、おそらくもう小夜は彼にとらわれている。

「あの娘に会いたいのだ」

　千尋が囁ささやく。甘い眼差しが、小夜に真実を告げろと命じているようだった。誘さそわれて口が開きかける。

　だが、

「あの愛らしい娘に……会いたいのだ」

　千尋が続けて切なげに言い、小夜は突とつ如じよ頰を張られたような気になった。

（愛らしい……!?）

　すんでのところで小夜は告白を吞み込んだ。

（あ、危なかった……!!）

　あまりに甘い雰ふん囲い気きに、自分に向けて言われているように勘かん違ちがいしかけたが、どう考えても千尋は美しい思い出に浸ひたっているだけだ。

　もし自分が小夜だと告げていれば千尋はきっと幻げん滅めつしただろう。焦こがれて仕方がない娘が、小夜のような残念な姫になってしまっているのだから。

（──いや、私があのときの娘だって信じてくれない可能性だってある……！　だって、千尋の記憶の中の小夜と私はあまりに違うもの……！）

　だとしたら千尋は謀たばかられたと傷ついてしまう。美しい思い出を汚けがされたと怒おこるかもしれない。小夜は、彼の信しん頼らいを失った上に、正体も明るみに出て、結果すべてを失う。信明や、志信たちも巻き込んで。

　最悪の事態が頭の中に広がり、小夜はひどく怖こわくなった。

「……その方に、お会いできると、よいです、ね」

　絞しぼり出だすように言うと、力を入れて千尋の胸を押す。千尋は苦しげに顔を歪ゆがめた。見ているほうが胸を締しめつけられるような、そんな眼差しだった。小夜は目をそらして大きく深呼吸をする。

　と、そのときだった。小夜の視界に、赤い光が映った。

（……え？）

　小夜はみるみる目を見開き、千尋の腕から抜ぬけ出だすと簀子縁に走った。

「ああ、やっぱり──！」

「……どうした!?」

　千尋も小夜を追いかけてくる。彼の顔からは先さき程ほどの甘かん美びさは消えて、厳しい表情になっていた。

「やっぱり、ずれてます。あぁ、どうしよう──」

　小夜が頭を抱かかえると、千尋が不可解そうに覗のぞき込こむ。

「今日は春分です。なので、真西に日が沈しずむはずなのです」

「西……」

　京の都の道は碁ご盤ばんの目のようになっている。そして屋敷も道に沿って建てられる。つまり簡単に方角がわかるのだ。

　今、太陽は建物より少し手前で沈んだ。ということは、暦がずれているのだ。

　確証を得てしまった小夜は戸惑う。

　このわかりやすい現象に誰だれも気がついていないのだろうか？　小夜は不思議で仕方がなかった。

「陰陽頭にお知らせしないと」

　暦がずれるということは、それをもとに動いているすべてのことに影えい響きようが出る。

　万が一、重大な祭りのときに日につ蝕しよくでも起きてしまったら一大事だ。

　日蝕ほど不ふ吉きつな天文現象はない。国全体が恐きよう慌こうに陥おちいるし、それを予想できずして、何のための陰陽寮なのかという話になってしまう。

　退出を願い出ると、千尋は「一いつ緒しよに行こう」と言って家司けいしを呼びつける。

「相良さがら──出かけるぞ」

　小夜は驚おどろく。

「私がいれば多少は話が通りやすいだろうから。お飾かざりといっても長官だからな」

　千尋は笑うが、その目の中にひどく切なそうな光を見つけてしまい、小夜は戸惑った。




　夜の正装である衣い冠かんに着き替がえた千尋を見るのは初めてだった。

　小夜が見み惚とれると、

「御ご所しよには参らないが、念のため」

　と彼は言う。

　彼の出仕は大体が午前中で、小夜と入いれ替かわりに出仕するので、束帯姿も見たことはない。屋敷の中だと普通は直衣のうし姿でくつろいでいるものなのだ。

　雲うん鶴かく文もん様ようの黒の袍が、彼の美び貌ぼうに凄すごみを加えている気がする。冠かんむりもいつもの烏え帽ぼ子しと違ってきりりと凜り々りしい。

　狭せまい車の中だと、どうしても視界に入ってしまう。小夜は落ち着かずにそっと床を見つめる。

「あ、あの、私は歩きたいのですが」

　そもそも身分を考えると、こんな立派な車に乗るのは不自然だったし、親王と一緒など恐おそれ多おおすぎるのだ。

　だが千尋は小夜が歩くのを許してくれない。「夜道は危ない。そなたが歩くのならば私も歩く」の一点張りだった。

　となると千尋を歩かせるわけにいかない小夜は、車から降りられない。

　随ずい身じんの訝しげな視線が御み簾すごしにも痛いくらいに刺ささってくる。

　どう考えても関係を疑っている気がした。

（違うんです……）

　げっそりする。小夜はまだいいとして、千尋はそんな噂うわさが流れたら危ないと思うのだが。
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　朱雀大路すざくおおじを行く車はやがて陰陽寮にたどり着いた。人に見られる前にとそそくさと車から降りる。

　春分だというのに天体観測に割さく人手は少ないようだ。

（あれ？　そういえば、今回は観測に駆り出されなかった？）

　月げつ蝕しよくのときは陰陽寮総出で大おお騒さわぎだったというのに、何が違うのだろうか。

　千尋が車から降りると、彼を見つけた者がざわめいた。見るだけで心が動くというのは本当にすごい。美貌に慣れつつある自分もすごいと思った。

「陰陽頭おんみようのかみはいずこだ」

　千尋が声をかけると、傍にいた男が恐きよう縮しゆくして固まった。

「す、すでに退出しておりまして」

　小夜は目を剝むいて口を挟はさんだ。

「春分なのに？」

「暦博士が担当ですので。呼びましょうか？」

「頼む」

　千尋は静かに言った。

　庇の間で待っていると、慌ただしい足音とともに、一人の初老の男性がやってきて名乗りを上げる。先程小夜が捕まえられなかった暦博士だ。

「賀茂明保が参りました。星しよう尋じん親王様」

「この者が落陽の位置がずれていると言っておるが、そなたはどう思う？」

「あぁ……そうですか」

　明保は小さく瞬まばたいたあと、簀子縁から下りて西を見つめた。

　だが、すでに落陽は終わっている。観測はしなかったのだろうかと訝しんでいると、明保は言った。

「改かい暦れきの時期が来たのでしょう」

「改暦？」

　千尋が問うと、明保は逆に問いかけた。

「閏うるう月づきのことはご存知ですか？　つまり季節は多少ずれていくものなのですよ」

「志信に聞いたが、閏月は大きなずれが生じないようにするためのものであろう？」

「暦法も完璧ではございませんから、今も細かい調整──改暦が必要なのでございます。そろそろそういう時期のようですから、近々陰陽寮より今きん上じように奏上いたします」

　大したことではない、とでも言うようだった。だが小夜はどうしても気になって訊いた。

「あ、あの。今日は落陽の観測は行わなかったのですか？」

　明保は、小夜に向かって鼻で笑う。ずいぶんと不ふ遜そんな態度だ。

「もちろん、うちの暦れき生しようが行ったが、普ふ段だんどおりだと報告があった」

　暦生というのは、暦博士のもとで学ぶ学生のことだ。そんなばかなと小夜は思う。あれだけわかりやすい現象を見逃すなどありえない。もしや、さぼっていたのではないか。

「ですが」

「そなた賀茂志信だな。信明の息むす子こか」

　明保の目に冷たい光が宿った気がして、小夜は口をつぐむ。

「そなたも宿すく曜よう道どう側の人間だろう？　暦道には暦道のやり方がある。口を挟まんでほしいな」

　ぴしゃりと言われて小夜はそれ以上食い下がることができない。

　明保は千尋に向かって礼を取ると去っていく。千尋が目を丸くしている。

「なんだ、今のは」

　小夜も同じ気持ちだった。なぜ怒りを買ったのかはわからないが、彼の言う暦道というのが気になった。安あ倍べ家と賀茂家との勢力争いとなんだか似たような空気を感じた。

（信明に聞くしかないわ）

　小さくつぶやいたあとに疑念が湧く。

（あれ……？）

　かつて、どうして天文博士ではないの？　と信明に問いかけたことがあった気がする。

　星を読んで吉きつ凶きようを占うらなうという仕事は、天文の方ほう技ぎだ。小夜が天てん文もん生しようになったのは、宿曜を読むからなのだ。

　彼もまた宿曜師だ。なのになぜ。

　今になって、どうして信明が権ごんの暦れき博士はかせなのかが再び気になりだしたのだ。




　小夜は、その足で信明を捕まえに行った。職場は一応同じ建物だ。普段は仕事の邪魔になるから声をかけることはしないが、今日は話が違った。

「権博士！」

「志信？」

　小夜のもとへと現れた信明に、すぐに問いかける。

「聞きたいことがあるのです」

　信明は小夜の後ろを見て目を瞬かせる。なんだろうと思って後ろを見ると、千尋までついてきていた。

　何かぼろが出そうな気がして冷ひや汗あせが出てくるが、外してくれとも言えない。小夜はさっさと本題に入ることにする。

「あの、春分の落陽が真西ではなかったのです」

　そう言うと、信明は顔を険しくした。

「それは陰陽頭かみには？」

「まだです。お伝えしようと思ったら、もう帰られているということで、代わりに暦博士に申し上げたら……」

　冷たくあしらわれたことを伝えると、信明は頷うなずいた。

「宿曜道と暦道は改暦の方法で揉もめていてね。──話はわかった。とりあえず、後は私に任せて、おまえは家に帰りなさい」

　小夜はほっとする。権博士の言うことならば、きっと上にちゃんと伝わるだろうと思ったのだ。

　帰りかけた小夜だったが、信明は呼び止めた。

「そうだ。志信。今日は、あれを受け取る日だったと思うが、まだできないのか？」

「あれ？」

　首を傾かしげる小夜に、信明は「これは今週の分だ」と星図の入った袋ふくろを渡わたしてくる。

　それを見て小夜ははっとする。自分が宿すく曜よう勘かん文もんを作っていなかったことを思い出したのだ。

　今でも週に一度作っているのだが、落陽のずれについて考えていたせいで、忘れていた。

「──すみません、作っていません」

　今まで一度もさぼったことがなかったため、信明が眉をひそめる。

「困るな。明日までに届ける約束だ。期限を守ることが大事なのはわかっているはずだが」

　小夜は頷く。宿曜が朝に届かねば意味がないのはわかる。客は動けなくて困るだろう。そして信用を失えば仕事がなくなり、志信の薬代が払はらえない。

　わかっているけれど──考える余裕がない。

「仕事が忙しくて、作る時間が取れないのです」

　小夜が言い訳をすると、千尋が訝しげに尋ねた。

「先程から何の話をしているのだ？」

　すかさず信明は言う。

「些さ細さいなことでございますよ。宮を煩わずらわせるようなことではございません。ですから──宮、申し訳ありませんが、少しだけ親子水入らずで話させていただけますか？」

　親の顔をすぐに作れるところが曲くせ者ものだと思う。

　千尋は鋭するどい眼差しでしばし信明を睨んでいたが、やがて「私は外したほうがいいのか？」と小夜に尋ねた。

　今は彼がいないほうが、都合が良い。

　小夜がお願いしますと頼むと、千尋はどこか悔くやしそうにしながらも「ここで待っている」と頷いた。




　二人で庭に下りる。空にはすでに星がまたたいていた。

「ずいぶんと仲睦むつまじい様子ですが、もしやすでに契ちぎられた？　秘密を話してしまわれたのですか？」

　周囲から人がいなくなると、信明はとたんに丁てい寧ねいな口調に切り替えた。だが発言内容があんまりだったため、小夜は目を剝いた。

　契る──とは行く末を誓ちかい合う、が転じてつまりは男女の関係になったという意味だ。あからさまなことを軽々しく口に出さないでほしい。

「そんなわけないでしょう!?」

「それはよかった。今そんなことになっては、何もかも終わりですから。──ですが、傍はたから見ていると、いつそうなってもおかしくないように見えますが？」

　そんなわけはない。小夜は驚いて否定する。

「宮様は、私のことを男だって──志信だって信じていらっしゃる」

「だとしても、あまり打ち解けていては、いつばれてもおかしくない。そろそろ宿曜をご遠慮してはいかがです？　仕事にも慣れたでしょうし、もう居眠りする暇ひまもないでしょう？　いつもの宿曜勘文だって、昼間二条に遊びに行かなければ十分に作る時間はあるのではないですか？」

「遊びに行っているわけでは──」

　と否定しかけた小夜だが、ついつい先程の千尋との宿曜を思い出してしまって顔を赤らめる。

　そういえば、今日、小夜は宿曜を行わなかった。だとしたらあれはもう仕事ではないのではないか？

（じゃあ、あれは、何？）

　千尋の腕の中、間近で見つめ合い、そして彼は《小夜への愛》を囁いた。

　千尋の想おもい人は記憶の中にしかいないのだから、あれはつまりは男同士の恋の悩なやみ相談だ。

　源氏物語に喩たとえれば、光源氏と頭とうの中ちゆう将じようの『雨あま夜よの品定め』（と言うには身分が違いすぎるけれど）のようなもののはずだった。

　けれど、傍はたから見ればまるで逢あい引びきなのかもしれない。そう思ったとたん頭から湯気が出そうになって、小夜は慌てて頰を押さえた。

　信明は微笑むと、小夜の耳に唇を寄せた。

「私の言うことをお聞きなさい。さもなくばあなたの性別を皆みなにばらしますよ？　そうなれば、あなたは謀ったと言われて宮の信用を失う。陰陽寮を追い出されて、星も読めなくなります。悪評は世に広がるでしょうし、あなたは姫でいられなくなるかもしれない」

　低い声が耳じ朶だに触れ、小夜はぞわりと背筋が粟あわ立だつのがわかった。まさか信明から裏切られようとは思いもしなかった小夜は仰ぎよう天てんする。

　もしそうなってしまったら、小夜の人生、お先真っ暗だ。

　髪かみを切り落としてしまった今、大だい納な言ごん家けの姫として生きるのはほぼ不可能。髪が女の美しさの基準のこの世の中、鬘でごまかすのも限度があるだろう。尼あま削そぎのような髪の娘と結けつ婚こんしてくれるような奇き特とくな殿との方がたはいないだろうし、行き先は尼あま寺でらしかない。

　信明という協力者を失ってしまえば、これほどに無力なのかと小夜は青ざめた。

「なっ──そんなことをしたら、あなたたちも共とも倒だおれよ!?」

「いいえ。大納言家の姫ひめ君ぎみに頼み込まれて身代わりを断れなかったと言います。そして空いた席に本物の志信を出仕させれば、万ばん事じ解決しますから」

「体の弱い志信を!?　鬼おになの!?　あなた」

　いや違う、小夜が志信のことを大事に思っていることを知っての台詞せりふだとすぐに理解する。人ひと質じちまで取られていることに気がついてぞっとする。

「卑ひ怯きよう者もの──!!」

　思わず声を荒あららげると、信明はにやりと笑った。

「どのように言われても結構。私には何としても成なし遂とげねばならないことがあるだけです」

　冷たい声には何か覚かく悟ごのようなものが滲にじんでいる気がした。小夜は初めて聞いた彼の真しん剣けんな声にどきりとする。

「……それは何？」

　目の中の星を見て、彼の腹を探さぐろうとする。だが信明はふ、と雅みやびな笑えみを残すと、小夜から目をそらして立ち上がった。

「とにかく、宿曜勘文はお願いしますね。薬代が稼かせげないと、志信がいつまでたっても元気になれません」

　呆ぼう然ぜんとしている小夜を置いて、信明は仕事に戻ってしまう。そしてその後小夜が何を言おうとも、完全に無視し続けたのだった。





三






　小夜を四条に送り届けたあと、千尋はそのまま賀茂家の前にとどまった。

『卑怯者──!!』

　先程簀子縁で待っていたら、小夜のそんな声が耳に届いたのだ。

　以前から小夜と信明の間には何かあると思っていたが、ある種の確信を得た。小夜はおそらく脅おどされて利用されている。

　牛車が近づき、屋敷の前で止まる。随身が門を開けるのを見て、千尋は車に近づいた。車の主は千尋に気づいたのか、その場で車を降りてきた。

「これはこれは、親王様がお忍しのびですか。どこぞに通う姫でもおられるのでしょうか？」

　何か含ふくみを感じて、ぎくりとしながらも、千尋は問いただした。

「先程、志信に何を言った？」

「親に対する無礼を叱しかっただけですよ。しつけなので口出しは無用でございます」

「しつけなどではなかろう？」

　なぜなら、そなたたちは、親子ではない。喉元まででかかる。

　睨みつけると信明は、はあ、と深いため息を吐く。




「しのぶれど　色に出いでにけり　わが恋は　ものや思ふと　ひとの問ふまで」




　突如信明が口に出した昔の和歌に、千尋は目を見開いた。

　込められた意味はすぐに理解できた。わざわざその歌を口にする意味さえも。

『あなたが想っている人は、隠かくしていても顔に出ています』

　句に名をかけているのであろう。胸むな先さきに刀を突きつけられたような心地がする。

「志信に教えましょうか？　あなたが、ご存知であることを。さすれば、あなたは彼を手放さざるをえない。それとも、姫として得ますか？　凶相の皇子の妃きさきとして？」

　この男は──親王でさえ脅してくる。一番の弱みを容よう赦しやなく突いてくる。

　自分よりも何枚も上うわ手てだと察した千尋が黙だまり込こんでいると、信明はさらに不遜な笑みを浮うかべた。

（とんだ怖いもの知らずだ。──だが、なぜ？　そこまでして、何を企たくらんでいる？）

　千尋が思わず手を握りしめているうちに、信明は会え釈しやくをすると、屋敷の中へと消えていった。
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　翌朝。小夜は見事な朝あさ寝ね坊ぼうをしてしまっていた。

　というより、文机ふづくえに突つっ伏ぷして寝落ちしていたのだが。

　宿題の宿曜勘文を、夜を徹てつして作っていたのだ。

　いつもは小夜の悪筆を信明が解読し、清書をして依い頼らい者に渡しているらしいが、今回は遅れたから清書なしと言われた。

　丁寧に書いていたら時間がひどくかかってしまったが、字はそう簡単に綺き麗れいにならない。

「姫様」

　ごほ、という咳せきの音がして、小夜が目を開けると、簀子縁に人ひと影かげがあった。

「志信!?」

　慌てて起き上がると服を整える。志信が起き上がってくるのはとても珍しいことだった。

　局つぼねに人が尋ねてくることはなかったため、なんだか慌ててしまう。

　こういう場合、実家ならば女によう房ぼうが取り次ぎをするのだけれども、この屋敷にそれほどの人手はない。女房だけでなく家司けいしもいないのだ。

　小夜がいるのは屋敷の東。西に志信が寝込んでいる局があった。

　普段離はなれて過ごしているのだ。小夜が彼の様子を見に訪ねることはあれど、逆は初めてだ。

　一体どうしたのだろう。

「夜を徹して仕事をされていると聞きました。きっと父のせいですよね？　姫君なのにご苦労をされていらっしゃるのが、忍びなくて」

「私は丈じよう夫ぶだから！　志信は寝ていて！　風か邪ぜを引いたらどうするの！」

　志信は胸を患わずらっている上に、しょっちゅう熱を出すのだ。小夜が放置されているのも、彼に手が必要だという理由もあった。

「大だい丈じよう夫ぶです、大分、暖かくなりましたし」

「油断大敵よ。ほら、褥しとねに戻って」

「これを」

　志信は御簾を僅わずかに持ち上げると、桜の枝を差し出した。

「今朝、庭を見たら咲さいていたのです。姫に見せて差し上げたくて」

「え──わぁ、綺麗！　すごい、もう咲いているの？」

「やっぱり。姫は星ばかり見ていらっしゃるから、きっと気づかれないと思いました」

　星空も美しいけれど、この淡あわい色合いは温かい。荒すさんだ心が癒いやされる気がした。

「そのとおりよ。ありがとう」

　ごほ、と志信は咳をすると、かすかに微笑んだ。

「では戻ります」

「お薬をちゃんと飲むのよ？」

　顔を見るたびに言う言葉をかけると、

「もちろんです。早く元気になって──少しでもあなたの役に立ちたいので」

　志信はそう言うと、簀子縁を去っていく。

　桜の花を見て微笑むと、小夜は立ち上がる。

「──さぁ、元気をもらったから今日も頑がん張ばらないと」




　せっかくだから千尋にも見せてあげようと思って、桜の枝を二条邸に持っていった。だが、「いただきものなのですが」と桜の枝を見せたとたん、千尋はむっつりと黙り込む。

「ど、どうされました？」

　喜ぶと思っていたのに。小夜が目を瞬かせると、

「私より先に春を知らせるなど」

　むっとしたまま千尋は袂たもとから何かを取り出した。それを見て、小夜は思わず笑ってしまった。

　可か憐れんな花をつけた桜の枝だった。

「あぁ、これは必要なかったのですね」

　不ふ機き嫌げんの原因がわかりくすくすと笑うと、千尋はさらにへそを曲げた。御簾の向こうはしばし沈ちん黙もくする。

　困こん惑わくした小夜は、今日はもうお暇いとましたほうがいいかもしれないと退出を願い出る。

「あの、今日はもう失礼したほうが……？」

　だが返事がない。かと思うと、深いため息が聞こえてきた。

「すまない。──どうにも、そなたが鈍にぶすぎて、焦あせってしょうがないのだ」

「はあ……そんなに鈍いでしょうか？」

　千尋よりはましだと思うけれど、と首を傾げているところに、相良がやってきて、「本日の宿曜勘文でございます」と告げた。

「志信、取ってくれないか」

　千尋が言って、小夜は相良から紙の束を受け取る。

（ん？　え、これ）

　見覚えがあるのも当たり前だ。それは、小夜が出がけに信明に渡してもらうよう頼んだものだったからだ。

「えっ、ちひ──いえ、宮様の宿曜勘文ってこれ……!?」

　思わず開いて見ると、やはりそれは小夜の書いたみみずの這はったような文字。しかし字の汚なさに驚いたわけではない。

　中に書かれているのは、陰かげった運勢を持ち、小夜が明るく言いい換かえるために一番時間をかけて書き上げているものだったのだ。小夜が千尋の目に見る綺麗な運勢とは違う。

　相良が「な、志信!?　おまえ、殿とのがご覧になる前に何を失礼なこと──」と逆上しそうになるが、千尋が止める。

「相良。少し下がっていてもらえるか」

　真剣な声こわ色いろに、相良は怒いかりを引っ込めてすぐに下がる。本当に犬のように忠実だ。

「志信、どうした？」

「あ、あのっこれ──実は私が書いたもので」

「どういうことだ？」

　千尋の顔色が変わる。

　小夜は今までずっと信明の代わりに宿曜を読んでいたことを説明する。すると千尋も母親に勧められて、信明の宿曜を受け取っていたと告げて難しい顔をした。

「おかしいだろう。どうして同じ人間の宿曜を同じ宿曜師が読んで別のものになる？」

　小夜にもわからなかった。

　目の中を見るか、紙に描えがかれた星空を見るかが違うだけで、あとは同じなのだ。頭の中に浮かんだ言葉を書きつけるだけ。そして二つの星空は同じはず──。

（あれ……？）

　つまり──。

「これが、違っている……？」

　信明が持ってきた、千尋が生まれた日の星空を開く。それは、小夜が千尋の瞳の中に見る星空と異なっていた。

　ならば、説明がつく。

　千尋は同じことを思いついたのか、静かに頷いた。

「もしかして」

　小夜は、その現象が起こりうる原因を口にした。

「暦が、ずれているのでは……？」

「暦……暦博士に話を聞く必要があるな」

「ですが、この間の感じでは……協力してもらえそうにありません」

　明保は小夜を厭いとうている感じがした。そう言うと、千尋が考え込む。

「何を見たら暦のずれを証明できる？」

「宣せん明みよう暦れきですね。暦の計算方法がわかれば、逆算して千尋様の生まれた日を計算できるはずです。父に、こっそり見せてもらえるか尋ねてみようかと」

　そう言うと、「だめだ」と、千尋が即そく否定した。

「な、なぜです？」

「あやつは……信用ならない。そなたの父なのに、疑って悪いとは思うが」

　同感だったが口に出すことはできないので、小夜は苦笑いにとどめた。

「では、どうしましょう。同どう僚りように手伝ってもらえるよう、頼みましょうか？」

　しがらみのない忠ただ行ゆきならば手伝ってくれる気がしてそう言うと、千尋はさらに首を横に振った。そしてどこか不機嫌そうに言った。

「なぜ、私に頼まない？　私は中務卿宮なかつかさきようのみやで、陰陽頭おんみようのかみの上官だぞ？」





四






　まとわりつく空気が尖とがっている気がした。歩くたびに視線に刺されるような気さえする。だが、それも最初の頃に比べて、かなりましになっている。少なくとも、千尋を見て卒そつ倒とうする人間はもういない。

　参内後、千尋が顔を見せると、父がいつもどおりに不機嫌な声を出した。

「今日は物もの忌いみのはずだと陰陽頭から聞いていたが」

「別べつ途と、違う宿曜師に読ませているのです」

「そうか。まぁ……息災で何よりだ」

　それだけ言うと父は千尋を下がらせた。本当は「何の用だ」とでも言いたいのだろうが。

（見るのも忌いまわしいという感じだな）

　慣れたことではあるけれども、気分がいいものではない。

　だが、それでも目的のためにはこらえなければならない。

　中務卿という身分を奪うばわれていないということは、出仕は禁止されていないという意味だ。

　千尋は、宮中を混乱に陥らせないよう、出仕を遠慮しているだけだった。千尋が出仕することで政まつりごとが滞とどこおる。だから休むことが一番の仕事だったのだ。

　それが何年も積み重なったせいで、千尋の居場所はすでになかった。

　だが動かねば何も変わらない。再会した小夜は、一歩を踏ふみ出だせと言った。

　約束を突きつけられた気がした。自分はここまでやってきた。だけどあなたは何をしてきたのだと。

　だから、千尋は動き出したのだ。

　千尋が毎日出仕するからといって、周囲が物忌みで休み続けるわけにもいくまい。

　要は慣れなのだ。

　現に、もう物忌みで休む者はいなくなった。

　祖父である左大臣藤ふじ原わら敦あつ史ふみはそんな千尋の姿を見て、最初こそ驚いたが、頼もしいものを見るような目で見ている。

　一方、敦史の弟、右大臣藤原義よし史ふみの顔は日に日に険しくなっていた。彼の孫である東とう宮ぐう──純すみ平ひら親王を脅おびやかすと警戒しているのだろう。

　午前には参内が終わる。

　千尋には今は仕事がなく、長い休みのせいで、完全なるお飾りになってしまっているのだ。すでに千尋がいなくても次す官けがよく働いているせいで中務なかつかさ省しようは機能している。

　だとしても、千尋はまぎれもなく中務省の長官だった。

　千尋には使える手がほとんどない。だから使えるものはなんだって使うつもりだった。




　陰おん陽みよう寮りようで陰陽頭おんみようのかみを捕まえる予定だったのだが、安倍あべの明親あきちかは外出中だった。

　人気の陰おん陽みよう師じでもあるため、貴族の邸てい宅たくを訪問して吉凶を占ったりすることが多いのだ。

　どうしたものかと悩んでいると信明が前を通りかかる。少し悩んだが、利用できるものは利用すると決めたはずだった。

　信明は、小夜が直接接せつ触しよくするのでなければ十分に使える。

「信明。そなたに頼みがあるのだが」

「なんでしょう」

　引き止めると、信明はゆっくりと立ち止まり不敵な笑みを返してきた。見ていると胸の中を探られているようで気分が悪い。だが、こらえて口を開く。

「宣明暦を見たいのだ。志信に見せてやりたい」

「どうしてそのようなものを？」

　千尋は辺りを見回し、声を潜ひそめる。

「志信の宿曜と、そなたの読む宿曜の内容が大きく異なる──その意味がわかるか？」

　信明は目を見開いた。

「それは──まさか」

「確かめたいのだ。二つの星空が同じものかどうかを」

　千尋は小夜が昔読んだ宿曜の意味が、初めて本当にわかったような気がしていた。

　ならば千尋は本物の人生を取り返さなければならない。欲しいものを手に入れるためにも。

　信明は厳しい顔で何か考え込んだ。女によ人にんがこぞって惚ほうけるだろう顔が、凄みを帯びる。見ていると肌はだが粟立つ。

　やがて彼は言った。

「わかりました。ご希望のものをご用意いたしましょう──では、明日の戌いぬの刻に」

「戌？　暗くなってからではないか。ずいぶんと遅いな」

「いくら長官とおっしゃっても、宮は部外者とさほどお変わりありません。人目につきたくはありませんから」

　信用ならないなと思いつつも、理り屈くつは通っている。多少の危険は冒おかさねばならない気がしていた。

「場所は？」

「……この陰陽寮の、私の局で」

「わかった」

　千尋が頷くと信明はその場を立ち去った。
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　陰陽寮の庭の桜は満開だった。彼は消え行く人影を見つめ、小さく囁いた。

「宣明暦か。……まさか、感づいたか？　ならば、早々に手を打たねばなるまいな」

　うまくいけば邪じや魔ま者ものをすべて消すことができるかもしれない。

　口くちの端はを持ち上げると、彼はほくそ笑んだ。





五






　翌日の夕刻。いつもとは違う時刻に千尋に呼び出された小夜は、告げられた言葉に目を丸くした。

「父が宣明暦を見せてくれる？」

　信明は信用できないなどと言っていたのに頼ることにしたのだろうか。

　不思議に思っていると、千尋は「なので、出かけてくる」と立ち上がった。見ると千尋は狩かり衣ぎぬに着替えている。

「え、ご一緒いたしますよ！」

　小夜は追いすがる。

「危ないから、一人で行く」

「危ないのでしたら、余計に一人では行かせられませんよ」

「いや、そなたはここに残っていてくれ。私はなんとかして宣明暦をここに持ってくる」

「なんとかしてって、あれは門外不出で」

「私は長官だから」

　千尋は笑ってその一言でなんでも片付けてしまうが、そんなに簡単にできるものだろうか？

　考え込んでいる隙すきを突かれ、千尋はさっさと車くるま宿やどへと向かってしまう。

　追いかけようとした小夜は、相良に阻はばまれた。

「殿のお言いつけですから。おとなしくしていただけますか？」

　日頃のうっぷんを晴らすかのように睨み下ろされて、小夜は顔を引きつらせた。

　牛車が門を出ていくのを見送ると、小夜は目を瞑つぶった。

　千尋の星空を思い浮かべて彼の宿曜を読む。ここ数ヶ月の宿曜のおかげで目の奥おくにはすでに星空が焼きついているのだ。

　ただやはり直接読むほど鮮明ではない。小夜は今までになく集中して、少しでも多くの情報を得ようとする。

　千尋は小さな星を守るようにして座すわり込こんでいたが、周りに黒い影かげが忍び寄っていた。

　彼は星を愛おしそうに見つめていて、その影に気づかない。

　黒こく闇あんが彼を吞み込もうとしているのを見て、小夜はかっと目を見開いた。

「今日は……だめだ──だめです、千尋様……！」

「!?　あなたはどれだけ殿に不敬を働けば──」

　思わず漏もれた諱いみなに、相良が目を吊つり上げるが、かまっていられない。そして相良ならば、千尋を今もこうして守っている彼ならば、小夜の頼みを聞いてくれるのではと思った。

「聞いて、相良殿！　宮様が危ない！　宮様の星がそう告げている！」




　小夜の必死の訴えが効いたのか、相良は一いつ瞬しゆん考え込んだ後、すぐに小夜を解放する。

　小夜が驚くと、相良はため息を吐いて言った。

「この数ヶ月、あなたが外出してよいと言った日に、悪いことは起こらなかった。その点については信用しています」

　少しだけ気まずそうに彼は告げた。照れているのかと目を丸くすると、睨まれる。

「で──どのように危ないと？」

「はっきりしたことはわかりません。ですが、凄まじい悪意が宮様に向けられています。こんなときこそ物忌みで外出を避さけるべきなのに……！」

　どうしてこんな曖あい昧まいな言葉しか出てこないのだろうと、未熟さが悔しくなる。

「わかりました。それでは随身を付けますので、急いで向かいなさい。私は念のため検け非び違い使しに連れん絡らくをしますので」

　相良は言うと小夜を門外に追い出した。
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　戌の刻の陰陽寮は人ひと気けがなかった。指定された局を尋ねると、一人で現れた千尋を見て、信明は不思議そうな顔をしていた。

「志信は一緒ではないのですか？」

　頷くと、「つまり、私が信用できないということですか」と彼は笑った。

　円座を勧すすめられて、腰こしを下ろす。

　彼の手元には巻物があり、思わず覗き込む。だが、すぐに千尋は顔をしかめた。漢語は読めるのだけれども、内容が専門的すぎて、全く意味がわからなかったのだ。

「何と書いてある？」

「これは志信にも読めませんから。置いてきて正解だったかもしれませんね」

「だが、権ごんの暦れき博士はかせのそなたならば読めるのであろう？」

　そう口に出して違い和わがあった。宿曜師は星を読み、運勢を占う。そういった占せん術じゆつは暦ではなく天文の方技なのだ。

「お知りになりたいのは、あなたの生まれた日が、本当に正しいのかどうか、でございますね？」

　ずばりと言われて千尋は口をつぐんだ。

　くすり、と信明は笑い、背後に何か気配を感じて千尋は警戒を強める。腰の太た刀ちに手をやり、顔を上げると、信明は不敵な笑みを浮かべていた。

「そなたは一体何を企んでいる？」

「私は、かつて失ったものを取り返したいだけです。そのためなら、何だって利用する。息子であれ、貴族のお姫様であれ──親王でさえも。特に、あなたはとても良い餌えさでした」

「それは一体──」

　千尋が問うたときだった。足音がしたかと思うと、信明の背後にあった几き帳ちようの裏に、大量の人影が現れる。

　彼らは、その手に抜き身の刀を握っていた。

「どうして、そなたが」

　千尋は思わず呻うめき、飛ぶように後ろに後ずさる。だが、背中はすぐに何かに阻まれた。後ろに視線を飛ばすと、そこはもう格子。
















（万事休す、か）

　そう思いながら、千尋は信明を見つめる。

　彼は罠わなにかかったうさぎを見つめるような目をしていた。





六






　陰陽寮へたどり着いた小夜は、辺りの異様な空気に息を吞んだ。

　しん、と静まり返った建物。車宿には車が停とまっているが、誰も傍にいない。普通は随身が待機しているはずなのに、誰もそこにいなかった。

　どうしてこんなに暗いのだろうと思って辺りを見回すと、松たい明まつの火が消えている。

（おかしいわ）

　ここの火は絶やさないはずなのだ。それに夜の定期観測で、必ず宿直とのいの者がいるはずだった。

　胸が凄まじい音を立てている。全身に鳥とり肌はだが立つのがわかる。

　暗闇に目を凝こらすと、格子の下ろされた建物の奥にぼんやりとした光が見えた。

　虫の音さえ聞こえない庭をそろりそろりと歩く。何か得体の知れないものが近づいているような気がして、小夜は武む者しや震ぶるいをした。

　妻戸を押してみるけれど、内側から鍵かぎがかかっている。

　耳を澄すますと奥から人の声が聞こえた。

　信明だろうか？　格子の内側を覗き込むと、信明がいつも仕事をしている局の方向が明るいような気がした。

　中に入りたいが入れない。どうしたものかと悩んだ小夜は空を見上げる。星がきっと小夜を導いてくれる。そう思ったのだ。

　すると自然に言葉が降ってくる。小夜を導くように空のささやかな光がまたたいた。

（ん？　隙間と花に道はあり……？）

　さっぱり意味がわからずに首を傾げた小夜は、足元に細い筋が伸のびているのに気づきはっとした。

（隙間……じゃあ、花は？）

　庭を見る。桜が咲いていた気がするけれど、今それがどう役に立つのかわからない。

　腕を組んだとき、何か硬かたいものが当たった。袂に入れていた檜ひ扇おうぎだった。檜扇には花が描かれている。

（まさか、そんなうまくいくはず……）

　そう疑いつつも、持っていた檜扇をばらして隙間に差し込むと、えいやっと掛かけ金がねを跳はね上あげた。

　と、そのとき。

　どかん、という音とともに、何かが妻戸から転がり出てきた。

　小夜は目を丸くした。なぜなら、出てきたのは──。

「千尋様!?」

「志信!?」

　愕がく然ぜんとした。簀子縁で一瞬見つめ合ったが、千尋はすぐさま険しい顔で叫さけぶ。

「逃げろ！」

「えっ」

　小夜が固まると、千尋が小夜を背に庇かばう。肩かたごしに見ると、そこには信明が立っていた。

　手には刀が握られている。彼は険しい顔で刀を頭上に構えたかと思うと、小夜に気がついて近づいてきた。

「なんでっ──」

　まさかここまでの裏切りを働くなど思いもしなかった。

「あなた、宮様に、何を」

　月光を背負う信明はぞっとするくらいに美しかった。

　鬼とは、こういう姿をしているのかもしれない、そんなことを考えながらずりずりと後ずさる。

　さらに信明の後ろから人影が三つほど現れ、絶体絶命だ！　と小夜は体を固まらせた。

　だが信明は振り向きざまに刀で刀を受け、

「お逃げなさい！　今のうちに！」

　と命じた。

　何が起こっているかわからないが、小夜は千尋の手首を握って走り出す。

　しかし、前方からも人影が現れる。

　刀が月光を映してぎらりと光る。

　小夜は右を見て、左を見て、直後思い出した。

（花！　桜だわ──！）

　千尋の手を引いて「千尋様、下りますよ！」と言った。

　千尋は頷くと、高こう欄らんに足をかけて簀子縁から飛び下りる。小夜も続くと、桜の木を指差した。

　大急ぎで二人して木に登る。だがそれからどうすればいいかが、小夜にはわからない。星を信じただけだったけれども、千尋まで巻き込んでしまった今、急激に不安になる。

（だって、これじゃ逃にげ場ばがないじゃない！）

　桜の木の下にどんどん人が集まってくる。登ろうとする者を千尋は刀で威い嚇かくする。

　もう詰んでいるのではないか──そう思って小夜は泣きたくなる。

　なんて自分は無力なんだろう。星から言葉を受け取っても、役に立たないのでは意味がない。

「すみません、私が頼たよりないばかりに、宮様を守れなかった──。お守りすると言ったのに！」

　だが千尋は刀を振るいつつ、力強く訴えた。

「いや、まだ諦めるには早い。大丈夫だ。私のために、読め」

　小夜はぐっと涙なみだを吞み込むと空を見上げる。

　そうして、千尋のために星を読んだ。

　花びらが降ってくる。星空から星が降ってくるかのようだった。

　ふわり、頭に浮かび上がった言葉を口にする。

「星を抱きて、時まかせ」

　意味がわからなくて泣きたくなったが、聞いた千尋はふと笑った。

　そして彼は刀を収めて小夜の手を握った。かと思ったら、突如小夜を抱き寄せた。そして耳元で囁く。

「そなたのおかげで、ここまで生きてこれた。礼を言う」

「な、何を？」

　まるで死にゆく者の言葉のようで、小夜は青ざめる。

　とそのとき、めりっ──と音がして目を見開く。千尋は楽しげに笑っていた。

「まこと、そなたの宿曜はよく当たる」

　古い太枝が折れ、小夜は千尋に抱きかかえられたまま、人影の山の上に落下したのだった。
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「……ったぁ」

　結構な高さから落ちたというのに、衝しよう撃げきはさほどなかった。だが一瞬意識が飛んでいたようだ。

　見ると大きな木の枝の下に数人が押しつぶされてのびていた。

（え……何がどうなった……？）

　前後不覚に陥った小夜だったが、小さなうめき声に我に返る。

「──って、え!?　宮様!?」

　千尋が小夜の下した敷じきになってしまっていた。

「し、のぶ、だ、いじょうぶか？」

　顔をしかめる彼の額には脂あぶら汗あせが浮いていた。

　彼は体を起こそうとして断念する。どこか痛めてしまったのかもしれないと、小夜は焦った。

「宮様！」

「先程からなんだ……名を呼べと、何度言えば」

「でも！」

「腕をやられた、だけだ」

　見ると、彼の左腕がだらんとなっている。卒倒しそうになる。治ち療りようを──と辺りを見回した小夜は、だが、それどころでないことに気がついた。

「なかなかに手こずらせてくださいますね、星しよう尋じん親王様」

　小夜を見下ろしているのは、黒い覆ふく面めんを着けた男。

　しかし、その声には聞き覚えがあったし、その冷え冷えとした眼差しには見覚えがあった。

「……暦博士、賀茂明保殿ですか？」

　小夜が問うと、彼は覆面を取り払った。特とく徴ちよう的な白い髭が現れる。

「余計なことを調べなければ、死に急ぐこともなかったのにのう」

「信明ではなく、そなただったか」

　千尋の声で気がつく。信明は彼の後ろで縛しばられていた。

「そなた、なぜこのようなことをする？」

　千尋が静かに問いかける。だが、声色と苦しげな表情はかけ離れている。起き上がろうとしたので、小夜は肩の下に体を入れて支えた。

「暴かれては困ることを探るのが悪い」

「改暦のことか？」

「そうですか。そこまでたどり着いていましたか」

　明保はくすくすと笑う。信明を捕とらえ、千尋も怪け我がをしている。となると、もうこちら側には打つ手がないと思って安心しているのだろう。

「あなたを凶相の皇子に仕立て上げたのは、この私です。あなたの生まれた日に合わせて、私は改暦を行った。そうして、わざと凶きよう日じつをあてがったのです」

「なぜ？」

　小夜が思わず叫ぶと、千尋が言った。

「右大臣の差し金か」

「そうですよ。一の宮が疎うとまれれば、自然、二の宮が東宮に近しくなる。そして事実、そうなった」

　明保は楽しげに笑い、後ろにいた信明が静かに付け加えた。

「それに、私を消したかったからだな。──星尋親王、あなたがお生まれになった際に宿曜を読んだのは、私でした。私は、当時、将来を有望視されていた宿曜師で、だから、星見の役目に選ばれました。お生まれになった日の星の告げるとおりに、あなたの禍まが々まがしい運命を告げた。そして、あの当時ときめいておられた左大臣の怒りを買ったのです。──まさか、この男の差し金だとは思いもしなかった」

　小夜は思い出した。彼はすべてを奪われて、居場所を追われたと。

「あなたは、私が進むはずだった未来を乗っ取ったのですね。あの改暦一つで」

　明保は何も反論しなかった。それがどうしたとでも言うような開き直った態度に、小夜は猛もう烈れつに腹が立ってきた。

「あなたの野心のせいで、宮様は未来を歪ませられたのですよ!?」

「は。ならば宿曜など信じなければいいだけのこと。あのような迷めい信しん、気休め程度に考えればいいものを。まがいものの宿曜に怯おびえて閉じこもって未来を棒に振る。愚おろかしいことだ」

「まがいものだと？　だが、あれは全部とは言わずとも、当たっていた」

「改暦に仕掛けがあると気づかれたくなかったので、多少細工をしましてね。宿曜が当たれば暦も正しいと信じていただけるでしょう？」

「まさか、数々の災難はそなたの仕業か!?」

　千尋の視線が尖るのを見て、明保は「犬がお嫌きらいと聞きましてね」と笑った。

「水難と占われているときに屋敷に犬を放って池に落とせばいいわけです。種を明かしてしまえば馬ば鹿か馬ば鹿かしい限りですが、宿曜を信じない者にとっては、宿曜ほど人を御ぎよしやすい道具はないのですよ。もととなる暦を少しいじれば、今上でさえ、操あやつってしまえるのですからね。──ただ、完全に御すことができなかったのは残念ですが」

「どういう意味だ」

　苦しげにしながらも、千尋は明保を睨みつける。小夜には、彼が抑おさえ込んでいた怒りが今、すべて溢あふれ出だしてきているように見えた。

「今上を害すると占われたのに、殺されなかったのを不思議に思われなかったのですか？　右大臣殿は『確実に東宮の座を手に入れること』を望まれましたが叶かないませんでした。──今上は怖かったのですよ。かの物語で、光る君を須す磨まに流したあと、都には災さい厄やくが起こりました。光る君の運命をそのままなぞったような宿曜を読まれたあなたを、都から流したり、さもなくば殺したりすれば、さらなる災厄が起こらないとは限らない、そう思われたのです。──だが、暦道を志す私は怖くなどない。なぜなら、宿曜などいんちきだから」

　そう言って明保は刀を頭上に構える。小夜は思わず千尋を庇って、彼に覆おおいかぶさった。

「おやめください！　宿曜を恐れずとも、親王を害すれば今上はあなたを罰ばつしますよ！」

「そうならないように、信明をまだ生かしているのだよ。最後にすべての罪をかぶってもらうために」

　刀がぎらりと光る。千尋が覆いかぶさっていた小夜を押しのけると、自分の胸の中に庇った。

「小夜！」

　空耳だろうか？　名を呼ばれたような気がした、そのときだった。

「皆の者！　今の話を残さず聞いたな!?　暦博士、賀茂明保を捕らえよ！」

　突如響ひびいた怒ど号ごうとともに、縁えんの下したから大量の人が湧き出した。それは検け非び違い使しの集団だ。

「なっ、どういうことだ!?」

　明保が目を見開き、後ずさった。同時に覆面の男たちがあちこちに散っていく。しかし多勢に無勢だ。狭い陰陽寮のあちらこちらで悲鳴が上がり、次々に犯人が捕らえられていく。

　呆然としていると、信明が「やはり大物を捕まえるには、大物の餌が有効ですね」とにやりと笑った。

　それを見て小夜は、先程の怒号が信明のものと気がついた。

「え……じゃあ、今のって」

　検非違使を待機させていたのはどうやら信明の差し金だ。つまり、彼は明保を捕らえるための罠を張っていたということだろうか。千尋まで餌として。

　大だい胆たん不敵さに目を剝いていると、信明は言った。

「当然、すべて計算どおりですよ。それはいいとして……宮様と抱き合うのはやめにして、とにかく縄なわを解いてくれ。志信」

　言われてはっとする。気づけば小夜は未いまだに千尋の腕の中にいた。

　慌てて身じろぎするが、千尋は小夜を放さない。どうしたのだろうと思ったら、彼は小夜を抱きしめたまま、真っ青な顔で気を失っていた。

「宮様!?」

　小夜が叫んだのと同時に、

「殿～～～！」

　悲鳴が聞こえてそちらを見ると、誰かへろへろと門から走ってくる。目を凝らしたら、それは相良だった。

「検非違使庁に行ったら、出で払はらっていて……まさかと思って……と、殿!?」

　ぐったりしている千尋を見て青くなる相良に、「お怪我を。ですが、気を失っているだけです」と声をかける。

「よ、よかった……」

　涙目で相良はため息を吐くが、千尋が小夜を抱きしめていることに気がついて、空を仰あおいだ。

「どうしてもそちらの道に走られてしまうのですか……！」

「いや、これは、命を助けていただいただけで……」

「余計に悪いではないか！　そもそもおまえが庇うべきであろう!?　あぁあああああぁ、梅うめ壺つぼの御方様に何と申せばよいのか……」

　相良は、今度は頭を抱え込む。

　説明するのは難しいので、相良の誤解はそのままにしておくほうがいいのかもしれない。




　憔しよう悴すいする相良に信明の縛いましめを解いてもらうと、男二人で千尋を牛車に運んだ。

　そうしながら、信明が眠る千尋にひっそりと語りかける。

「目覚めたときには、もう、あなたの運命は大きく変わっているでしょう。四年前に宿曜師が読んだように、あなたはきっと光の中を進む、光の皇子となる」

（そうだわ、きっと、そうなる。千尋はすべてを取り戻して、光の中を行く）

　その光景が目に浮かぶようで、小夜は思わず涙ぐんだ。





七






　数日後、怪我が回復した千尋から呼び出しがかかり、小夜は二条邸へと向かった。

　だが、顔を合わせた千尋は怪我をした腕をまだ吊っている。

「だ、大丈夫でございますか!?」

　小夜が仰天すると、千尋はあっさり言った。

「あぁ、骨が折れたのだ」

「骨!?　重じゆう症しようじゃないですか！　寝ていてください！」

「大丈夫だ、痛みも弱くなっている。大げさにするな。それより、先日のことで話がしたいのだ」

　千尋は怪我の話は終わりと言うと、小夜に円座を勧めた。

「私は、最初は信明が黒幕かと思っていた」

「……私も、刀を振り上げられたときには驚きました」

　信明は、四年前に小夜が千尋の宿曜を読んで以来、千尋の生まれた日が違うのではないかという疑問を抱いだいていたらしい。

　それを確かめるため、陰陽寮で権暦博士の地位まで上のぼりつめ、改暦に陰いん謀ぼうが紛まぎれていないかを探ろうとしていたのだった。

　だが、明保は簡単に尻しつ尾ぽを摑ませなかった。改暦の記録などは禁書だからという理由で厳重に保管していたらしい。

　あと一歩というところで手て詰づまりになり、焦じれていたところに、千尋が都合よく飛び込んできてくれたというわけだ。

　企みが明らかになり、宮中には激げき震しんが走ったという。

　それもそうだ。一の宮が不当に運命を貶おとしめられていたのだから。沙さ汰たはまだだが、黒幕の右大臣は確実に罪を問われる。

（だけど──）

　小夜は素す直なおに喜んでいいのだろうか？　と戸惑った。

「千尋様は……東宮にお立ちになるのですか？」

　訊いてよいのだろうかと思いつつ、尋ねると千尋は苦笑いをした。

「わからぬ。こればかりは今上のお心次し第だいだな」

　どこかほっとしている自分を知る。東宮になってしまえば、今までのように小夜は彼に近づけない。遠い存在になってしまうから。

　外を見やると、日が沈みかけていた。一番星が光り始める。日はずいぶん長くなった。簀子縁から庭に下りて空を見上げる。

　ふと千尋が笑ったかと思うと、ぽつりとこぼした。

「《小夜》の宿曜どおりになったな」

　ぎくりと顔をこわばらせる。だが、それが自分のことではないとすぐに気がついた。小夜──それは千尋が四年前に出会った宿曜師だ。

　ふと、先日の立ち回りで名を呼ばれたような気がしたことを思い出す。動転しすぎていたし、きっと空耳を聞いたのだと思っていたけれど──。

（違うわよね？）

　落ち着け、と自分に言い聞かせていると、

「『あなたは今、暗い夜道を歩いているのかもしれない』」

　千尋が歌うように囁いた。

　小夜は目を見開く。

「『だけど、あなたが新たに手に入れる星がきっと夜道を照らしてくれる。明るいほうへ行く方法を教えてくれる。だから心配しないで。諦めないで。私には見えたの。あなたが幸せそうに笑っている姿が』」

　息ができなかった。今、時が遡さかのぼり、四年前の千尋が──怯えて膝を抱えてすべてから目を背そむけていた千尋が目の前にいるような気がした。

　あの千尋が今、笑っている。花が溢れるように、笑っていた。

　そうだ。小夜が昔見たのは、この笑顔だった。

「私が手に入れたのは、そなたかもしれない。ずっと傍に居てくれ。そなたは、私の──私だけの星だ」

　そう言うと、千尋は小夜をじっと見つめた。答えを待つような様子に、小夜は、『私が小夜です』と打ち明けたくなる。

　衝動がお腹なかの底から突き上げてきて、小夜はその甘やかさに目を瞑った。

（だけど……だめだ）

　千尋は今、小夜のことを『夜道を照らす星』だと言った。

　つまり、千尋に必要なのは姫である小夜ではなく、宿曜師である志信だ。

　今のように宿曜を読めるのは、小夜が志信だからなのだ。

　その立場を放ほう棄きする──それはつまり、唯ゆい一いつの取とり柄えを捨てるのと同じに思えた。取り柄を捨ててしまえば、千尋の役に立つことができない。

　星を失った小夜は、歌も詠めない、琴こともひけない、落第点ばかりの居眠り姫。

（そんな姫、きっと千尋は要いらないって言うわ。きっとがっかりするに決まってる。それに──）

　志信の居場所を勝手に潰つぶしてしまうようなことも、絶対にできない。自分一人の問題ではないということを、小夜は絶対に忘れてはいけないのだ。

　泣きたくなった小夜は空を見上げる。そしてすがるように星に問いかけた。

（高みを目指すならば、険しい道を行け、か……）

　星は小夜を甘やかさなかった。やはり今、誘ゆう惑わくに負けるわけにはいかない。投げ出すわけにはいかないと身が引き締まる。

　小夜は絞り出すように笑顔を作ると、千尋を見つめて言った。

「ずっとお傍におります。賀茂志信が、千尋様に必要でなくなるまで」
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（私に、必要なくなるまで、か）

　そんなときが訪おとずれるとはとても思えないのに。

　小夜が姫として名乗りを上げなかったことは、千尋をかなり落らく胆たんさせた。

　無理やりに奪って認めさせてしまおうかとも思ったが、膨ふくらみ始めた花の蕾つぼみを今摘つんでよいものかという葛かつ藤とうが彼を押しとどめた。

　星に魅み入いられる小夜の顔が、自分を見つめているときよりも美しく見えるのならば。まだ時期尚しよう早そうなのだ、きっと。

　千尋は伸ばしかけた腕を下げる。そして彼女とともに星空を見上げた。

　夜空には夏の星がまたたいていた。

（ならば、私は、どうすれば小夜を手元に置いておける？）

　星に問いかけてみるが、千尋には答えが聞こえることはない。
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　それからひと月ほどで千ち尋ひろを取り巻く環かん境きようは大きく変わってしまった。

　今きん上じようは右大臣を厳重に罰ばつし、官位を取り上げた。累るいは東とう宮ぐうにまで及および、彼の廃はい太たい子し及び、千尋を東宮に立てることまでが、とんとん拍びよう子しで決まってしまったのだ。

　同時に、今まで彼を避さけていた者たちがひっきりなしに新東宮のご機き嫌げんを取り始め、彼の周辺は一気に春が来たような賑にぎやかさだった。

　だが、千尋が忙いそがしくなればなるほどに、小さ夜よとの時間は消えていった。

　二条邸ていを訪ねても会えない日が続いたが、彼からの呼び出しはなかった。

　昔は一日でも休むと催さい促そくが来ていたというのに、と寂さびしくなったが、東宮となるのであれば当然のことでもあった。

　立太子する彼に小夜は必要なかった。

　暦こよみが正された今、誰だれが読んでもきっと千尋の運勢は輝かがやかしいものとなる。

　となれば、官位もないただの学がく生しようの小夜が、東宮である彼の宿すく曜ようを見る理由など一つもないのだった。

　だから小夜はひたすらに勉学に励はげんだ。再び彼に会うためには、力をつけ、出世するしかない、そう思ったのだった。




　そして、真しん珠じゆ星ぼしがひときわ明るくまたたいた日のこと。

　千尋の立太子礼が厳おごそかに行われた──と小夜は聞いた。

　官位も持たぬ身ではその様子を見ることはできないし、同どう僚りようが噂うわさするのを聞くくらいでしか情報を得ることができなかった。

　それほどに、千尋と小夜の距きよ離りは開いてしまったのだ。

（あぁ、千尋……綺き麗れいだったろうな。卒そつ倒とうする人が出そう）

　信明の家の簀子縁で星を見上げながら、さぞかし麗うるわしかっただろうと妄もう想そうしていた小夜が振り向くと、その千尋が黄おう丹にの束帯姿で立っていたので、小夜は自分の目を疑った。

　妄想が幻げん想そうとなって現れたのかと思ったのだ。

「えっ、なんで東宮がこんなあばら家やに……！」

　手引きするほうも手引きするほうだ。信のぶ明あきを睨にらむと、彼は「あばら家ですみませんね」とむっとした。信明は小夜に耳打ちする。

「私は目的を果たしたので、あとは好きにしていいですよ」

「何を無責任なことを──もし私が四の姫に戻もどるって言ったらどうするわけ!?」

「どう転んでも使い道があるので、大だい丈じよう夫ぶです。いずれ陰陽頭おんみようのかみまでは昇のぼりたいと思っているので、その際はお引き立てをどうぞよろしく」

「まだ利用しようっていうの!?」

　呆あきれた野心家だ。小夜は信明に向かって小声で怒ど鳴なる。

「何をこそこそと話しておるのだ？」

　千尋の不機嫌な声が割り込み、小夜はびくりとする。信明は肩かたをすくめると、「ごゆっくりどうぞ」と席を立った。

「そ、それで、今日は一体どのようなご用件で……」

「宿曜を読んでもらいに来たのだが？」

「え、でも、東宮の宿曜は天文博士が読むとかなんとか」

「そんな無む駄だは要いらぬから、どさくさで前職の権限を使って決めてきた」

「前職の……ってあの、中なか務つかさ卿きようの、でございますか？」

　千尋は頷うなずくと、嬉うれしそうに告げた。

「秋の除じ目もくより、そなたを正式に、私の専属宿曜師として任ずることとなった」

「はあ、専属の────はっ！！？？　えっっっっ、でも私はただの天てん文もん生しようで」

「熱心な観測により暦のずれを突き止めただけでなく、宣せん明みよう暦れきを紐ひも解といて、暦れき博士はかせの陰いん謀ぼうまでもを明らかにしたのだ。本当は官位を授さずけたいくらいだったが、前例もそういう役職もないということだから、ひとまずは天文の得とく業ごう生しように任ずることにする。飽あきるまで学べ。そして、私の傍そばで役に立て」

「と、得業生……!?」

　それは、学生の中でも特に優ゆう秀しゆうなものに与あたえられる地位。何かものすごく功績を盛られているような気がしてならない。

　呆ぼう然ぜんとする小夜に、千尋は不安そうに「不服か？」と尋たずねた。

　不服なわけがない。

　これからも千尋の傍で星が読めるのだ。それは小夜の望みのすべてと言っていい。

「ありがとうございます……千尋様。精せい一いつ杯ぱい励みます。そして、私の宿曜で千尋様を幸せにしてみせますから……！」

　笑え顔がおと同時に涙なみだ声ごえになる小夜に、千尋が目を見開く。そして檜ひ扇おうぎを取り出すと、なぜか顔を隠かくした。

「……これは……そう長く耐たえてはおれぬな」

　檜扇の陰かげで何か千尋がつぶやき、どうしたのだろうと思っていると、彼は突とつ如じよ檜扇を床ゆかに落とした。

　目の前に落ちたそれを思わず拾う。

　そして顔を上げた瞬しゆん間かん、唇くちびるに何か柔やわらかいものが触ふれた。
















（？？？？？）

　宿曜で目を見ることには慣れていた小夜だったが、これほど近くで目を見たことがあっただろうか。

　一いつ瞬しゆんそんなことを考えたあと、

「ぎゃあ！」

　と小夜は悲鳴を上げて飛とび退のいた。

（今、く、く、くちびるがっ、触れた！？？？）

　つまりは接せつ吻ぷん──と考えて卒倒しそうになっていると、千尋がぺろりと自分の唇を舐なめたので小夜は一瞬気が遠くなった。

「すまぬ、扇おうぎを拾おうとしたら……今のは不幸な事故だ」

　なんでもないような顔をしている千尋に小夜は混乱する。

（じ、事故!?　事故って────ええええええええ、本当に！？？？？）

　だが、事故でないならば、答えは二に択たく。小夜の正体がばれているか、もしくは千尋が男色に目覚めたかだ。

（ど、どっちも困る──！）

　小夜はだらだらと額から汗あせを流しながら、千尋の表情を読もうと見つめる。

（事故ですよね？　──ほ、本当にばれてないんですよね!?）

　だが千尋は微笑ほほえむだけで、小夜には彼の思おも惑わくを全く読むことができない。

（あぁ、星のようにはいかないわ……）

　小夜は空を見上げて、これからの自分の行き先を読もうとする。

　だが、今は昼間。太陽の光のもとでは星も読めない。どうやら、答えは自分で見つけるしかなさそうだった。





《完》
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　はじめましての方もお久しぶりの方も、「平へい安あんとりかえ物もの語がたり」を手に取っていただき本当にありがとうございます！




　突然ですが、皆さんは星占いを信じますか？　作者は、小説家デビューをした頃の占いが驚おどろくほど当たっていたため、どういう仕組みになっているのだろうと急に気になりはじめました。その疑問がきっかけとなって、このお話が生まれました。

　だとしても、どうして平安が舞台なのか？　と思われる方もいらっしゃるかもしれませんが、平安時代では星占い（宿すく曜よう）が現代の比でないくらいに重要視されていました。作中で出てくる宿すく曜よう師しは陰おん陽みよう師じという職ほど有名ではありませんが実在していて、人々の暮らしを日々支えていたのです。その宿曜師をモチーフに、いつか書こうと思っていた平安物語をようやく書くことができたのですが、本当に楽しい執しつ筆ぴつ時間でした。

　新婚初夜に初めて互いの顔を見る、というような時代です。男性が女性の評判を耳にして、和歌を送るところから始まる恋です。となると、和歌を詠よまねばなりません。誰だれが？　ヒーローが勝手に詠んでくれたらいいのですが、いくら待ってもそうならなかったので作者が自分で頑張るしかありませんでした……。

　実は小学生の頃競技かるたをしていたこともあり、和歌に親しみを感じていたものの、実際詠むとなると全く勝手が違い、センスがないととても詠めないものでした。

　そのため、私も小さ夜よと同じく、万まん葉よう歌しゆうを大いに参考にさせていただきました。いずれ素敵な歌が詠めるようになりたいなと思います。というより、私が頑張らねば、千ち尋ひろの恋の歌が小夜に届かないので！（笑）




　さて、男装ものの醍だい醐ご味みといえば、正体がばれるばれないのドタバタ劇だと思います。

　そこに変化球を加えてみたのが今回のお話です。ヒーローが最初から秘密を知っているものですから、わりと好き放題やっていた気がします。……ですが、眼の前にいるのが初恋の相手だと知っていても想いを告げられないし、もちろん手出しできない、という状況はなかなかに辛かったのでは（といってもだだ漏もれてましたし、どさくさで手は出してましたが）と思います。

　お気づきの方もいらっしゃるかわかりませんが、小夜と彼女の成長を見守る千尋は源氏物語の紫むらさきの上うえと光ひかる源げん氏じがモデルになっています。千尋は小夜が宿曜師として一人前に成長するまで、『待て』をしているのですが、果たして本当に最後まで『待て』ができるのかどうか……作者は少し不安です（笑）




　イラストレーターの潤うる宮みやるか先生。本当に素晴らしいイラストをありがとうございました！　千尋の麗うるわしさに萌もえ転がり、小夜の可愛かわいらしさに悶もだえました……！　衣装もとても華はなやかで眼がん福ぷくです！

　編集様、校正様、的確なご指摘をありがとうございます。デザイナー様、素晴らしい装そう丁ていで幸せです！

　大変な時期に話を聞いてくれたり励はげましてくれたりしてくださった作家仲間の方々、本当にありがとうございます！　これからもよろしくおねがいします。

　最後に、読者の皆様、いつも温かい応援をありがとうございます！　楽しんでいただけましたでしょうか？　感想など届けていただくと、とても励はげみになりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　二人の「行方ゆくえも知らぬ恋こい」がどこへ行き着くのか。終着点は見えている気がしますが、辿たどり着く過程を書かせて頂く機会をいただけたら嬉うれしいなと思います。

　またお会い出来ますことを楽しみにしております！


山やま本もと　風ふ碧み
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　日本の星　星の方言集　　　　　　　野尻抱影著　中央公論新社

　秘伝　密教宿曜占星術　　　　　　　小峰有美子監修　学習研究社
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　最新占星術入門　　　　　　　　　　松村潔著　学習研究社

　眠れないほどおもしろい百人一首　　板野博行著　三笠書房
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　二に条じよう邸ていの簀子すのこ縁えんに腰掛けた千ち尋ひろは、薄暗い庭をじっと眺ながめていた。

　鈴虫の音の響く庭はよく手入れがされているが、鏡のような池の映す空は曇くもり空だ。夕暮れ時だが、夕日も雲に遮さえぎられてしまっている。

「若わか宮みや。意地をお張りにならず、室へやにお入りくださいませ。そこは冷えるでしょう？　お風か邪ぜを召されてしまいます」

　母が千尋に優しく呼びかける。

「…………」

　だが千尋は簀子縁から動かない。

「嫌いやだ。そこに信のぶ明あきがおるであろう？　あやつが帰らねば私はここから動かない」

　千尋は信明──千尋の宿すく曜ようを読むことになった新しい宿すく曜よう師し、賀茂かもの信明が嫌いだったのだ。

　信明は男の自分から見ても美しい男だった。大きな体に甘い顔立ち。匂うような色香。女によ人にんが放っておくわけがないのは、歳とし若わかい千尋でもわかった。

　だが、その美び貌ぼうを自分で知っていて、利用しているような気がして仕方がない。とにかく胡う散さん臭くさいのだ。

「若宮。そう嫌ってくださいますな」

　低い艶つややかな声が簀子縁に届く。千尋はちらりと視線を流したが、すぐに庭を目を戻した。

　信明を嫌う理由は他にもある──いや、むしろそれが一番の理由だ。

「ならば、先日の弟子のことを教えよ。さすれば話を聞く」

「何度も申しますが、朔さく夜やは出ていきました。そして行方ゆくえ知れずなのでございますよ」

「噓うそを申すな。そなた、まさか童わらわを追い出したというのか？」

「いいえ。勝手に出ていったのでございます。きっと修行が辛つらかったのでしょう。私も心配ですのでずっと捜しておりますが、残念ながら未いまだ消しよう息そくがつかめません」

　噓だ、と思う。小さ夜よは星空へあれだけの情熱を持っていたのた。多少修行が厳きびしかろうと途中で投げ出すわけがない。

　きっと、信明は小夜の居場所を知っているのに、千尋に教えたくないのだ。

　何度問うても返答が変わらないことに焦じれた千尋は、家司けいしに言いつけて別の方法で捜そうとした。しかし、結局は信明のところで調査は行き詰まった。

　信明自身が謎多き男であり、縁者を見つけるのも一苦労。やっと見つけても誰も信明の新しい弟子の存在を知らなかった。

　結局手がかりはすべて信明のところにあり、彼が隠してしまえば、消息は途と絶だえてしまうのだった。

　小夜のおかげで一瞬光が射した千尋の心は、拠より所どころを失い、再び闇やみに染そまりそうになっていた。再び呪のろいのような言葉にまみれて生きていくのは辛すぎる。

　憂ゆう鬱うつさに顔を曇らせる千尋に、信明は袂たもとから取り出した料りよう紙しを差し出した。

「私のことを信用していただけないのは残念ですが、宿曜だけはご覧らんになっていただければと存じます。星は噓をつきませぬから」

　それでも膝ひざを抱かかえて無視していると、信明はため息を吐ついた。

　そして、千尋にしか聞こえないくらいの小さな声で言った。

「あまりお母上を心配させるものではございませんよ。あのお方は、私のような端は者ものに、ぜひにと頭を下げられたのです。そのお心を無む下げにされるとおっしゃるのでしょうか？」

　痛いところを突かれてむっとする。

　母には苦労をかけっぱなしだ。

　本来ならば父の寵ちよう愛あいを一身に受けてときめいているはずだというのに、千尋の宿曜のせいで日ひ陰かげに追いやられてしまった。

　母だけではない。左さ大だい臣じんの祖そ父ふも、一いちの宮みやの誕生でこの世の栄えい華がを極きわめるはずだったろうに、その座を右う大だい臣じんに奪われてしまっている。だというのに、彼らは千尋に恨うらみ言ごと一つ言わないのだ。

　この身が露つゆのように消えてなくなれば。そう願ったことは数え切れなかった。

　だが、自みずから儚はかなくなることができなかったのは、母や祖父たちが悲しむのがわかったからだ。

「…………やれやれ、いつまでだんまりでございますかね」

　やがて信明は踵きびすを返した。

　ふと見ると簀子縁に料紙が落ちている。

　千尋は辺りを見回し、誰も見ていないのを確認すると料紙を拾い上げた。

　美しい文字で書かれた宿すく曜よう勘かん文もんだった。信明はいつもさりげなく置いていくのだ。

　そこには注意するべきことなどと一緒に、どこか心をくすぐるような明るい言葉が書かれている。

　千尋は目を通すうちに、心が安らぐのがわかった。深い闇の中、小さな火が灯ともったような気持ちになれるのだ。

『空に嬉しい訪れあり』

　信明に直接読んでもらうとどうしても受け入れられないのだけれど、こうして書かれた言葉はなぜかすっと心に入ってくる。

（あの顔を見ていると、反発してしまうからか？）

　不思議に思いながら、簀子縁から一歩足を踏ふみ出す。

　そして空を見上げた。

　だが、曇り空には何もない。太陽も月も星もない。刺すような冷たい空気が頰ほおを撫なでていくだけだ。

「ふん……、当たらぬではないか」

　がっかりしかけた千尋は、頰に訪れた感触にふと目を細める。

　ひらり、視界を横切ったものに目を凝こらした千尋は、思わず口元を緩ゆるめる。

「雪、か」

　千尋は小夜の言葉を思い出した。彼女の言葉はすべて頭に刻み込まれている気がする。

『私、冬の星空が一番好きなのです。凍いてつく空気に洗われて、涼すずやかで。そして賑にぎやかで』

　その冬がもうすぐやってくる。ならば、千尋も空を見上げて彼女の愛す星空を見てみたいと思った。

　じっと見つめると風に乗って雲が流れていく。雲の間から、月の光が僅わずかに漏もれてきた。

　千尋は、いつの間にか空を見て微笑ほほえんでいた。

　だが直後、我に返った千尋はむっと口元を引き締めた。

　千尋が雪を喜ぶことを、信明は知っていたのだろうか。

（だとしたら、癪しやくだ）

　冬の始まりを告げる訪問者を歓迎しつつも、信明に負けたような気がして、千尋は心から喜ぶことはできないのだった。











電子版特典１　まずは妃を






　ひと月ほど前より殿とのの命めいで、賀茂かもの志し信のぶという宿すく曜よう師しがやってくるようになった。それからというもの、宿曜をしている間、相良さがらは母おも屋やの見張りに立つことにしている。

　というのも、志信が尋ねるようになってから二日目のこと。

　殿の局つぼねがひどく静かになってしまったのを案じて様子を見に行った相良は、御み帳ちよう台だいで殿と志信が同どう衾きんしているのを発見してしまったのだ。

　衝しよう撃げきのあまり、よろよろと簀すの子こ縁えんを歩いていると階きざはしから庭に落ちた。

　庭に敷き詰めた白い砂利がぽろぽろと体から落ちていったが、気にできぬほどの出来事だった。

（いや、だが、あくまで添い寝だ。なにがあったとは言えぬ……ぞ、まだ言えぬ！　早合点してはならぬ……！）

　当時の衝撃を思い出した相良は頭をかきむしろうとして、手を止める。

　頭髪が少しずつだが──あくまで少しずつだが！　──寂しくなっていると先日殿に指摘されたばかり。

（心配してくださっているのはわかるのだけれども、もうちょっとおっしゃいようがあると思うのだ……！　……とそれは良いとして！　今は、志信とかいう宿曜師のことだ）

　元げん服ぷくと同時に妻を娶めとるようなこのご時じ世せい。御おん年とし十八だというのに夜歩きの一つもしない主あるじに、まさか、と不安をいだいていたのだが……。

　万が一にでも、このようなことが屋敷の外に漏もれてはならない。

　二に条じよう邸ていの使用人は全員口の固い者ばかりだが、念には念を入れておかねばならぬと相良は思った。

　ならば、あの宿曜師が訪問している間は、殿の室に誰も近づけないのが最善の策だ。

（……いや、だが……もとより、そのような必要は無いのであったか）

　思い当たった相良は落ち込む。

　凶きよう相そうの皇み子こなどという噂話を気にしてか、皆、極力殿に近づかないように距離を取っていた。

　だから殿がおられる母屋はいつもとても静かなのだ。

　それを察さつしているからこそ、殿はああやって軽はずみな行動をされるのであろう。

「あの方が国を滅ほろぼすわけがなかろうに」

　庭には可か憐れんな花が咲いていた。それを摘み取りながら相良はひとりごちる。

『さがら、花が咲いておった。そなたにやろう』

　殿は幼い頃から聡そう明めいな方だった。己おのれにかけられる不吉な言葉の意味を薄々感じておられたであろうに、気き丈じように微笑ほほえんでいた殿を思い出し、相良は泣きたくなった。

　そして思い出す。

　四年前に殿の心を救ったという、宿曜師見習いのことを。

　梅うめ壺つぼの御お方かたがとてもうれしそうに話しておられたので、よく覚えているのだ。

　殿より幼いくらいの童男おぐなだったらしいが、宿曜の才を認められて賀茂信のぶ明あきの弟で子しをしていたという。

『これで、若わか宮みやを光の皇子だと信じるものが三人に増えた』

　その三人は、梅壺の御方、相良、そして、その見習いだ。

　志信という童男がそうだとはとても思えないが、殿が笑うようになったのはあれが屋敷にやってきてから。

　今日の殿は、志信と楽しげに談笑している。このような声が屋敷に響くことなど今までにはなく、小さな春の訪れのような心地がしないでもない。

「もし殿を悪しき運命から解き放てるのであれば──」

　その時は……少しは認めてやってもいいかもしれない。

　相良は心に浮かんだ考えに目を丸くする。

「いや！　だが、それでもあれはいかん──！　殿の御身おんみが危ない！」

　小さく叫んだ時、「おわぁ！」相良は足元の石に躓つまずいて派手にころび、大声を上げた。

「相良……なにを先ほどから騒さわいでおるのだ？」

　殿と、殿の後ろからひょっこり顔を出す童男──志信だ。

「相良は落ち着いて見えて、案外そそっかしいのだ」

　そう殿が言い聞かせるが、声色に愛情がこもっている気がしてならなかった。

　頭に血を上らせる相良は、志信をぎりりと睨にらみつける。

　あどけない面おも差ざしは女子おなごのように愛らしい。

　だからこそ、余計に不安がつのる。

（……それだけは認めんぞ！　殿！　まずは、妃きさきですからな！）

　相良はひっそりと拳こぶしを握にぎり、なんとしても主の幸せを守ってみせるという決意を嚙かみ締めるのだった。











電子版特典２　恋文






「よそにのみ　見てややみなむ　山ざくら……いや、まだ山桜は咲いておらぬか」

　桜色の料紙りようしを前に、千ち尋ひろは筆を握にぎっては置き、置いては握る。

　すでに料紙は何枚も無む駄だにしてしまっているが、これぞ、という歌ができないのだ。

「うむ……歌が苦手となると、技巧をこらそうとも気づくことはないか」

　先日の歌は比ひ較かく的てきうまくできたと思ったのだけれど、文ふみを送った相手からは全く反応がなかった。普通ならば何らかの返歌が来るはずだというのに、返事自体が来ないという手応えのなさだった。

　理由はすぐにわかったのだけれども、それを知るまで千尋の心は随ずい分ぶんと沈しずんでいたものだ。

「ならば、もっとわかりやすく……だが、匂におわせる程度に抑えて、私からだとあからさまにわかってはならぬというところがな」

　今の段階で、千尋からの求婚だとわかってしまうのはまずいのだ。親しん王のうからだと露ろ見けんすれば、周りが放っておかない。というより、身分を考えると大だい納な言ごん家けがこの縁えん談だんを断る事ができないからだ。

　小さ夜よを東とう宮ぐう妃ひにという話が実現しなかったのは、単に弟宮が直接の求婚を行わなかったからというだけのこと。万が一にもそのようなことがあれば、小夜はきっと既に弟のものになっていただろう。

　その点に関しては、小夜につきまとっている噂話に感謝せねばならないところだろう。

（居い眠ねむり姫ひめ、だったか）

　昼間うつらうつらしていることから付けられたあだなだと聞くが、原因を知ってしまえばむしろ微笑ほほえましいくらいだ。

（いや、星に嫉しつ妬としてしまうくらい、か）

　恋こい敵がたきが強力すぎて苦笑いが漏もれる。外見のせいで誰も彼もが魅み入いられて、物ものの怪け憑つきなのではなどと噂される千尋だが、星空の美しさには到底かなうまい。

（だからこそ、あのように無む垢くなまなざしをしているのだろうが……）

　とにかく、千尋からの求婚だとわかれば小夜は大納言に家に連れ戻され、強制的に千尋の妃きさきにされてしまう。それは千尋の本意ではない。

　千尋はあくまで、小夜が自みずから望んで姫に戻るまではそのような手段は取りたくないと思っていた。彼女の夢を千尋の勝手で潰つぶしたくないのだ。

　だというのにどうして文を送っているのかというと……。

「早い者勝ちということはないのだろうけれど」

　小さくつぶやくとため息までつられて出てきた。

　万が一に小夜に求婚者が出た時に、この文がくさびとなればと思っていたのだった。

　できれば色いろ好よい返事をもらえたらという下心がなかったわけではなかったが……それ以上に、小夜に自分が先に求婚していたという事実を作っておきたかった。

「人知れず　思へば苦し　くれなゐの……末すえ摘つむ花はなの　色に出でなむ……、いや末摘花は、あの物語のせいでいらぬ誤解を呼ぶな」

　末摘花というのは、源げん氏じ物もの語がたりに出てくる不ぶ器き量りような姫のこと。赤い花を赤い鼻にかけたらしいが、末摘花も思わぬところで喩たとえに使われ、さぞや迷めい惑わくしているだろうと思う。

　女人を喩えるような花ではないけれども、それにしても、紅い花と聞いて一番に思い浮かぶ花がそれなのだから、使用方法が限られてしまうのは困りものだった。

「赤い花……他にないものか」

　千尋が文ふ机づくえを前につぶやいていると、後ろから遠えん慮りよがちに声がかかった。

「赤でしたら……雪ゆき椿つばきなどいかがでしょう？」

「……相良さがらか？」

　振り返ると相良が気味の悪そうな顔で佇たたずんでいた。

「い、今の歌は、もしや恋こい歌うたでしょうか……？　ど……どなたへの歌なのか、お聞きしてもよろしいでしょうか!?」

　相良は顔をひきつらせている。

　相も変わらず彼は千尋が志しの信ぶに懸け想そうしていると思い込んだまま。

　それは間違いではないが、正解でもない。

　からかいたくなった千尋は口の形を「し」と作る。すると相良があっという間に青くなったので、千尋はそこでからかうのやめる。

「し──心配せずとも姫君への恋文だ」

「ひ、姫君……!?」

　ほっとした様子になった相良だったが、一転して目を丸くした。

　そういえばその話はしていなかったかと千尋は目を瞬しばたかせる。

「ど、どこのどなたでございます!?　梅うめ壺つぼの御お方かたにご報告を……！」

「大げさにするな。一度垣かい間ま見みただけで、まだ一度も返事を頂いていないのだから」

「なんですと!?　一いちの宮みやであられる殿とのを袖そでにするなど、何と無礼な」

　相良は顔をしかめる。主人が侮ぶ辱じよくされたとでも思ったのだろう。主の敵は自分の敵。それほどの忠誠はありがたいけれど……。

「なにしろ私は凶きよう相そうの皇み子こであるからな」

　軽い調子で言うと相良が自分のことを言われたかのように眉まゆを下げた。

　ここまで無む私しの境きよう地ちだとだと心配になる。

「相良。あまり心配しすぎると髪が抜けるぞ」

「な、なっ……！」

　相良は冠かんむりごと頭を押さえて青くなる。

　そんな家来に千尋は親愛と感謝の気持ちを込めて微笑むのだった。
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